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第 29 回北前船寄港地フォーラム in 鹿児島

プログラム
■ 2月1日（土）　SHIROYAMA HOTEL kagoshima 2F 「クリスタルガーデン」
歓迎交流前夜祭
18：30 開会の辞　一般社団法人北前船交流拡大機構 理事長　　浜田 健一郎 氏

18：35 開会挨拶　実行委員会会長（鹿児島市長）　　　　　　　　　森 博幸
　　　　　一般社団法人北前船交流拡大機構 評議員議長　　石川 好 氏

18：50 来賓祝辞　国土交通省観光庁長官　　田端 浩 氏

18：55 鏡開き・乾杯　一般社団法人北前船交流拡大機構 会長　　岩村 敬 氏

〜 歓 談 〜

19：10 歌唱　　　城 南海 氏（歌手）

19：30

スピーチ　株式会社 ANA 総合研究所 代表取締役社長　　岡田 晃 氏
　　　　　北海道旅客鉄道株式会社 代表取締役社長　　　島田 修 氏
　　　　　東映株式会社 代表取締役社長　　　　　　　　多田 憲之 氏
　　　　　沖縄県副知事 　　　　　　　　　　　　　　　謝花 喜一郎 氏

20：20
閉会挨拶　枕崎市長　　　　前田 祝成 氏
　　　　　指宿市長　　　　豊留 悦男 氏　　
　　　　　南さつま市長　　本坊 輝雄 氏

■ 2月2日（日）　SHIROYAMA HOTEL kagoshima 4F 「エメラルド」
フォーラム

第　
１　
部

10：30 オープニングアトラクション「維新 dancin' 鹿児島市 〜 season2 〜」鹿児島実業高校男子新体操部

10：40 開会挨拶　一般社団法人北前船交流拡大機構　評議員議長　　石川 好 氏

10：45

パネルディスカッション　テーマ「北前船と鹿児島」
　コーディネーター　志學館大学 教授　　　　　　　　　　　原口 泉 氏
　パネリスト　　　　西郷南洲顕彰館 館長　　　　　　　　　德永 和喜 氏
　　　　　　　　　　鹿児島市維新ふるさと館 前特別顧問　　福田 賢治 氏
　　　　　　　　　　尚古集成館 館長　　　　　　　　　　　松尾 千歳 氏
　　　　　　　　　　西郷隆盛研究家 　　　　　　　　　　　安川 あかね 氏

12：15 〜 休 憩 〜

第　
２　
部

13：30 アトラクション　舞踊「北前船が伝えた“九州ハイヤ節”ここ薩摩に集結する」
　歌唱：城 南海 氏、踊り：宮坂 一樹 氏・宮坂 麻未 氏・さわやか会、監修：花柳 糸之 氏

13：50 主催者挨拶　実行委員会会長（鹿児島市長） 　　　　　　　森 博幸
　　　　　　一般社団法人北前船交流拡大機構 理事長　　浜田 健一郎 氏

14：00 来賓紹介・祝辞　衆議院議員　　　　　　　森山 裕 氏
　　　　　　　　国土交通省観光庁長官　　田端 浩 氏

14：20 〜 休 憩 〜

15：00 基調講演①　テーマ「D&S列車で九州を元気に！」
　　　　　　九州旅客鉄道株式会社 代表取締役社長　　青柳 俊彦 氏

15：30 基調講演②　テーマ「なぜ薩摩は強い国か」
　　　　　　歴史家　　磯田 道史 氏

16：30 〜 休 憩 〜

16：45

基調報告　テーマ「中国等海外との交流拡大・産業振興」
　　　　　学校法人津曲学園 鹿児島国際大学 国際文化学部教授　　戦 慶勝 氏
　　　　　国土交通省観光庁 観光資源課長 　　　　　　　　　　　河田 敦弥 氏
　　　　　鹿児島相互信用金庫 海外・貿易相談所 所長　　　　　　村田 秀博 氏

17：25 総括（閉会あいさつ）　公益社団法人日本観光振興協会 理事長　　久保 成人 氏
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■ 2月2日（日）　SHIROYAMA HOTEL kagoshima 4F 「エメラルド」
レセプション
19：00 オープニングアトラクション　鹿児島市役所おごじょ太鼓 千文会

19：10 実行委員会紹介・挨拶　実行委員会会長（鹿児島市長）　　森 博幸

19：15 来賓祝辞　衆議院議員　　　　　　　　　　　　　　　　　 富田 茂之 氏
　　　　　国土交通省観光庁 観光地域振興部長　　　　　　村田 茂樹 氏

19：25 来賓紹介・乾杯　鹿児島市議会議長　　山口 たけし 氏

〜 歓 談 〜

19：50 アトラクション　鹿児島市役所おごじょ太鼓 千文会

20：00 セレモニー　山形県からの参加者紹介、記念品贈呈

20：20

スピーチ　鹿児島県知事　　　　　　　　　　　　　 三反園 訓 氏
　　　　　衆議院議員　　　　　　　　　　　 　　　宮路 拓馬 氏
　　　　　九州旅客鉄道株式会社 代表取締役社長　　青柳 俊彦 氏
　　　　　歴史家 　　　　　　　　　　　　　　　　磯田 道史 氏

20：40 今後の開催地挨拶　島根県浜田市
　　　　　　　　　秋田県、秋田市

20：50 閉会挨拶　一般社団法人北前船交流拡大機構 理事長　　浜田 健一郎 氏

■ 2月3日（月）
エクスカーション

・南薩コース
双剣石（南さつま市）、枕崎お魚センター（枕崎市）、
開聞岳・濵㟢太平次像・砂むし温泉（指宿市）

・離島（屋久島）コース 紀元杉・屋久島環境文化村センター（屋久島町）

SHIROYAMA HOTEL kagoshima
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「第29回北前船寄港地フォーラム in 鹿児島」
実行委員会 会長／鹿児島市長

森
も り

　博
ひ ろ ゆ き

幸

主催者挨拶

　皆さん、こんにちは。「第 29 回北前船寄港地フォー
ラム in 鹿児島」の実行委員会の会長で鹿児島市長の森
でございます。
　実行委員会の会長として、一言ご挨拶を申し上げます。
　北は北海道から南は沖縄まで、全国各地の北前船で結
ばれた多くの皆様、ここ鹿児島にお越しいただきました
ことに、心から歓迎申し上げますとともに、多くの市民
の皆様方にもこのフォーラムにご参加をいただき、誠に
ありがとうございます。
　また、国会開会中の、大変お忙しい中にも関わらず、
衆議院議員で、自由民主党の国会対策委員長でもいらっ
しゃいます森山先生にもご出席を賜り、感謝申し上げま
す。ありがとうございます。
　そして観光庁長官の田端様にもご出席をいただきまし
て、このフォーラムに花を添えていただきありがとうご
ざいます。
　今回、中国・大連市等から多くの皆様方をお迎えをす
る予定にしておりましたが、新型肺炎の発生により、残
念ながら参加が叶わなかったところでございます。
　今後ともフォーラム参加などを通じまして、引き続き
大連市等との交流を深めてまいりたいと考えておりま
す。
　さて、平成 19 年から始まった本フォーラムは、海を
越えて発展を続け、今では 45 の自治体が日本遺産に認
定されるなど、北前船をキーワードとした取り組みは、
地方創生を進める上でも大きな広がりをみせておりま
す。
　ここ鹿児島におきましては、かつて薩摩藩が北前船に
より調達した昆布を、琉球を通じて中国に輸出すること
等により財政を立て直し、後の明治維新につなげたとさ
れております。

　北前船なくしては、明治維新、ひいては日本の近代化
は成しえなかったかもしれず、九州初となる本市での
フォーラム開催は誠に意義深いものがあり、大変光栄に
存じております。
　このあとのフォーラムでは、「明治維新の力・北前船
で広がる交流の輪」をテーマに、JR 九州の青柳俊彦社
長や歴史家の磯田道史氏による基調講演をいただくほ
か、中国等との海外交流、産業振興に関しまして、有識
者の方々によります基調報告などを行います。
　本フォーラムを通じまして、北前船への理解が深まる
とともに、各自治体・関係団体のさらなる発展につなが
るものと大きく期待を寄せており、多くの皆様方にとり
まして、実り多きフォーラムになるものと確信しており
ます。
　本市としましては、このフォーラムの盛り上がりを、
オリンピックイヤーの本年、48 年ぶりの地元開催とな
ります「燃ゆる感動　かごしま国体・かごしま大会」に
もしっかりとつなげ、“鹿児島ファン”の輪を広げ、令
和時代におけるさらなる飛躍を目指してまいりたいと考
えておりますので、引き続きご協力方よろしくお願い申
し上げます。
　結びに、本フォーラムの開催に際し、各面よりご尽力
をいただきました北前船交流拡大機構の皆様方をはじ
め、ご協力いただきました企業・団体など、多くの関係
の皆様方に心から感謝を申し上げますとともに、お集ま
りの皆様方の今後ますますのご活躍を祈念申し上げて、
開会にあたりましての挨拶とします。どうぞよろしくお
願い申し上げます。
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一般社団法人北前船交流拡大機構 
理事長

浜
は ま だ

田 健
け ん い ち ろ う

一郎 氏

主催者挨拶

　北前船交流拡大機構理事長の浜田でございます。

　大連市からメッセージと報告を預かりましたので、発

表します。

　一つは、大連市として、名誉ある「友誼賞」を森市長

に贈呈したいという決定を大連市として行ったいうこと

でございます。今回、持ってくる予定が、お持ちできま

せんでしたが、ぜひ、森市長におかれましては、大連市

の好意を受け止めていただきたいと思います。

　メッセージを読み上げます。

　尊敬する鹿児島市長森博幸先生をはじめとする鹿児島

大会への参加の皆様、新春の候、ますますご清祥のこと

とお慶び申し上げます。貴市のますますのご発展をお祈

りいたします。

　また、これまでの大連市に対しての友情と大連の発展

につきましてのご関心とご支援に心から感謝を申し上げ

ます。

　「北前船寄港地フォーラム in 鹿児島」の開催にあたり、

私は大連市代表団と大連市文化交流局を代表しまして、

熱烈にお祝いを申し上げます。

　2018 年、北前船寄港地フォーラムと中日観光大連

交流大会が大連で共催されて以来、双方は経済、文化と

観光などの広い分野で深く交流と協力を続けてまいりま

した。

　今回の鹿児島大会に出席するため、また、もっと多く

の日本の地方都市との交流を拡大するため、大連市は中

国遼寧省の沿岸経済圏６都市の先頭として、多くの努力

と十分な準備を行ってきましたが、新型コロナウイルス

により、非常に残念でありますが、今回の訪問をキャン

セルさせていただきます。ただし、それによって大連と

鹿児島の友好関係が弱まることはなく、中日友好交流の

強い意欲にも全く影響はないと信じております。

　最後に、鹿児島大会の成功と皆様のご清祥をお祈り申

し上げます。引き続き大連の発展にご関心とご支援をい

ただくようお願い申し上げます。

　大連の最も美しい季節の５月に大連に訪問されること

を心よりお待ち申しております。大連でお会いできる日

を楽しみにしております。

　大連市 鹿児島大会参加予定者代表　于秘書長

　以上、大連のメッセージを読み上げましたが、私達機

構としましては、交流人口の拡大が、日本の地方都市の

発展に資するとの思いで、今回の新型肺炎に負けること

なく、今回のフォーラムを成功させていただきたいと

思っております。

　当分はこの新型肺炎の影響で観光は停滞するかもしれ

ませんが、先を見据えて、終息した後には、交流人口の

拡大を目指す動きをしてまいりたいと思います。

　そういう意味では、今日のフォーラムは、大変重要な

大会になると思いますので、ぜひ、よろしくお願いした

いと思います。開催おめでとうございます。
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一般社団法人北前船交流拡大機構　
評議員議長

石
い し か わ

川　好
よしみ

 氏

開会挨拶

　本日の大変素晴らしいフォーラムの開催にあたり、ま
ず主催者側の一員として、皆さんに深くお礼を申し上げ
ます。
　また、今回ほどの多くの参加申し込みがあったのは北
前船寄港地フォーラム始まって以来のことでございま
す。
　盛況ということで、断った人が大変多かったと推測し
ますが、何より喜んでいるのは、ここ鹿児島市長の森さ
んだと思っております。
　と申しますのも、実は青森県野辺地町での北前船寄港
地フォーラムの開催の折に、鹿児島から森市長が来られ
まして、鹿児島でも開催したいという話があったのです。
　私はその時に、多少は北前船についての知見を持ち合
わせていますから、鹿児島での開催は相当難題と申し上
げたところ、いろんな歴史事情の上で、鹿児島も北前船
とは縁があるとのことです。
　鹿児島でいつか開催しましょうと約束しまして、それ
以来、森市長は、開催地に足を運んでくださいまして、
結果、ひとえに森市長の熱意と情熱のおかげで本日の開
催の運びになり、まず森市長にお礼を申し上げる次第で
ございます。
　さて今回は、今まで例のないフォーラムになると思っ
ています。
　薩摩、鹿児島が北前船とどんな関係があるのだろうと、
今回、その謎解きが行われるわけですが、実はこの北前
船フォーラムの第１回目を庄内・酒田で行いました。
　今回、庄内地方と薩摩が実に深い縁で結ばれていると
いうことが分かってきました。直近では、酒田に薩摩の

船がたくさん入ってきた資料が見つかっております。そ
の当時は山形弁も大変難しいし薩摩弁も難しく、薩摩か
ら来た船頭さん達が、迎える庄内でどんな言葉で喋った
のかというと、多少の行き違いが起こっているみたいで
す。その資料には、薩摩のことを「サスマ」と書かれて
います。おそらく庄内地方の人にとって、薩摩の船が来
ると、薩摩が「サスマ」に聞こえ、この船をみんな「サ
スマ」と書いてあることが分かりました。
　そういうことがありまして、庄内地方を中心にしたも
のが、日本海を経由して、鹿児島に伝わっていきました。
　ある歴史家が「昆布ロード」の本を書いたり、明治維
新は北前船によってもたらされたもので薩摩が資金を蓄
え、強い軍事力を持っていったと言う方が増えています。
そこからさらに琉球を経由して福建省に入り、結果、北
前船の産品が中国に渡る一大航路が出来上がったという
ことだと思います。
　そして、本日も庄内地方から 30 数名の方々が参加し
ております。これも南洲記念館が酒田にあり、そういっ
た交流がずっとありました。明治維新の前の戦で、庄内
藩は戦い、負けて大変な目に遭うはずですけれども、そ
の時西郷隆盛と黒田清隆、大山格之助などが直ちに庄内
に入りまして、穏便な措置がとられる事実がありました。
それに感謝したということも含めて、南洲語録を庄内藩
士が作りました。
　西南戦争の時には、相当の方が行きたかったらしいで
すが、もしも西南戦争に庄内藩士が多く参加すると、ま
ずいことになるわけですから、庄内藩は止めて、たしか
２名ぐらいが参加して戦死し、ここ鹿児島の地に弔われ
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開会挨拶

ました。そういう縁も深いわけです。
　薩摩と庄内・酒田の深い結びつきが分かるのですけれ
ども、ただ、私どもが注意しないといけないのは、この
北前船に知られていない話がたくさんあります。
　一つ例を申し上げますと、酒田の郷土史家の先生が書
かれた本にありますが、本間家に縁のある方が、大変な
語学の達人で、長崎でフレデリックという方から英語を
習って、薩摩に来て開成所で英語を教えています。その
時に薩州商社、今でいう株式会社を作る計画に参画して、
成功すればと、日本で最初の株式会社を庄内から来た本
間家の血を引く人が英語を教えながら考えました。この
方は、後に江戸に戻って、勝海舟の英語の先生をしたよ
うに、庄内と薩摩は、すごく縁があります。北前船の縁
で人間関係ができていったと思っております。
　この北前船のこと、特に鹿児島とか琉球を視野に入れ
た議論をしていくと、日本の歴史を書き換えるようなこ
とがあると思います。薩摩の成功は、北前船に関わる貿

易だったのです。
　一つは、薩摩が行った事があまり知られなかった理由
は、どちらかというと密貿易的なところがあり、なかな
か資料とか物語にならなかったからです。
　北前船の様々な物語が世界中に拡大していく可能性が
ありますので、学習しながら、この北前船寄港地の物語
を盛り上げていきたいと思っております。
　以上が挨拶です。ありがとうございます。
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衆議院議員

森
も り や ま

山　裕
ひろし

 氏

来賓祝辞

　皆様こんにちは。衆議院議員の森山裕です。
　29 回という素晴らしい歴史を重ねて、今回「北前船
寄港地フォーラム in 鹿児島」が、この城山の地で開催
をされますこと、本当に喜ばしく思います。
　実行委員会の皆さんや、ご協賛、ご協力をいただいて
いる皆様に心から厚くお礼を申し上げる次第です。
　ここ城山は、薩摩の国にとっては、まさに聖地です。
間違いなく西郷隆盛公も大久保利通公も調所広郷公も、
この城山の地に立って、錦江湾を眺めながら、「城山高
い高い泣こかい飛ぼかい泣こよかひっ飛べ」と言って、
重大な決断をしてこられた場所だと思います。
　我々は、歴史を正しく見るということが、今、非常に
大事なことなのではと思っています。
　鹿児島は北前船の寄港地ではありませんでした。しか
し、北前船の交易を通じて、薩摩の国は財政を立て直し
てきたのかもしれません。また、財政を立て直すために、
奄美の黒糖が大きな貢献をしたことも、その通りだろう
と思います。薩摩の財政を立て直すために、調所広郷公
は、大変な努力をされました。
　我々は、歴史を正しく評価をしていくということは、
今、本当に大事なことなのではと思っています。今回の
フォーラムを通じて、薩摩の偉人達の功績を正しく県民
が理解をする機会になれば素晴らしいことだと思いま
す。
　鹿児島は、まだまだ伸びしろがすごくあると思います。
農林水産物でも、特に農業産出額では、平成 29 年、平
成 30 年、続けて北海道に次いで日本で２番目になりま
した。
　シンガポールに行かれた方々がよく言われますのが、
シンガポールは、焼き芋の大ブームだけれども、そのほ
とんどが鹿児島産のサツマイモだと聞いたと、誇りにさ
れます。デパートに行って、食品売り場に行くと、和牛

のコーナーがものすごく広く、どこの和牛かなと思って
よく見てみると、オーストラリアの和牛でした。日本の
牛肉はどこかと思って見ると、一番良い場所に、曽於牛
というコーナーがあって、曽於の名前を取って、曽於牛
が本当の和牛のコーナーになっています。私も行ってき
ました。そこの品物を売られる方に向こうのコーナーの
和牛と曽於牛は何が違うのかと聞きますと、向こうの牛
肉とこっちの牛肉は全然別物だと言います。サイコロ状
にした牛肉を試食をするコーナーがありますが、ここで
食べた人は必ず曽於牛を買って帰る、そしてまた必ず買
いにきてくださるという話をされます。
　我々鹿児島は、多くの誇れるものを持っています。そ
れは北前船の精神によって、さらに世界に広げていくこ
とこそが大事なのだと思います。
　森市長にご努力をいただいて、鹿児島市役所の職員の
皆さんも本当に頑張っていただいて、関係の皆さんのご
理解とご協力の下に「北前船寄港地フォーラムin鹿児島」
が開催をされましたこと、本当に嬉しく存じます。
　おそらくこのフォーラムを通じて、鹿児島県民の意識
も変わるだろうと思いますし、鹿児島がさらに発展をす
る一つの起点になるのではと思います。
　また、それぞれの自治体との交流が、さらに高まって
いくのではないか、ただ単に国内だけではなくて、先ほ
ど浜田理事長からお話をいただいたように、大連を含め
て、近隣諸国との交流がさらに深まっていくのではと思
います。
　本フォーラムのご成功を心からお喜びを申し上げ、今
後とも皆様方と一緒になって鹿児島県の発展のために、
日本の発展のために、頑張っていきたいとあらためて思
うことでございました。
　ご案内をいただき、大変ありがとうございました。
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　観光庁長官の田端でございます。
　この度は、「第 29 回北前船寄港地フォーラム in 鹿児
島」が、盛大に開催されましたこと、心からお慶び申し
上げます。
　また、本日お集まりの皆様方におかれましても、平素
より観光行政にご理解ご協力を賜りまして、心より御礼
を申し上げます。
　今回の実行委員会会長をお引き受けいただき、準備に
ご尽力をいただきました実行委員長の森鹿児島市長をは
じめ、鹿児島市の皆様、北前船交流拡大機構の皆様に、
心より御礼を申し上げます。
　今回、多くの地域の歴史や文化に影響を与えたといわ
れます北前船をテーマとしました北前船寄港地フォーラ
ムが、初めての九州、鹿児島市で開催されるということ
で、フォーラム開催地が、北海道から中国地方に至るま
での日本海沿岸の各都市、また、瀬戸内海沿岸の都市、
ついには九州まで拡大しました。
　北前船寄港地フォーラムは、回を重ねるごとに参加者
が増え、これまでの開催地の皆様が集う場となり、交流
が育まれてきました。地域間交流のモデルとして、全国
に誇れる取り組みであると考えております。
　これもひとえに開催を支えられました各都市の実行委
員会の皆様をはじめ、北前船交流拡大機構の皆様、本日
ご参集いただいた皆様のご尽力の賜物であります。あら
ためて心より御礼を申し上げたいと思います。
　かつて財政事情の苦しかった薩摩藩が、北海道から北
前船で調達した昆布を入手し、琉球を経由して輸出する
ということで財政を立て直したことが明治維新の原動力
となったと伺っております。
　鹿児島には、シンボルであります桜島をはじめ、世界
自然遺産であります屋久島に加え、天文館や指宿の砂風
呂など、多様な観光資源を有しており、明日のエクスカー
ションにおいても、存分に鹿児島の素晴らしさをご堪能
いただけるのではないでしょうか。
　観光庁としましては、北前船の寄港地間の交流がます
ます拡大し、ひいては各地域の発展に繋がるよう、様々

な面から皆様方の取り組みを支援してまいりたいと考え
ております。
　昨年は、訪日外国人旅行者数 3,188 万人、外国人旅
行消費額４兆 8,113 億円を記録し、過去最高で推移し
ております。本年、2020 年は、目標達成の大事な年
でございます。この目標をいろいろ達成していく、この
観光の力をどんどん浸透していくには、地方部への誘客
が重要となってきております。
　このフォーラムでは、様々な方々からの発表がござい
ますが、ぜひ、皆様の地域の観光資源の磨き上げなどに
生かしていただければと考えます。
　また、多くの国々との相互の交流が、非常に重要になっ
てまいります。私どもとしましても、2020 年までに
日本のアウトバウンドを２千万人にする目標を掲げてま
いりましたが、１年前倒しで 2019 年に達成できまし
た。地域間の交流、国内でもそうですが、今後、いわゆ
る諸外国との相互の国際交流を力強く進めていきたいと
考えています。
　今は、ご指摘もありました新型コロナウイルスの事案
で、厳しい状況にございます。人類の医学を結集した上
で、政府や民間あげて取り組んでいく大きな試練であり
ますが、乗り越えていけると考えます。落ち着きまして
安全宣言できるタイミング以降、急速な回復に向けて 
リバイタリゼーションを進め、観光の仕事や観光行政に
よって地域間交流、国際交流が進み、地域の活性化に繋
がっていくと思っています。私どももその方向に向かっ
て、全力を上げて取り組んでまいりますので、本日ご参
画いただいています各地域の皆様、ご参集いただいてい
ます参加者の方々と力を合わせて、しっかりと取り組ん
でいきたいと考えています。
　本フォーラムが成功裏になりますよう祈念しまして、
私からのご挨拶とさせていただきます。ありがとうござ
います。
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司会者
　「北前船と鹿児島」をテーマに、鹿児島を代表する歴
史が専門の皆様から、貴重なお話をいただきます。
　はじめに、パネリストの皆様をご紹介します。
　西郷南洲顕彰館館長　德永和喜様、維新ふるさと館前
特別顧問　福田賢治様、尚古集成館館長　松尾千歳様、
西郷隆盛研究家　安川あかね様です。
　そしてコーディネーターは、志學館大学教授　原口泉
様です。
　ここからの進行は、原口様にお願いします。

原口氏
　北前船と薩摩藩の関係を「昆布を売った薬売り」の題
で NHK が放送したのは三十数年前のことでした。北前
船交流拡大機構の議長の石川好さん、我が郷土の先輩で
もいらっしゃる理事長の浜田健一郎さん、そして鹿児島
市の森市長などのおかげで、鹿児島の地でこのフォーラ
ムが実現できましたこと、心よりお慶び申し上げます。
　まず福田先生、北前船を鹿児島の皆様に説明しなけれ
ばと思いますので、お願いします。

福田氏
　北前船は、江戸中期から明治３０年頃までが盛んでし
たが、明治３０年を過ぎると交通、特に鉄道など陸路の
発達や西洋の船などの参入もあり、儲けも少なく危険性
もあることから、明治３０年代頃には衰退しました。
　日本の海運ですが、昔は特に東北地方の米を船で江戸
に運ばなければなりませんでした。陸路は道路の整備も
進んでいなかったため、大量の荷物を運ぶには海路が主
でした。当初から西廻り・東廻りがありましたが、特に
太平洋岸を通って江戸に米を運ぶ航路は危険が伴いまし
た。後に河村瑞軒という人が幕府の命を受け、港の整備
をはじめ安全に米を運べる航路を開発しました。
　太平洋岸を通り江戸へ運ぶ航路は、房総半島の所が特
に危険でしたので、主に銚子で陸揚げし、利根川を利用
して江戸へ運んでいました。河村瑞軒は房総半島沖を遠
回りし、下田で風待ちした後、江戸に直接船で運ぶ航路

を開発しました。
　また、西廻りで米を運ぶ航路として、敦賀あたりで陸
揚げし、琵琶湖等を通って大津から大坂へ運ぶルートが
ありました。ただ、これは途中で荷崩れしたり、運送費
が高くついたり、また日数もかかりました。このような
ことから開発されたのが、敦賀あたりで陸揚げせず、下
関に回って瀬戸内海を通り大坂へ行く航路の開発です。
　北前船は、松前から大坂までの経路であり、北海道の
産物や東北の米などを運ぶと同時に、大坂や瀬戸内海か
ら塩、酒、雑貨類、また、北海道には水田がなかったた
め、筵

むしろ

、縄なども運んでいます。
　大事なことは、船主から預かった品物を運ぶだけでな
く、寄港地で安いものがあれば買い、高くで積荷が売れ
れば売るということを繰り返しながら、松前と大坂の間
を行き来したことです。当初は近江商人が、後には一攫
千金を夢見て多くの人が船を持つようになりましたが、

「板子一枚下は地獄」と言われるくらい遭難の危険があ
り、命をかけて携わりました。
　この船は江戸時代後期には、「千石船」あるいは「弁
財船」とも呼びましたが、一艘造るのに何百両とかかっ
たそうです。一航海でだいたい一千両くらい儲かったこ
とから、それを夢見て千石船を購入し、また、そういう
身分になりたいと願ったのが北前船に携わる人々でし
た。

原口氏
　次に、昆布、密貿易、石見銀山といったことを德永先
生お願いします。

德永氏
　昆布は北海道でしか採れません。どのような形で薩摩
に入り、中国に輸出されたか、いわゆる琉球口貿易を説
明します。干鮑、煎海鼠（干しなまこ）、鱶鰭（ふかひれ）
を俵に詰めて輸出する海産物ですので、俵物三物といい
ます。長崎貿易の中国商人団が、長崎で日本から輸入し
ても、すでに薩摩から琉球口に入って中国全土に売り
渡って売れない、中国から日本に持ってきても、すでに
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琉球口から薩摩に入って日本全国に売られていると、中
国商人団が幕府に訴えています。加えて、品が安い、品
質が良い、流通が早い、この三拍子が揃いますと、幕府
が正式に認める長崎貿易での中国商人は貿易が成り立た
ないとの訴状が記録されています。薩摩の場合、新潟港
を中心に、６年間で６艘入港しています。隠して持って
くる品物が漢方薬や光明朱等でした。その光明朱は、東
北の会津塗・北陸の輪島塗、信州の木曽塗と３つの日本
を代表する所に薩摩の光明朱が入っていました。琉球を
介した琉球口貿易で薩摩は入手していました。
　薩摩藩の密貿易といわれますが、薩摩藩は幕府から輸
入して良いと許可（長崎奉行の藩主光久宛書状）されて
おり、決して密貿易ではありません。ただ、許可以外の
ものを取り扱ったり、許可された量をオーバーしていた
のが、少し悪かったのです。江戸初期は３種でしたが、
調所広郷の活躍により幕府から 16 種の許可を貰い、貿
易できる品物がかなり増えました。調所の改革で大事な
ことは、大坂市場で薩摩藩の専売品（黒糖やウコン等）
が値崩れしないよう、自前の船団を持つことでした。藩
がお金を貸してもなかなか造られなかったのですが、船
を造ったら奄美と大坂の市場を５、６回行ったら造船料
が回収できると藩の保証を付したところ、申し込みが増
え、鹿児島の船持ち商人の誕生と海運盛衰の時代に入り
ました。

原口氏
　薩摩藩のロジスティックス（物流）の整備で、濵㟢太
平次などの海商に船を作らせました。造船、航海、貿易
と、まるで大航海時代のイベリア２国のような国策を行
いました。そして、このフォーラムの協賛をされている
山形屋も北前船で呉服を持ってきて、高島屋も藍の職人
として鹿児島に呼ばれました。この２大デパートも、北
前船がもたらした商業文化ということがいえます。
　次に、尚古集成館の松尾館長、集成館事業などについ
てお願いします。

松尾氏
　幕末に日本で一番工業が進んでいたのは鹿児島でし
た。薩摩藩は非常に変わった藩で、南北 1,200 キロあ
ります。今の鹿児島県、沖縄県全域と宮崎県の約３分の
１が薩摩藩で、鹿児島を起点に最南端琉球へぐるっと反
対方向へ持っていくと、新潟・福島ラインに到達します。
このような藩は他にありません。さらに今の沖縄県の部
分は、名目上は中国の皇帝が任命する琉球国王が統治す
る異国で、藩の中に外国がある状態です。藩の中に外国
がある藩も他にありません。ここでは幕府公認の下で中
国貿易が行われ、薩摩藩は鎖国していませんでした。薩
摩藩は海洋国家なのです。鎖国令が出る前は、目の前の
海は外国船で溢れ、いたる所に外国人街があるような状
況でしたが、鎖国令で南九州から外国船、外国人が姿を
消しました。しかし、沖縄はその対象外で、海外との交
易が続いている状態でした。外国の窓口は長崎しかない
と誤解されていますが、薩摩にも開いていました。薩摩
藩は北は北海道から南は沖縄に至るまでの海上交易路で
結ばれており、その延長線上に中国がありました。
　また薩摩の石高ですが、正式には 72 万８千石です。
他の藩は白い米で計りますが、薩摩藩は籾を付けて計
り、籾を取るとだいたい半分の 35 万石くらいです。そ
れでいて士族の割合は、日本の他の地域は５％、薩摩藩
は 26％に達していました。薩摩藩を今の企業に例える
と粉飾決算で売上を倍にして、従業員を基準の５倍抱え
ているようなものです。それで藩財政が成り立っていた
のは副収入が多かったからです。その最大のものが琉球
口貿易でした。琉球口貿易以前も勘合貿易や、倭寇が関
わる外国との交易が盛んな所でした。島根にある石見の
銀の窓口も鹿児島でした。数年前に石見に行って驚いた
のは、奄美の鶏飯や、鹿児島の郷土菓子「げたんは」と
同じものがありました。鹿児島と石見は昔から繋がって
おり、藩財政を支えた大金山・山ヶ野金山も石見の山師
が見つけています。石見で銀が採れなくなると、代わり
に北海道の海産物、俵物が輸出されました。北前船で北
海道の船は直接鹿児島に来ていないと思いますが、積み
荷の多くは大坂などを経由して薩摩に運ばれて、琉球を
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経由して中国に輸出され、大量の物資が鹿児島経由で外
国に流れました。長崎以外、鹿児島は海外交易で重要な
役割をしていたということです。
　鹿児島の歴史は日本国内だけを見ていては理解できま
せん。世界史にはみ出た雄大な歴史が育まれていました。
例えばペリーが来て鎖国の眠りから目覚めたのは、日本
の大部分では正しいのですが、薩摩ではそうではありま
せん。ペリーが来た頃、鹿児島の磯には集成館という洋
式工場群の建設が始まり、桜島では昇平丸という洋式軍
艦の建造も始まりました。外国の窓口が長崎というのは、
徳川幕府が位置づけただけで、鹿児島も窓口でした。ヨー
ロッパ人は南蛮人と言われたように東南アジアから北上
して来ました。中国から台湾、沖縄、奄美の島々を北上
してきたため、日本の南端にある鹿児島・南九州が鉄砲
伝来やキリスト教の舞台となりました。
　日本の他地域とはやや異なる歴史・文化・技術が育ま
れていたのです。船も他地域とは少し違っていたようで
す。東京国立博物館に和船の模型がありますが、薩摩型
というのが別にあったようです。外洋航海する薩摩の船
は、他の地域よりも波に強い、崩れにくい、がっちりし
た構造だったと推定されています。

原口氏
　江戸時代に火縄銃をずっと作り続けていたのは薩摩藩
だけで、江戸時代の薩摩藩は、馬と銃と外洋船と火薬、
この４つを常にメンテナンスしていました。

松尾氏
　19 世紀、オランダのように幕府の命令に従う国の船
は、鹿児島の沖を素通りして長崎に行きました。イギリ
スやフランス、アメリカは、幕府の命令を何とも思って
いなくて、イギリス船などは薩摩藩領を素通りせず薩摩
藩の港に入ってきました。他の地域よりも早く薩摩藩は
外圧に晒され、大変な時代がきたと思い知らされていた
のです。このため集成館事業、ヨーロッパの科学技術を
導入した近代化もいち早く薩摩藩がリードしました。ま
だ鎖国体制下にあったためオランダの本をヒントに日本

の技術を融合させ近代化・工業化を図りました。こうし
た経験がありますから、鹿児島の技術者は部品の一つ一
つまで、なぜこういう形か、どういう役割を果たすか理
解しています。外国から船や機械などを輸入することが
できるようになった時、この時の経験が生きて、すぐに
使いこなして、簡単な修理、改良をすることができまし
た。見たこともないものを、オランダの本を頼りに、自
分たちで造り上げていくという、たいへんな苦労をしま
したが、そのような苦労の積み重ねが今の技術立国に繋
がっています。その知識・経験が、北前船が通ってきた
道を逆走するような形で全国各地へ伝わりました。
　北海道の開拓も薩摩絡みです。北海道に人が住んでい
ないとロシアに取られると、島津斉彬が開拓の必要性を
訴えました。その思いを受け継いだ薩摩の人々が、鹿児
島の知識・経験を北海道に持ち込んで開拓に従事しまし
た。例えば小樽の古い石倉は、鹿児島本港区の石倉と瓜
二つです。鹿児島の石工が北海道に行ったのではと思っ
ています。　　
　北海道の開拓は西郷も関わっています。島津と徳川は、
関ヶ原や戊辰戦争で戦って、昔から仲が悪かったと誤解
されますが、実際は違います。幕末の薩摩藩の方針は、
幕府だの藩だの言っている時代ではない、日本が一丸と
なってイギリスやフランスに対処すべきだという考えで
した。幕府や藩の枠を打ち破って新しい国家にしたのが
明治維新で、基本的な考えを最初に示したのが島津斉彬、
遺志を受け継いだのが西郷隆盛です。西郷が目指したの
も、決して幕府を倒すということではなく、日本を生ま
れ変わらせることで、もっと多くの方に知っていただき
たいと思います。

原口氏
　次に安川先生お願いします。

安川氏
　西郷と島津斉彬、薩摩藩が優れていたのは、新しい日
本を見据えて、藩のあり方まで変えようとする、保守的
な日本の中でグローバルな感覚を持っていたことです。
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強いだけでは生き残れない、時代の変化に合わせて改
革していくということを持っていたことが優れていまし
た。
　北前船と同時に見直され、皆様の知るところになれば
と思ったのが石河確太郎です。奈良出身のこの方は、斉
彬公に召し抱えられた時、1861 年に始まったアメリ
カ南北戦争が原因でイギリスは必ず綿花が不足するの
で、薩摩藩にいち早く綿花貿易を提案し、斉彬公の集成
館事業に大きく貢献しました。ただ一士の言うことを聞
いて、薩摩藩がいち早く日本初の機械紡績所を設立して
おり、このフットワークの軽さにも薩摩藩の凄さを感じ
ます。石河確太郎は、本間郡兵衛という本間家の方と一
緒に日本初の株式会社の創立を目指しました。本間郡兵
衛が酒田に戻った時、スパイと勘違いされて幽閉され、
客死したことで、残念ながら頓挫しました。もしこれが
なければ、日本初のカンパニーは南州商社だったのでは
ないでしょうか。
　私が生まれ育った横須賀も港町ですので、この港と港
が作り出す文化に非常に興味があります。横須賀にもア
メリカでも日本でもない独自の文化があり、港を通じて
入ってきています。豊かな文化を形成した北前船も高く
評価されるべきです。確実に日本には大日本海時代が
あったことが、この北前船寄港地フォーラムを通じて、
皆様の知るところになるのではと思います。

原口氏
　那覇から中国の福建へ朝貢船が行っていました。２年
に１回は行き、朝貢国の中では琉球王国は大変優遇され
ていました。越南国とか李氏朝鮮は、５年に１回、10
年に１回でした。德永先生、その朝貢貿易の実態をお願
いします。

德永氏
　朝貢貿易ですが、長崎が貿易一港だと学校教育では
習ってきました。ところが、実際は琉球口（薩摩口とも
いう）、対馬口、松前口を通して、それぞれの藩が交易
することが許されていました。なぜ俵物かですが、世界
で 80％の銀が日本とメキシコで採られ、銀が少なくなっ
てきました。1700 年代はじめ、このままでは日本の
金銀銅が失われて貨幣がなくなり大変なことになると、
鉱物資源に代わるものとして俵物が出てきました。俵物

は、毎年生産して売っても、来年も再生産できるので、
鉱物資源から海産物に代わったのです。もちろん、中国
側の需要が見込めることがあったからといえます。
　それから鹿児島の町は、波除けに雁木（防波堤）とい
うのを置いており、その内側は波が静かでしたので、港
町の機能を備えていました。城下町が手狭になり、町が
足りなくなれば、雁木と陸地を結んで築地を作り、城下
町が拡張されていきました。
　斉彬公の経済的観念ですが、海には多くの帆船が活動
しているのを見て、帆を作ればすごい財源になると考え
たのではないでしょうか。まだ軍艦という思想さえない
時代に、これから日本は艦船に大砲を積む軍艦を造って
日本全国に売ろうと、財源確保を考えていたことが斉彬
公言行録にあります。
　もう一つ、明治維新で大久保が日本をリードした時に、
西洋文化に近づくために、外国のトップレベルの外国人
を雇い、日本人の学者を育てましたが、これは斉彬公が
すでに行ったものです。集成館事業での動力・水をどう
利用するかなど、基本的なことを鹿児島の文化で行った
から鹿児島は日本的には最先端の近代工業を成し遂げま
した。それを見て、実践したのが大久保の明治維新だと
いう気がします。

原口氏
　北海道開拓史の殖産興業は、集成館が原形と聞いたこ
とがありますが、松尾先生いかがですか。

松尾氏
　開拓の時に、北海道は宝蔵で、金銀銅や森林資源も豊
富なのでうまく活かせといわれています。幕末の薩摩藩
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は、相手はイギリスやフランスですから、薩摩だけ強く
豊かになっても意味がないと、日本全体のことを考えて
動いていました。集成館事業の資料は、薩英戦争、西南
戦争、太平洋戦争で焼かれて鹿児島にはほとんど残って
いません。しかし、斉彬が薩摩藩だけ強くなっても意味
がないと、他の藩の視察を受け入れ、技術者を派遣しま
したので、佐賀、福井、愛媛といった他県に資料が残り、
それを我々は使っています。いろんな所に影響を与えま
したが、一番大きいのが北海道だと思います。

原口氏
　昆布ですが、一番食べるのが富山、鹿児島、沖縄、中
国で、海上交通があったことは明白です。糸満の旧正月
では、家に炭と昆布のしめ縄飾りもあり、昆布なしでは
過ごせない生活が琉球の庶民にもあったことが分かりま
した。
　福田先生、大河ドラマ「翔ぶが如く」の放映後の加治
屋町、偉人、維新ふるさと館のことをご紹介ください。

福田氏
　私が勤務していた維新ふるさと館は、加治屋町にあり
ますが、加治屋町は明治維新で活躍した西郷・大久保を
はじめ、薩摩を代表する多くの偉人を輩出した町です。
　しかし、明治維新を支えた重要な人物として忘れては
ならないのは、島津久光や調所笑左衛門の存在とその役
割です。久光や調所は、ドラマなどでは悪役的な描かれ
方をされる時もありますが、久光の「政治的決断」、また、
調所の交易を主とする「財政改革」なくしては、明治維
新も実現しなかったといえます。このことを私たちは再
認識すべきだと思います。
　また、昔から鹿児島はどこの家庭にも越中富山の薬が
入っていました。富山は水が大変綺麗だったことから製
薬に適していたということですが、特に富山と薩摩の関
係は深く、薬種や昆布、俵物などの交易に伴い薩摩組と
いう組織まで作られ、薩摩の財政改革に大きな役割を果
たしました。こうした組織づくりも調所ならではの施策
であり、薩摩組は交易のみならず、全国の様子を知る上

での情報源としての役割も果たしていたのです。

原口氏
　德永先生、調査された浜田などのことをお願いします。

德永氏
　長年、昆布などを調べておりますが、どこに資料があ
るか分からない状態の時に、まず山陰の貿易港である浜
田に行きました。浜田で、鹿児島の船がどこから来たか
追いかけると（客船帖調査）、富山と新潟が浮かび上がっ
てきました。特に富山の売薬業者、薩摩組ですが、九州
組というのがあり、九州組の仲間に入れないのが薩摩組
でした。富山では浄土真宗がメッカですが、薩摩では浄
土真宗が禁止されていました。我々はよく越中富山の薬
売りと言いますが、薩摩では言ってはいけないことで、
八尾の薬売りという名前を使わないといけませんでし
た。

原口氏
　最後に安川先生に締めていただきます。

安川氏
　今日、「北前船と鹿児島」というテーマでしたが、本
日いらっしゃった皆様の中には、なぜ鹿児島で北前船な
のかと思われていた方が多かったのではないでしょう
か。今は逆に、なぜ今まで鹿児島で北前船が語られなかっ
たのかという思いに変わっているのではと思います。
　北前船がもたらしたものは物質的なものはもちろんで
すが、北前船の精神はまさに一攫千金の夢に命を懸けた、
壮大な男のロマンだと思います。１回の航行で６千万円
から１億円を売り上げたといわれており、命を懸けても、
そこに夢を追う人達が多かったというところで、自己犠
牲の精神で日本の商品市場を発達させたといわれていま
す。
　ただ、北前船は、様々な文化なども伝えました。出汁
文化ですが、関西には北前船で北海道の昆布が来て、関
東には黒潮に乗って鰹の出汁が伝わり、関西と関東で大
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きく味の違いはありますが、これらも港と港が作り出し
た文化です。そして「ハイヤ節」です。九州が発祥とい
われているハイヤ節ですが、島根に行くと「出雲節」、
新潟では「佐渡おけさ」、津軽では「津軽アイヤ節」に
なり、芸能でも素晴らしい文化を伝えました。山形の紅
花は染料となり、京友禅の美しい色を生み出し、リサイ
クルとして酒田に帰ってきて、今度は「雛」に変わると
いうことで、庄内ひな街道として庄内を美しく彩るとい
う、豊かな文化が港と港で育まれました。薩摩藩は、惜
しむことなく全国に知識や経験を全国へ伝えました。い
いものはみんなで、そして日本を強く美しくしようとい
う思いがあったのだと思います。港は、人と人が交わる
所で、人と人が交わることが様々な化学変化を起こし、
新しいものを生み出し、明治維新の原動力になったので
はないでしょうか。
　結びになりますが、この北前船寄港地フォーラムが第
29
4 4

回ということで、肉
4

の美味しい鹿児島で開催される
という意義を、非常に大きく感じています。今後、この
寄港地フォーラムを通じて、新たな交流が始まることに
期待します。私は、本日のパンフレットにも、北前船は
様々な文化などを伝えた伝播船と書きましたが、伝播は
非常にいい言葉だと思います。徳も伝播し、東北でも西
郷隆盛を非常に敬愛する方が多いです。毎年、庄内の南
洲会の方々は、２月に 20 人ぐらいで鹿児島の南洲神社
を参拝されます。青森出身の笹森儀助という方は、奄美
大島の龍郷町に南洲顕彰碑を建てました。日本は島国で
すので、長い歴史の中で育んだ、港と港が結びつくこと
により形成された独自の文化を、東京オリンピックが開

催され、訪日外国人が多く訪れるこの本年に、日本人の
アイデンティティ、文化を見つめなおすことを考えてい
かなければいけないと思います。

原口氏
　北前船寄港地交流フォーラムは、新しい価値を生み出
す、新しい価値の創造に繋がることが分かりました。德
永館長の西郷南洲顕彰館は、昨日、百万人入館のお祝い
があり、小学５年生が素晴らしい作文も披露してくれま
した。
　最後に、北前船が、これからの日本の舵取りをしてく
ださるワンチームとして、今日は青柳社長や磯田さんの
話、そして「ハイヤ節」を堪能したいと思います。皆さ
んどうもありがとうございました。

司会者
　出演者の皆様、本当にありがとうございました。鹿児
島の歴史研究のオールスターキャストともいうべき皆様
による大変興味深い話の連続で、あっという間の 90 分
間でした。
　北前船を通じて、物資だけではなく文化、精神も運ば
れたということもよく分かりました。
　今日の話に出てくる薩摩の姿は、あまり全国には知れ
渡っていないような部分もあり、驚きもあったのではと
思います。大変勉強になるパネルディスカッションを拝
見させていただきました。
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九州旅客鉄道株式会社　
代表取締役社長

青
あ お や ぎ

柳 俊
と し ひ こ

彦 氏

テーマ「D&S列車で九州を元気に！」基調講演①

　皆さん、こんにちは。JR 九州の青柳でございます。
　本日は、「第 29 回北前船寄港地フォーラム in 鹿児島」
が盛大に開催されることをお慶び申し上げますととも
に、お呼びいただきありがとうございました。また、実
行委員会会長の森市長、北前船交流拡大機構の浜田理事
長のこれまでの努力が実を結んで、素晴らしい大会がで
きますことを非常に嬉しく思っております。
　北前船の話は磯田先生にお任せして、私からは九州で
30 年鉄道事業を行ってきた JR 九州が、人流という、
人と人との行き来を活発にし、九州を元気にしてきた話
をさせていただきます。
　まずは、私も鉄道マンですので、九州の鉄道、日本の
鉄道の話です。最初の鉄道は 1850 年代にロシアやア
メリカから蒸気機関の模型が持ち込まれ、将軍に進呈
されたと聞いていますが、実物大の列車が走ったのは、
教科書では 1872 年の新橋－横浜の鉄道です。実は
1865 年に長崎でグラバーが植民地に持っていく予定
の列車を走らせており、現在でも市民病院の近くに石碑
が建っており、日本で初めて鉄道が興されたことになり
ます。坂本龍馬が亀山社中を作ったのがこの 1865 年
ですので、当時、長崎に龍馬がやってきて、この煙を吐
いて走る蒸気機関車を見たのではと想像しながら歴史を
楽しんでいます。
　九州の鉄道ですが、JR 九州ができる 100 年前の
1887 年に鉄道会社が設立されました。当時から九州
は災害が多く、水害で筑後川の建設中の橋が流されて、
結局、博多－久留米の開通ができず、1989 年に手前
の鳥栖市から暫定開業しました。1907 年には、富国
強兵で民間の鉄道が国有化されました。九州鉄道株式会
社は上場を取りやめたのですが、2016 年に 96 年ぶ
りに再上場できました。1987 年には国鉄が民営分割
されて JR 九州ができ、2011 年には新幹線が全線開業
しました。
　JR 九州ですが、32 年前に国鉄から民営分割されて
でき、資本金 160 億円、社員数は当初は 15,000 人で、
現在は 8,500 人です。40 社ほどグループ会社があり、

全部合わせて 17,700 人で運営しています。1987 年、
単純連結の推定で売上高が 1,527 億円、うち鉄道の売
上が 1,080 億円くらいで、鉄道が約 82％でスタート
しました。昨年度の決算が売上高 4,400 億円、経常利
益 665 億円で、売上ベースでは鉄道 34.4％、鉄道以
外の事業が 65％を超えたところです。代表的な JR 東
日本ではこれが６対４の割合ですので、九州で鉄道以外
の事業に一生懸命取り組んできたことが分かるかと思い
ます。
　九州新幹線の完成は、九州の鉄道にとって大きな出来
事でした。平成 16 年に部分開業、平成 23 年には全線
開業と、おそらく先の方から作った新幹線は九州だけで
す。当時、九州らしさを出そうと、今までにない新幹線
を作ろうと開業しました。新幹線は当然、スピードが速
いので、九州の博多と鹿児島がこれまでの４時間近くが、
部分開業で２時間 12 分、全線開業により１時間 19 分
で結ばれました。九州内が早くなって当然、便利になっ
たのですが、それ以上に新幹線が一つに繋がったことが
大きな効果でした。それまでは、博多まで新幹線が来て
いましたが、鹿児島から同じ新幹線で新大阪まで行ける
ようになり、時間的な効果もさることながら心理的な効
果が大きく、人の行き来が多くなりました。博多－熊本
は、2009 年に 140％、1.4 倍になって以降、毎年数
字が伸びています。熊本－鹿児島は、2004 年の部分
開業により、１日の利用者がそれまでの 3,800 人から
8,800 人が利用されるようになりました。実に 2.3 倍
です。部分開業で 2.3 倍になった熊本－鹿児島ですが、
関西圏との直通運転によりさらに 1.6 倍に増えたのが
実情です。
　多くの方が新幹線を使って行き来をするようになりま
したが、東海道新幹線や山陽新幹線と比べると、ビジネ
スのお客様だけではなかなか成り立たないのが九州新幹
線です。我々は、ビジネスだけでなく、観光のお客様に
も新幹線を使ってもらおうと、新幹線と D&S 列車を同
時に提供しました。部分開業した時には南九州で、全線
開業の時は熊本を中心に D&S 列車を作りました。D&S
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はデザイン・アンド・ストーリーの略です。デザインだ
けでなく、いわゆるご当地列車というストーリー性だけ
でもなく、両方を兼ね備えたものを提供しようと、水戸
岡鋭治さんと一緒にデザインを、地元の皆さんと一緒に
ストーリーを組み立てて、お客様に楽しんでいただいて
います。客室乗務員と地元の皆さんのおもてなしで、さ
らに感動を高めようと努力してきました。
　「ゆふいんの森」は、現在の 11 本のうち、一番長く走っ
ている D&S 列車で、博多から湯布院までを結んでいま
す。従来の列車からかけ離れたメルヘンのような形の列
車ですが、おかげさまで大変人気を博しています。新幹
線の部分開業前から走っており、最近ではインバウンド
のお客様に多くご利用いただいています。
　「指宿のたまて箱」は、部分開業の時から走り出し
た、ご当地鹿児島の列車です。白と黒のツートンカラー
で、たまて箱伝説をモチーフにし、指宿に到着してドア
が開くのと同時にたまて箱の白い煙が出てくる、ちょっ
と凝ったところがあります。地元の指宿商業高校の皆さ
んが、おもてなしの課外授業をされ、どうやったらお客
様に来ていただいて満足してもらえるかと「茶いっぺ運
動」のようなことをされています。ある時、豪雨で指宿
のたまて箱が脱線し、すぐ近くのこの高校の皆さんが毛
布を持って救助に行かれ、私は大感激し、すぐに感謝状
を持っていきました。その時、生徒会長が「指宿のたま
て箱は僕らの仲間です、ファミリーです」、「大変な時に
は我々も一生懸命頑張ります」と言ってくれまして、涙
の出る思いでした。黄色のラックを着た指宿市役所の皆
さんも、昼休みに到着する指宿のたまて箱をお迎えされ
ています。
　次に「或る列車」という D&S 列車ですが、九州鉄道
が国有化された頃の 1906 年に、当時の九州鉄道の社
長が、豪華列車を作りたいと、アメリカの車両メーカー

に発注しました。２年後に出来上がったのですが、国有
化されていたため実際に走ることができませんでした。
この幻の豪華列車を原信太郎さんという方がスケッチさ
れ、横浜にある原鉄道模型博物館の入口に展示してあり
ます。それを私が見まして、次の D&S はこれだと思っ
て作ったのがこの列車です。マニアの中でこの幻の列車
を「或る列車」と呼んでおり、この名前を付けました。
豪華列車にふさわしい内装ですが、それ以上に豪華なの
は、青山のシェフに中で食べていただくスイーツを監修
していただき、当社のメンバーをそのレストランに修業
に行かせ、この列車の食事を提供するようにしました。
長崎や大分を中心に、年間 200 本程度運行しています
ので、ご乗車いただければと思います。
　12 番目の D&S 列車「36 ぷらす３」を先日発表し
ました。九州は、大陸を除いて世界で 36 番目の大きな
島ということを知った当社のメンバーが、36 にちなん
でアイデアを盛り込みました。今年の秋から走り始め、
木曜日に博多を出発し、木、金、土、日、月と５日間運
行します。それぞれの日に７つのストーリーを地元の皆
さんと一緒に用意します。５日間で 35 のストーリーに、
実際に旅行するあなたのストーリーを足して、36 にし
ていただきたく、この数字に決まりました。ぷらす３は、
実際に乗車される方、地元の皆さん、我々 JR 九州のス
タッフが彩りを添え、39、すなわちサンキューという
感謝を込めました。先日、列車の起工式を行ったところ
で、秋の運行開始にご期待いただければと思います。
　多くの方が今日期待をされている「ななつ星 in 九州」
の話です。2013 年に運行を開始し、今年で７年目です。
１万５、６千人のお客様にご乗車いただき、これからも
運行を続けます。豪華列車というジャンルが「ななつ星
in 九州」でできましたが、自分を見つめる、パートナー
を見つめる、新しい人との出会いを感じる、そういった
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時間を提供できないか、優雅な時間をいかに過ごすか、
をテーマにこの列車を作りました。それにふさわしいス
テージ、車両、ラウンジなど、どうやってお客様に満足
していただくかを検討しました。機関車も含め、水戸岡
さんのデザインが究極ということで、豪華な天井を貼り、
車内に木製の家具を置き、落ち着いた時間、流れる車窓
を見ながら時間を優雅に過ごしていくことを経験しても
らえればと思いました。九州の匠の皆さんも協力しよう
と、十四代柿右衛門さんも、癌に冒されていましたが、
14 部屋全て違う柄の手水鉢を作っていただきました。
大変残念ながら手水鉢を車両に付けた頃にお亡くなりに
なりましたが、気迫のこもった作品が車内の各所に展示
されていますので、ご乗車の時には、こういったところ
も楽しんでいただきたいと思います。もう一つの大きな
売りは、地元の皆さんとのふれあいです。毎回見送りに
来てくれる地元の少年達や皆様は本当にありがたいこと
で、７年になりますが、今でもお迎えされています。乗
車されている方も手を振るだけで心と心がふれあう感動
を味わっていただいています。時には列車を停めて、地
元の皆さんとホームの上で交流しています。
　次に、最近のインバウンドの状況を紹介します。順
調に外国人が九州を訪れています。JR 九州もインバウ
ンドに取り組もうと、九州レールパスを発売しました。
そのものの発売は 1993 年に釜山航路を作ったことが
きっかけでしたが、現在のように FIT で来られる東アジ
アの皆さんに対するレールパスとしては、2008 年に
用意し、３日間、５日間、北部九州、全九州、最近は南
九州のレールパスを作りました。インバウンドが、残念
ながら 2016 年に大きく減っているのは熊本地震のた
めです。この年は 30 万枚売り上げる勢いでしたが沈ん

でしまい、近年は 10％から 20％ずつ伸ばし、今年は
28 万枚を超える状況です。2010 年頃は、約 80％が
韓国からでしたが、今では台湾、香港、中国本土から多
くの方に来ていただいています。特に中国はビザの緩和
により多くの方が訪れていますが、コロナウイルスが心
配で、一刻も早い復活を望んでいます。九州という言葉
を知らない方がほとんどなので、JR 九州としては、九
州という形で７県を PR していきたいと思います。
　最後に、駅ビルや不動産といった鉄道以外の事業も行
いながら、まちづくりの企業を目指そうと、この 30 年
頑張ってきました。今年の秋には宮崎で駅ビルの開業、
来年の春には熊本で開業、2023 年には長崎で駅ビル
の拡張を考えています。博多駅周辺のさらなる成長のた
めに、博多駅の上空を使った開発もぜひとも成し遂げた
いところです。
　鉄道を使った人流といいますか、人の動きとお互いの
コミュニケーションを図りつつ、九州を元気にしていこ
うと取り組んでいます。それが JR 九州のあるべき姿と
掲げているように、安全とサービスを基盤に、九州、日本、
アジアの元気を作るグループとして今後とも頑張ってい
きます。誠実に、成長と進化を遂げよう、地域を元気に、
とこの３つの言葉を常に自分に言い聞かせています。
　この北前船のように、ヒト、コト、モノの交流とみなし、
観光、生活産業をぜひとも活発化させ、九州を元気にし
ていきたいと思っています。これからも皆さんと一緒に
なって、九州を元気にしていきますので、ご協力よろし
くお願いいたします。ご清聴ありがとうございました。
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テーマ「なぜ薩摩は強い国か」基調講演②

　皆様、こんにちは、磯田道史でございます。 
　大河ドラマ「西郷どん」の監修で時々鹿児島に来てい
たのですが、今日は「なぜ薩摩は強い国か」という話で、
北前船の講演ですので、西郷や大久保の話はあまり出て
きません。薩摩という藩を全国の他藩と比較したり、経
済や流通の面から鹿児島が強国化していった要因を分析
したいと思います。 
　幕末の藩、何で北前船で薩摩強国化の秘密の話になる
のかというと、米以外の収入、税収が、実は藩にとって、
強くなれるか財政的にまともになるかの鍵となります。
幕末の GDP を出せる藩が一つだけあり、薩長同盟を結
んだ相手、長州藩でだけです。ある程度地域の人達が、
行政が末端まで行き届いている上に、識字率が高く、生
産量だけでなく、生産のために必要な費用の報告が可能
な藩は長州藩だけです。しかも藩がそういう意思を持っ
ていないとできません。長州藩は「防長風土注進案」と
いう経済調査を行っていて、これを我々歴史学、特に社
会経済史をやる者は、江戸時代の経済段階を見る上では
非常に重要です。それで長州藩は面高が 36 万石で、薩
摩藩 77 万石は籾なのです。籾は半分になるから実際に
は 40 万石くらいです。この石高は、米の生産力に仮託
しており、本当の米の取れ高とは結構離れている面もあ
ります。薩摩は水田面積の割には他の事で食べられてい
るので、人足を出せる自信があり、77万石とされました。 
　長州藩は 36 万石ですが、1840 年代に、全ての藩
の中での生産を足し上げると 152.5 万石分の生産があ
ることが判明しました。そのうち農業生産高は 80 万石、
非農業の生産が 72.5 万石です。つまり半分近く農業以
外の生産が伸びています。ここが大切なところで、江戸
時代の年貢は高いと思われるかもしれませんが、裏作の
麦は二毛作では無税で、租税負担率からすると割と安く、
農業では 38.6％です。一方、農業ではない部分、例え
ば酒や大工など全部入れた場合の租税負担率は 1.3％で
す。要するに江戸時代の領主は土地領主なので、そこか
ら年貢を取り立てる権利は持っていますが、農業以外の
ことで地代以外のものを取り立てるのが正当でないと考

えられました。これが前近代の政府の限界なのです。非
農業生産高からどのように収入のポケットを得るかが、
幕末の藩が強国化するかどうかの極めて大事なポイント
だったのです。 
　ここで有利だったのが西南の諸藩です。要するに温か
い所ほどいろんな産物は取り易い面があります。松前藩
を除いては、北海道の産物を領有している藩はありませ
ん。それで米沢藩などは寒いので辛く、蝋を作ろうとし
ても、早い速度で薩摩や熊本の蝋の木は伸びてしまい、
値段で競合すると、いつも負けてしまうようなことがあ
ります。 
　この産物の専売は、領内で何か作らせて京や大坂へ運
んで行けば売れるので、買い上げて、株式会社薩摩藩と
か総合商社土佐藩みたいなことをやる藩が、お金を貯め
ていけるのです。これを当時、産物まわしといっており、
主要な航路がこの北前船です。 
　薩摩藩は、長崎あたりで積み替えるなどして、琉球そ
して中国にまで販路を広げていました。北海道の昆布な
ど俵物産品を積んで、中国内陸部の人達がバセドー病に
なると海草が食べたいということから販売しました。薩
摩藩の優れた点というのは、情報収集が得意で、すぐ自
分の行動に移すところでした。薩摩藩の郷中教育も実利
的で行動的です。 
　ところが、産物まわしは、産物があるだけでなく、出
来る藩と出来ない藩がありました。圧倒的な経済的先進
地、識字率も高い地域は、強い領主はいないので、自然
に市場経済が出来上がっており、世界史でいったら、イ
ギリスやオランダやベルギーのような場所です。 
　一方、薩摩は、産物はありましたが中央市場が遠いの
で、良いものがあっても農民が自分で担いで売りに行く
ようなことはなく人口密度も低いので、専売はやり易く、
砂糖のような産品を持った場合には圧倒的に有利でし
た。 
　東北の藩は、やりたいのだけどそれほど良い商品がな
く、米沢藩みたいに何か織物を作るとかしかありません。
塩田をやろうにも太陽の光があまりないので、長州藩や
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岡山のあたりがやる塩田に勝てるはずがないという苦し
みがあるわけです。 
　北前船は、主に「にしんかす」を積んできており、こ
の「にしんかす」が農業生産の前提である地域が、瀬戸
内沿岸です。江戸時代の年貢は、定免制といって大体一
定の比率で取ると決めています。だから農民は頑張って、
二毛作など収穫量を増やしたり、面積あたりで稼げる綿
を作りました。綿は肥料で取るといわれるように儲かる
のですが、植えたらあっという間に土地が痩せるので、
米を収穫した後に、北海道から大量の魚肥、特に「にし
ん」を持ってきて木綿を作りました。工業化の前提条件
が出来上がったのが、1870 年頃です。この裏作の木
綿で稼ぐ者に対して、領主はほとんど年貢で回収する術
を持っていなかったので、いわば優遇税制みたいなもの
です。 
　江戸時代は農業中心の社会のように思いますが、農業
部門からだけ税金を取って、商業部門から税金を取る仕
組みがなく、いわば 300 年商業優遇税制をやったので
す。あの時代で豊かに生きようと思えば、税の軽い豪商
になるのが一番良いです。大正の始めくらいまで、こう
いう姿が続いていました。家畜の糞なんかよりもずっと
魚かすの方が施肥の効率が良く、最初は千葉のイワシな
ども持って来たのですが、やっぱり北海道のニシンで、
この肥料を運ぶ北前船の母港が各地にできてきました。 
　中央市場から遠く隔絶されているから「専売」「産物
まわし」ができたので、幕末の雄藩は西南地域に登場し
ました。後の明治維新の基を作る藩が出てくるのは当然
のことです。専売をしている点と、もう一つ重要な点は、
ヨーロッパ、外国の窓口が西側になるからです。新しい
政治のやり方を受け入れる藩が九州、四国の土佐などに
多いということです。 
　しかし、薩摩藩は弱点も抱えていました。ルビンジャー
の研究によると、明治 17、８年頃の鹿児島の女性の識
字率は３％で、男性は 30％です。同時期の岡山は、男
性 60％、女性 40％です。都に近い滋賀では、男性は

90％の識字率を持っていました。明治になって、日本
は、日清戦争で勝った中国からの賠償金などを得て、小
学校を建て、全国の識字率を上げ、地域差をなくします
が、江戸時代における薩摩の識字率は非常に低いもので
した。都からの距離が遠い青森や薩摩は、識字率の低い
地域で、面積当たりの稲の収穫量も低く、粗放的な農業
が行われていました。 
　また、二毛作のできない福島と福井を結んだ線より北
側の諸藩は貧しくなりがちでした。一方、どんどん人口
が伸びるのは、この二毛作が出来るこのラインより南側
で、薩摩は実は凄く人口が伸びたのです。要するに長州
や佐賀は温暖で、米麦二毛作が可能なわけで、土佐など
は二回お米が穫れたりしました。 
　一方でかわいそうなのが北関東です。浅間山の噴火ま
であって、土地は酸性になり、幕府の領地は、この東国
の二毛作に向かない地域にあるので、奥羽列藩同盟がい
くら頑張ろうとしても、一旦は半分近くまで人口の減っ
たことのある東北の藩の経済力が持つわけはなく、財力
のある西南雄藩にはかなわなかったというのが実情だっ
たのです。 
　北前船はなぜ北からやって来るのかというと、この二
毛作で大変お金を貯めた農民と商人が、近畿から瀬戸内
海地域にいるからです。彼らが贅沢なものや、ニシン、
綿を売るための肥料を北海道から持ってこさせました。
薩摩藩はその中でどうやって稼げば良いかの活路を外国
に求めたわけです。 
　つまり北前船から昆布を買って来て中国へ売り、反対
決算品が瀬戸内海から畿内の人達への砂糖です。この頃、
瀬戸内とか大坂京都とかに、次から次へと砂糖を使っ
たお菓子が生まれてきました。砂糖は、奄美の人達に
は気の毒でしたが、専売にして、そのお金で昆布を買っ
て、中国で売って、薩摩藩は儲けようしました。これが
1840 年頃の日本経済と薩摩藩の真実です。今の歴史
の教科書には、当時の経済の基底構造がこういうもので
あったと書かれておらず、学校教育の場では語られませ
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んが、社会経済史の研究者は当然ながら知っています。 
　識字率ですが、世界でどうだったのかというと、ペリー
がやって来た頃の 1850 年頃は、 スウェーデン 90％、
プロイセンドイツ 80％、スコットランド 80％、イギ
リス・イングランド 65 から 70％、フランス 55 から
60％、オーストリア・ハンガリー 55 から 60％、ベ
ルギー 50 から 55％、イタリア、日本はだいたい平均
をとったら岡山で 40％、イタリア 22 から 25％、ス
ペインも同じで、一番低いのがロシア５から 10％で、
薩摩はロシアよりちょっと良い状態です。チポラという
研究者の研究です。 
　こういう庶民の識字率が低い社会では、絶対的な権威
主義権力が生まれます。皇帝専制です。それで、ロシア
の貴族や君主はフランス語が読み書きできます。薩摩の
殿様もオランダ語がハイレベルで、藩士も漢詩漢文はよ
く読めました。しかし、薩摩の一般の庶民達は、字も読
めず、他藩よりも文字を知りません。このある種の知識
格差社会がこの薩摩藩の特徴だったと思います。藩主は
オランダ語まで読み書きでき、藩士はちゃんと高度な教
養を持っています。このエリート教育に先行している所
が幕末になると政局を動かす担当部署、薩摩藩でも西郷
どんの周りで動く人達です。寺島宗則や、外国の知識も
豊かな五代友厚、こういった秀才達もいるわけです。 
　薩摩の下級武士たちは郷中教育で育ちました。この郷
中教育を日本中に広めてほしいと思っています。郷中教
育の中には、詮議といって「もし、こういうことになっ
たら、おまえは、どうする？」と、子供に、起きてもい
ないことを考えさせ、対策案を答えさせる教育法があり
ました。この郷中教育や詮議の教育が実は薩摩藩の強み
であり、幕末に薩摩藩が長州藩を出し抜き、会津藩もやっ
つけて、天下の薩摩藩になった理由です。 
　戦国時代は、薩摩だけでなく、各地でやっていたかも
しれません。例えば、「親の仇、主君の仇、両方持つ者
はどうしたら良いか」の薩摩藩士の模範回答は、「行き
当たり次第に」と言うのです。仇に自然死されては元も
子もない。出会ったら行き当たり次第に討つ。この現実
的合理性が戦士の国・薩摩の強さの秘密でした。 
　このリアリズムでもって、日露戦争までほとんどの将
軍、東郷元帥なども普段から「もし、こうなったら、ど
うするか」を考えていたわけです。だいたい、事態が起
きる前から答えを持っておけ、というのが、薩摩武士の
教えでした。 
　薩摩では、こういう知恵を口頭で伝える実利的な教育
を行っており、文字で頭が固くなっている本州の諸藩教
育とはずいぶん違いました。そこが薩摩の面白いところ
です。この温暖な砂糖の専売があるので、江戸、上方へ
売り、日本中央からみれば辺境であるからこそ藩が、雄
藩になっていきました。一方では奄美、西南諸島の犠牲

も払うということになっていくわけです。 
　薩摩藩の強さですが、薩摩のような火山灰の地域は完
全に水田農耕だけで生活できないので、狩猟や採集の文
化が残ります。狩猟民は戦争に向いています。農耕社会
のように毎年過去の先例慣習を延々と繰り返すよりは、
どこに獲物という敵がいるか、すぐにそれを捕えるかと
いうような情報重視の即応的な判断を求められる傾向が
強くなるものです。 
　あと圧倒的なのが、この薩摩の地は、徳川幕府が唯一
戦争で屈伏させられないかもしれない藩なのです。徳川
家や豊臣秀吉は、国内で戦闘、一戦場にだいたい最高で
集められるのが 20 万人です。20 万人で、100 万石
前田家の兵員動力４万人を袋叩きにしたら簡単です。豊
臣秀頼が交通の便の良い大坂で９万人で立てこもりまし
たけど、見事に袋叩きにしていますから、その半分以下
の兵力しか無い前田家は、徳川家には降参です。一方、
薩摩藩はそうはいきません。 
　僕は、宮之城に半月ほどいたことがあります。古文書

「山崎御仮屋文書」を探りに、鹿児島の不思議な社会を、
僕は 20 代の半ばに初めて見たのですが、ずっと鹿児島
の人を観察していました。「けもんにいく」と聞いたら、
買い物に行くという意味だったとか、鹿児島弁が分から
ないので、１日に５回位、どこから来たか聞かれました。 
　薩摩藩は 10 万人で、しかもこれはありがたいことに
後ろに敵がいないのです。琉球はそんなに武張った国で
はありませんので。「島津強いですね」と言ったら、悔
しそうに豊臣秀吉が「ありゃあ碁盤で言ったら隅っこだ
から守りやすい」と言った逸話があります。ここに 10
万人の郷士達が砦で構えて待っているわけです。長州藩、
薩摩藩も同じで、人口はひたすら増えて行き、だいたい
1720 年から 1850 年までの約 130 年で 1.5 倍にし
ています。維新の底力です。経済的に非常に恵まれてい
ました。鹿児島の人は親切なので、無理な頼み事をしちゃ
いけないと思っています。全国で一番親切かもしれませ
ん。でも割に実利的で分に努めており、それで琉球を領
有しているところがあります。 
　薩摩藩が雄藩になったのは、これまでの通説では、天
保改革に成功したからです。1800 年頃、調所広郷と
いうお茶坊主さんの賢い人が出てきて、借財整理をし、
西洋の文物を取り入れて、それで国際知識が他の藩とは
違って飛び抜けて、それで強くなったというのですが、
もうちょっと早いと思っています。 
　人材登用を徹底して行ったモデルが隣の熊本です。学
校で秀才を選び抜いて、殖産興業に徹底してやっていく
行政の姿を隣の熊本が作り、米沢藩が真似をし、それを
学習する為に佐賀藩と薩摩藩が一番早くやり、その次が
会津藩と長州藩です。非常に強い熊本の影響があります。
天保よりも一世代前の 1800 年頃から、普通の藩と普
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通でない藩に分かれてくる様子を感じます。 
　最近の学会の動向は、この 1750 年あたりから、何
かちょっと前と違うことが起きているのではと、例えば、
藩の学校で優秀な人を選び抜くとか、官僚制度を凄くや
るとか、殿様への崇拝を凄くやるとか、こういうことを
やる藩がたくさん出始めます。 
　維新の中心にならない普通の岡山藩とかでは特徴があ
ります。藩が学校を作りますが自由登校なのです。藩学
校に来たい人だけ来てねということですが、普通でない
藩は違います。 
　有名なのは佐賀です。全員通え、寄宿舎にも入れとい
うのは水戸藩です。佐賀藩は、成績を付けて、成績が悪
いと禄高を減らすことまでしたわけです。長州藩の場合
は全員通え、成績を付けます。全部藩主がその成績を見
て、成績の良い者は吉田松陰だろうが、久坂玄瑞だろう
が、身分が低くても政治に影響力をもち、藩は取り立て
ます。薩摩藩もやんわりとそういう人材主義を入れてい
るように思います。むしろこの熊本に学んだのは、専売
制度、産物まわしとかの手法です。 
　熊本藩は、６人の奉行を今の内閣の閣僚のようにして、
分職といって担当を決めたのですが、当たり前のように
思いますが、これまでありませんでした。また、125
人も学校の先生を作り、徹底して藩士に授業をし、勉強
のできる者をこれから出世させると言いました。それで、
熊本の役人には、文学がない者はいません。巨大な学校
を建て、水道橋を作りました。すると、大阪の熊本藩蔵
屋敷に米が溢れ、米蔵に入らないから、米蔵の前に垣根
を築いて積んでいました。それを役人達が驚いた古文書
も目にしています。それで、熊本藩は何をしたのですか
と、薩摩藩はすぐに熊本に１年以上留学させて、この行
政の様子を学ばせてもらったのが始まりです。 
　同じようなことを長州藩も行い、明倫館という学校を
作り、学校の門前に投書箱を作って、目安箱で政治提案
をここで入れ始めました。これが理屈っぽい長州藩の雰

囲気を作っていきます。しかも毎月学生の出席・成績を
記して、江戸に送って、殿様の耳に入れると書いてあり、
禄高を持っていなくても１番を取った人は凄い発言力を
持ちます。だから下級武士が動かす長州藩が生まれてき
ました。 
　薩摩に潜入するのは難しいことでした。今のお金で
23 万円くらいの見せ金がないと入れてもらえなかった
とも書いてあります。病気になった時に、自分の国まで
戻る路銀がないのに入ってはだめというのです。しかも
いったん入ると、庄屋から庄屋へと、この村に泊まって
いいという証明書の紹介状がないと移動できないので、
ほとんど薩摩藩の領内を見て回るのは難しいことでし
た。 
　薩摩の人は親切で、親切で字の読めない女の人が散々
に「もうちょっと食べて下さいね」とか言って、薩摩お
ごじょが凄くお世話してくれたと思うのです。薩摩の雰
囲気がよく出ていて良いと思います。ただ、農民には辛
い藩で、あらゆる藩を見た出石藩の儒学者が、賄賂も行
われているし、厳しい政治が行われているとも書いてい
ます。だから「西郷どん」の前半部分で、薩摩藩はあん
な悪い政治をしてないといったかもしれませんが、他藩
からみても結構厳しい政治はあったのです。 
　あと驚いたのが、124 箇所も外城などがあり、郷士
がものすごくいっぱい、500 人、1,000 人ずつ住んで
いました。全員で 10 万人の薩摩の武士（郷士）がいま
した。10 万人の薩摩の人達が守っていたので、20 万
人で徳川幕府が攻めても、楽に勝とうと思うと３倍の兵
力 30 万人は要るのです。幕府は所持する 20 万人の兵
力で、薩摩を攻め滅ぼせるかもしれないけれど、幕府の
体力が弱っている時は、攻め滅ぼす自信がないという、
薩摩は幕府にとって始末に負えない藩なのです。しかも、
薩摩藩は、篤姫など大奥の中にも人を送りこみました。
おそれ多いですが、薩摩は朝廷を操縦することもある程
度できました。江戸時代は、五摂家筆頭の近衛家が、宮
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家の親王よりも上座に座り、天皇に並ぶくらい力が強い
のですが、この近衛家にも薩摩藩島津家は代々、ご正室
を入れました。近衛家の家司（家老）の地位ものっとっ
て、薩摩弁を喋っている薩摩藩士にして、近衛家の薩摩
化を進めました。ですから、朝廷でやっていることは薩
摩に情報筒抜けです。大奥は握っている、朝廷も実質近
衛家に繋がっている、10 万の兵は持っている、これは
もう潰せるはずがないのです。これが薩摩の強さの秘密
でした。 
　この膨大な郷士ですが、昔、宮之城に行ったら、公務
員とか教員の方々の多くが、麓あたりに住んでいる郷士
のご子孫で士族でした。調べてみたら鹿児島県は、士族
率が 27％で日本最高の比率で、実数で東北６県の士族
全部と釣り合います。薩摩、鹿児島県は、維新で功があ
り、郷士が多いので、他藩だったら士族にしないような
人たちも、みんな士族に大量編入したということです。 
　薩摩の産物、サツマイモはことのほか国益になってい
ます。水田がないのに、食を足らせるには、非常に効果
があると気づきました。これが実は薩摩藩の秘密で、そ
こに天才児、島津斉彬が現れました。 
　王政復古のクーデターも行い、鳥羽・伏見の戦いに挑
むわけです。この時、幕府は 15,000 人、薩長土佐は
5,000 人で、幕府は最新のフランス式陸軍歩兵も持っ
ていましたから、もし上手に戦うと薩摩たちに勝った可
能性もあります。しかし、薩摩藩の西郷や大久保は幕府
をおびき寄せといて、４ポンド山砲を先に浴びせ掛ける
という作業で幕府を倒せると思いついたのです。抽象的
なことは考えません。薩摩に抽象なし、薩摩の発想は常
に具体的というのが、この薩摩的思考の強さだと思って

います。このときの西郷の作戦書が残っていますが、も
し勝った場合は何する、負け色になった場合は、偽の天
皇鳳輦（有栖川宮）まで用意していました。幕府側にも
この時の作戦計画書、軍配書という物が残っております
けど、「どこを占領せよ」とだけで、他の指示はないの
です。作戦の柔軟性も何もあったものではありませんで
した。 
　薩摩軍の先鋒の大将、樺山資紀は、竹竿の棒を一本持っ
て、道の真ん中に線を引いて、薩摩の兵達に、「あの線
を一歩でも幕府軍が超えたら撃たっしゃい」と言いまし
た。薩摩軍は賢いですので幕府の行列をよく見ており、
どこに大砲があるかを見て、照準はそこに合わせて「撃
たっしゃい」と言った瞬間、大砲の玉がピューッと飛ん
で、この弾丸が破裂して、幕府軍の大砲の砲車はひっく
り返り反撃不可能でした。苦戦もありましたが、戊辰戦
争が始まっていきました。 
　薩摩兵の戦死率７％、一方、一番最新の銃器スペンサー
銃を持っていた佐賀の武雄隊は戦死率 0.6％でした。薩
摩兵は、非常に勇敢で士気が高いので、エンフィールド
銃を使ってしばしば「チェスト！」と突撃を敢行しまし
た。それで死傷率が７％にもなって、薩摩人は精強なの
ですが、戦死率は佐賀藩武雄兵の１０倍も高くなってい
たというのも、戊辰戦争における薩摩藩の現状でした。 
　また、薩摩藩の強みという点では、海軍の艦船を諸藩
の中ではずば抜けて多く持っていたとの話もデータを示
してお話したかったのですが、時間が来たようです。今
日は、薩摩の強さを経済を中心にお話しさせていただき
ました。ありがとうございました。 
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テーマ 「中国等海外との交流拡大・産業振興」基調報告

　残念ながら、大連から来ていないというお話を伺って
いますが、大連生まれの大連育ちで、鹿児島の美味しい
水を21年間飲み続けて、鹿児島の火山灰も21年間吸っ
ている私が来ています。
　私の報告するテーマは、「異文化コミュニケーション
のメリット」です。
　まず、なぜこのようなテーマにしたか、ご説明します。
　今から 35 年程前に日本に留学に参りました。当時は
文科省の国費留学生として京都大学で学んでいました。
見ますところ、60 代以上の方々が結構いらっしゃいま
すが、私が使った奨学金の中に、おそらく皆様の税金が
含まれていると思います。申し訳ありません。
　異文化コミュニケーションがなければ、おそらく今日
の私はいないかもしれません。
　文化的なアプローチを、いかに有用にするかは、その
人間同士の経験や知識を共有しなければなりません。同
じ言語を持った日本人同士でも地域の違いが存在するの
で、それぞれの違いを理解し、相手の立場に立って考え
る必要があると思います。
　その意味でいえば、北前船は日本人同士の経験また地
域の共有に留まらず、日本と外国、特に中国との相互理
解、相互信頼の育成にも間接ながら役に立ったと思いま
す。
　文化環境が違えば、それぞれお互いに期待する行動様
式が違うかもしれません。鹿児島に 21 年間在住してい
ますが、日本語でいろいろ日本人とコミュニケーション
をとっています。その中で歴史、習慣、エチケット、ガ
バナンスなどの違いによって誤解など、しょっちゅうあ
りました。その意味で、文化的特徴を理解しなければな
りません。中国と日本も文化が違いますので、異文化コ
ミュニケーションをする場合、互いに配慮しないといけ
ません。
　例えば、ニュース番組の順位をみても、トップダウン
の中国の社会では、事柄の重要性よりも、関与した人物
の方が重要視されます。中国では習近平さんが出席した

番組は非常に大きく取り上げられます。それに対して、
東日本大震災の際に、総理大臣はあまりテレビに出てこ
ずに、むしろその事柄が重要視されました。どっちが良
いか悪いかと言う問題じゃなくて、行動パターンの違い
です。中国のようなマスコミの報道パターンは、欧米で
は多分通用しないだろうと思います。
　先入観なしの異文化接触や異文化理解を実現するため
に、留学生が重要な役割を担っています。私もかつて留
学生でした。日本人の行動様式や行動パターンを外国に
紹介したり、外国人の価値観、それから行動パターンを
日本に紹介するために、互いに留学生を受け入れること
を欠かしてはなりません。
　私は大学で教鞭をとっていますが、東西文化の融合と
地域社会の貢献を建学精神としている私の鹿児島国際大
学も、若者のコミュニケーション能力の向上に貢献して
います。留学生の派遣や受け入れをしています。今は、
５つの国と地域から 157 名の外国人留学生が在学し、
経済学、福祉社会学、国際文化学を専攻しております。
　鹿児島国際大学の外国人留学生の受け入れは、すでに
メリットをもたらしています。大連の日本工業団地は、
何十万の地元の人間を雇用しており、本学を卒業した学
生は、そこへの就職や、鹿児島にも就職しています。城
山ホテル鹿児島にも就職しています。それから、肺炎の
件で、本学の留学生会は、武漢市にマスクを１万枚買っ
て寄付しました。先週の 1 月 30 日に送り、役に立つ
だろうと思います。
　自分の文化を相手に紹介する場合に、押し付けては駄
目です。また、相手の文化を生半可に理解しても、文化
コミュニケーションの壁を乗り越えることはできませ
ん。
　ここで、二つの人物について、お話ししたいと思いま
す。先日、坊津へ遊びに行き、鑑真和尚のことを思い出
しました。
　鑑真和尚は、仏教の戒律だけではなくて、様々な漢方
薬を日本に持ち込みました。日本医学の先駆者としても
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尊敬されています。日常生活に欠かせない砂糖の作り方、
味噌の作り方を持ち込みました。私は歴史学の専門家で
はありませんが、文献にそう書いてあります。私もその
まま引用しています。中国から日本に文化が流入したと
いう例です。
　もう一つは、中国女子バレーの基盤は大松博文という
人物が作ったのです。つまり鑑真和尚が行った 1200
年後、日本女子バレーの大松博文監督は、当時の周恩来
首相の要請を受けて中国の女子バレーの指導にあたりま
した。そのおかげで 1981 年、初めて中国のチームが
世界のチャンピオンとなりました。そのあと５連覇も達
成しました。
　５度の渡海に失敗して、６度目の渡海でやっと日本に
辿り着いた鑑真和尚が日本に戒律を伝えたおかげで、現
在の日本の仏教があるといわれています。それと同じよ
うに、大松博文さんが日本流の訓練方法を伝えたおかげ
で、現在の中国女子バレーがあるといっても過言ではあ
りません。
　これらの事例は、異文化コミュニケーションのメリッ
トとして捉えていいのではと思います。
　留学生は、異文化コミュニケーションの架け橋です。
かつて渡海技術が未熟だった時代に、多くの日本の若者
が海を渡って、先進国である中国の随や唐から先進技術
や文化、政治制度を学びました。もちろん仏教の教典や
漢字をたくさん持ち帰りました。
　皆さんが何気なく使っている１万円、１億円、１兆円
の「万」「兆」は、新しい概念です。留学生達が日本に持っ
て帰ってきました。
　もちろん文化融合は一方的なものではありません。日
本人は漢語を受け入れて自在に使い分けて、それに基づ
いて、さらに和製漢語を数多く作り出しました。
　20 世紀のはじめ、中国の若者は、欧米や日本で先進
技術を学びました。日本留学組は、和製漢語をたくさん
持ち帰りました。例えば、金融、証券、取消、哲学、こ
れらは当時の中国人留学生が日本から新しい概念として
中国に持って帰りました。明治時代に日本人が創意工夫

して作った漢字語は、中国語に定着しています。このパ
ンフレットの協賛企業の中に、日本ガスという企業があ
りますが、そのガスという表現は、日本人はもう漢字は
使いません。しかし、その「瓦斯」という漢字は中国語
に定着していて、毎日何気なく使っています。多くの中
国人は、これは日本人が作ったものだと分からないで
しょう。
　中国は、今、日本の最大の貿易パートナーであり、日
本も中国の重要な貿易パートナーです。両国の関係は、
相手がいなければ生きていられないくらいに緊密になっ
ています。それにも関わらず、相手に対する誤解や偏見
に満ちた考え方を持っている人が多いです。相手に対す
る不信感を取り除くためには、的確に情報を伝えること
や人的交流が大切です。これからの日中関係は、相互の
理解、信頼の如何にかかっています。
　かつて、犬猿の仲のドイツとフランスは、戦後になっ
て相互理解を深めるため、若者に互いの国を訪問させ、
交流プロジェクトを立ち上げたりして、何十年も実施さ
れてきました。今は互いに支え合うパートナーとなって
います。
　経済交流、文化交流、人的交流は、国と国の関係悪化
を防ぐ防波堤になります。例えば、2012 年、尖閣諸
島の問題で中国で暴動が起こりましたが、大連では何も
ありませんでした。なぜかといいますと、日系企業に何
十万人も就職しているので、彼らは日本のことを多少
知っているのです。そこまでやる必要はないと考えて、
行動しなかったのだと思います。
　日中関係は、ドイツとフランスのような関係を築けな
い理由はどこにもありません。そのために、もっと経済
交流、文化交流、人的交流を拡大させねばなりません。
　私も皆さんの税金を使って留学した一員として、これ
からも尽力したいと思います。ご清聴ありがとうござい
ました。
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テーマ 「中国等海外との交流拡大・産業振興」基調報告

　皆さん、こんにちは。観光庁観光資源課長の河田と申
します。本日はこのような場をいただきまして、ありが
とうございます。
　交流拡大・産業振興に向けた観光政策ということ、中
国・大連の方を中心としているということで、特に九州
と中国の関係にフォーカスした内容で用意しています。
残念ながら、このフォーラムに、新型コロナウイルスの
関係で、中国の方がお見えいただけないということです。
　観光庁長官からもありましたが、私ども観光庁の政府
の一員として、あらゆる対策を今講じています。
　まず観光の現状ですが、昨年、日本に来られた外国人
のお客様は 3,188 万人で、７年間で 3.8 倍になってい
ます。これは世界的にも非常に珍しくすごく急成長して
います。
　その理由は、いくつかありますけれども、大きいのは
周辺の中国をはじめとする東アジア、東南アジアの国々
からの海外旅行者が非常に増えていることです。
　そういう中で、日本に来られる、日本を目的として選
ばれる方が増えており、それに向けて日本政府もいろい
ろなことをしてきたということだと思います。
　中国からは、昨年ですと 3,188 万人のうちの 950
万人の方が来られています。その次にヨーロッパ、アメ
リカ、オーストラリアから来られた方が 400 万人もい
らっしゃいます。
　実はこういったアジア以外の国の方々もたくさん来て
いただこうと、以前から我々力を入れています。
　長官の挨拶にもありましたが、昨年 2019 年、日本
人の海外旅行者が初めて 2,000 万人を突破しています。
これも政府の大きな目標の一つでありました。
　今起こっています新型コロナウイルスの関係でいう
と、2003 年に SARS、イラク戦争といろいろありま
した。この当時は、まだ日本人の海外旅行者数が、イン
バウンド、つまり海外から日本に来られる方よりもずっ
と大きい時期でした。

　今、非常に影響が心配されているインバウンドに関し
て、この当時、500 万人ちょっとぐらいの時期でして、
その 2003 年から、ビジットジャパンキャンペーン開
始など、国でインバウンド施策を本格的に始めた時期に
あたります。
　推移はまだまだ予断を許さない状況ですけれども、イ
ンバウンドやアウトバウンドも、イベントリスクとかい
われるように、いろいろな事象の影響を受け易いといわ
れます。
　他方、SARS のケースもそうですが、過去の事例に
照らすと必ず回復基調に戻りますので、今回もなるべく
早く回復に向けて目指していくことになると思います。
　いずれにしても非常に海外旅行の市場が増えています
ので、中国のお客様やアジアの方々を引き続き日本で積
極的に受け入れていく必要があると思っています。
　人数とあわせて重要なのが収入です。要は外国人が日
本に来て、いくらお金を使っていただいているのかとい
いますと、昨年は 4.8 兆円で、6.5％増でした。
　さきほど 3,188 万人（対前年比 2.2％増）といいま
したが、消費額はそれ以上に伸びています。
　昨年のトピックスとしては、ラグビーのワールドカッ
プが日本全国でありました。ラグビーワールドカップの
開催時期に日本に来られた外国のお客様が消費した単価
は、この時期だけ捉えると昨年の 10 月から 12 月の３
か月間ですが、爆買いといわれた５年前を上回る消費額
が記録されたということです。ラグビーワールドカップ
の際に来日された方は、先程申し上げたヨーロッパ、ア
メリカ、オーストラリアの欧米豪が多かったわけですが、
そういった方々の消費の影響もあって、単価が大幅に伸
びました。さらに上げようというのが、我々の今の施策
の中心です。
　九州で一番大きいのは韓国、中国、さらに台湾、香港
で、90 数％を占めています。ちなみに、昨年韓国から
のお客様が大きく減っていますので、その前の時点のト
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レンドだとご覧いただければと思います。
　さらに各県ごとに、泊まった方の国籍別の調査をした
ところ、九州全体でみると、韓国が 45％くらいです。
　鹿児島県についてみると、一番多いのは香港で、次に
韓国、台湾、中国となっています。
　欧米豪ですが、全国平均 13.1％からすると、まだま
だ九州全体でも 3.8％ですし、鹿児島は若干九州全体よ
り大きいですがまだ 4.7％で、もっと伸ばしていける余
地があると思います。
　九州域内の旅客流動に関しては、九州北部で外国人の
方の移動が多く、鹿児島はもちろん多く来られています
が、その周遊の仕方をもっと工夫して、伸ばしていける
余地があります。
　特に、インバウンド向けにも非常な人気なデザイン・
アンド・ストーリー列車といいまして、JR 九州の「な
なつ星 in 九州」をはじめとする列車、また、西鉄など
他社もこういった列車を観光資源として、インバウンド
の方に高付加価値で販売されているのが特徴的で、こう
したところを伸ばしていければと思います。
　今、観光庁は文化庁と一緒に、文化観光を進めていこ
うとしており、この通常国会に新しい法律も出す予定で

す。まさに北前船は日本遺産で、文化と交流人口という
ことを結び付ける取り組みだと思いますが、全国各地に、
美術館、博物館などといったいろいろな文化財がありま
す。例えば、JR 九州であれば、鉄道車両は新しいもの
ですが、駅でいうと、鹿児島では嘉

かれいがわ

例川駅そのものが登
録文化財になっています。そういったものを観光資源と
してもっと活用していこうと、これからも進めていきた
いと思っています。
　以上、簡単ですが、私からの報告とさせていただきま
す。ご清聴ありがとうございました。
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　鹿児島相互信用金庫の村田でございます。私は、鹿
児島と海外の企業間のビジネスマッチングの業務を 20
年、特に中国東北部の大連市との経済交流を数多く行っ
ています。
　今回、大連代表団の来訪が叶わず残念ですが、この大
連市を例としまして、中国・大連等との経済交流の現状
と拡大ということで、話をさせていただきます。
　まず鹿児島相互信用金庫は、1990 年より貿易ミッ
ション、通称「TOBO 会」を 31 回催行し、うち 18
回で中国を訪問し、その中で大連市を 11 回訪問してい
ます。
　県内の参加企業は 424 社に上り、様々なビジネスが
成立しました。この経済交流の成果により、2010 年
11 月には大連と経済貿易協力協定を締結し、今年で
10 年目の節目となります。
　大連の皆様は日本人のことを良く知っており、日本語
を話す人材も多く、様々な交流がしやすい所です。今ま
で私は中国国内 30 都市以上をビジネスで訪問していま
すけれども、長年にわたり繋がりを保持しているのは大
連市だけです。
　私どもは、県内中小企業を海外に派遣し、独自の個別
商談会を開催していますが、大連市の貿易促進委員会が
いつも 100 社以上の中国企業を募ってくださり、効果
的な商談を行うことができています。つまり鹿児島の企
業１社につき５社以上の中国企業と商談ができるという
ことになっています。他にも大学や、人材派遣、医療機
関、マスコミとの連携も進んでおります。
　大連からの鹿児島への輸入ですが、以前より飼料用
の稲藁の取り扱いが多く、2018 年の輸入額は 25
億８千万円です。畜産の盛んな鹿児島県が日本一の取り
扱いとなっています。
　近年では、鹿児島県産品の輸出が盛んです。長年の取
り組みにより成功事例も増えてきました。木材の輸出、
養殖ブリの輸出、焼酎、醤油、納豆などの加工品の輸出

が挙げられます。木材は、杉、檜、丸太の輸出が大部分で、
端材の輸出も行われました。志布志港からの原木輸出は
10 年連続日本一、2019 年は 365,840㎥ですが、一
次産品ですので、価格競争、他県攻勢に晒されています。
　昨年、中国への構造材、いわゆる柱の輸出が可能になっ
たこともあり、今後は付加価値のある加工品、住宅建築
としての輸出拡大を考える時期にきています。
　養殖ブリ等の水産品は徐々に輸出が増加中です。養殖
ブリ生産日本一の東町漁協は、海外輸出の 10％が中国
であり、それが新型肺炎の影響で止まっているとのこと
でした。早く鎮静化して欲しいものです。
　ポイントとしましては、相手のニーズに応えるため、
輸出者が多種多様な魚種を提供する仕組みづくりも必要
となります。中国の消費者は、例えばブリの白身ばかり
ではなくて、マグロの赤身も食べたいと、一つの魚種だ
けでは満足しないところですので、多種多様のものを供
給する仕組みも必要だと思います。
　県産加工食品の輸出は、焼酎が代表とされます。鹿児
島は焼酎が名産です。適量であれば健康にも良いといわ
れますが飲みすぎたら駄目です。県内蔵元が焼酎試飲会
を開催するなど、海外販路拡大の努力を続けています。
中国には、蒸留酒の白酒、醸造酒の紹興酒といった国酒
がありますので、輸出は右肩上がりとはいいませんが、
焼酎好きの中国人が増えているような実感もあります。
現地にいる日本人だけでなく、中国人に飲んでもらうに
はどうしたら良いかが最大のポイントです。飲み方、瓶、
ラベルのデザイン、アンテナショップ、焼酎に合った食
材の提供等の工夫が取り組まれています。ワインと同じ
ように、辛口、甘口とか、重口、軽口を裏ラベルに表示
させる方法も、一つの手かもしれません。皆さんは、日
本で黒伊佐錦の４合瓶は見たことがないと思いますが、
中国の方は、飲み切りで良いという傾向があるのだそう
です。結局、５合瓶より４合瓶の方が値段が安くできま
すが、１本飲めば満足する傾向もあるようです。鹿児島

テーマ 「中国等海外との交流拡大・産業振興」基調報告
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の方が運営をされている上海の焼酎バーもあり、アンテ
ナショップのような役目も果たしています。
　今後、輸出増加が見込める商品として牛肉が挙げられ
ます。昨年 12 月、日本産牛肉の輸入禁止令が解除にな
り、今年は 20 年ぶりに中国への輸出再開が見込まれて
います。鹿児島県は畜産県ですので大いに期待されてい
ます。中国産の稲藁を食した牛肉が中国へ輸出されるこ
とにもなります。
　すでにいち早く情報を得た大連のバイヤーが昨年５月
に来訪し、各生産者を回りました。日本一の生産者にも
回られました。この先、豚肉、生鮮野菜、果物の輸出解
禁にまで波及すれば、一大消費地が生まれます。日中関
係が良好な今、先んじてその準備をしておくことが大事
です。鹿児島県の 2018 年の農業算出額は全国２位の
4,863億円です。肉用牛の頭数は全国２位の約34万頭、
豚の頭数は全国１位の約 127 万頭で、生鮮野菜、果物
も豊富に生産されています。現在、日本からは、リンゴ
とナシしか輸出できません。それが緩和されると、農林
水産品の中国輸出は、2018 年 1,330 億円ですが、格
段に増加すると考えられます。
　鹿児島からも毎年多くの中小企業が中国の展示会に出
展しています。その一例としまして、毎年大連で開催さ
れる大連日本商品展覧会を紹介します。鹿児島市の積極
的なバックアップを受け、鹿児島市の輸出チャレンジ企
業グループが出展しました。大連の人々は日本製品の良
さをよく知っています。この展覧会は商談も展示販売も
でき、三日間の会期でいつもほとんど完売します。県産
品で人気があるのは、醤油、黒酢、菓子、麺類などです。
健康指向が高いことが伺えます。その中でも醤油が特に
人気でした。
　日本食品は、安心安全、子供が食して大丈夫な世界で
す。ただし、このような展覧会で焼酎はなかなか手に
取ってもらえません。試飲もしたがりません。他県の
ブースでも、焼酎、日本酒を展示販売していますが同じ
ようです。そこで打開策を見つけました。打開策は焼酎

の 100ml の小瓶です。これなら中国の皆さん、手に取っ
て説明を聞き、買って行かれます。商品のサンプルとし
ても渡せます。「飲んでよし贈ってよし飾ってよし」の
キャッチフレーズを連呼して販売しますが、アルコール
を商談販売する時の必需品です。中国人に飲んでもらう
第一歩になると思います。
　鹿児島市ブースには大連市の副市長、北前船交流拡大
機構の浜田理事長が訪ねてくださり、プレミア焼酎の森
伊蔵を置きました。私は森伊蔵など、たくさんの鹿児島
ブランドの中国での第三者による悪意の商標登録を取り
返す支援をしました。特に森伊蔵は 10 年かかりました
ので、森社長とは特に親しくしています。将来の輸出を
見据えて、森伊蔵を持ち込みました。そこで副市長が、

「森伊蔵を中国に最初に輸出する時は、ぜひ大連にして
下さい」という要請がありました。海外知的財産権の整
備は重要であるということを認識していただければ幸い
です。
　以上、大連を中心にお話をさせていただきましたが、
このような経済交流は大連以外でも、例えば東南アジア
各国でも行われています。
　北前船による昆布などの商品の広がり、フォーラムの
広がりは、まだまだ先があると感じています。
　私も中国ばかりでなく、ベトナム、タイ、ミャンマー
など東南アジア等も飛び回っていますけれども、もっと
詳しく、海外経済交流について話をお聞きになりたいよ
うでしたら、ぜひご連絡ください。
　私の基調報告をこれで締めくくります。ご清聴ありが
とうございました。
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　総括及び閉会の挨拶というお役目をいただきました。
　私も磯田先生の話は面白く楽しく、かつ数字とエビデ
ンスで語られて、非常に納得感がある勉強をさせていた
だいたのが感想ですが、このフォーラムを通じて、個人
的に海という移動空間が持っている可能性や柔軟さを強
く感じました。
　先日、私はベトナムのダナン近郊にあるホイヤンとい
う町に行ったのですが、ホイヤンは 400 年前は 3,000
人近い日本人が住んでいた日本人町がある所です。400
年前は、船で相当な貿易が日本と当時のベトナム地域で
行われていたということで、北前船交流拡大機構として
も、今後のいろいろな夢が語れると感じた次第です。
　今日は、鹿児島で開催されたことも踏まえまして、皆
さんに一つ提案がございます。非常に有意義かつ重要な
フォーラムだったと思いますので、29 回を積み重ねて
初めての試みですけれども、フォーラムの大会宣言を行
いたいと思います。宣言文案を作りましたので読み上げ
ます。

一　新型肺炎の影響は、日中の観光交流面にも暗い影を
落としています。この困難に直面する中国の方々に
エールを送るともに、いち早く事態が収束するよう、

フォーラムの参加者一同心から祈念しています。そ
して再び日本で、また大連、中国で再会できること
を心より望んでいます。

一　本フォーラムでは、今後の交易を通じ、北は北海道
から南は鹿児島、沖縄、中国まで結ばれていたこと
をあらためて確認することができました。このよう
な歴史的な繋がりをも踏まえて、全国の自治体間の
交流をさらに拡大、前進してまいりたいと考えます。

一　今回、本フォーラムに初めて参加していただいた沖
縄では、火災で焼失した首里城の再建に官民を挙げ
て取り組んでいるところです。本フォーラムの参加
者一同、一日も早く首里城が再び沖縄のシンボルと
して勇壮な姿を見せることを願います。

　以上でございます。ぜひ、ご賛同頂ければ、拍手を頂
きたいと思います。

　（拍手）

　ありがとうございます。初めてでありますが、これを
大会宣言として本フォーラム全てのプログラムを終了し
ます。
　本当に長時間ありがとうございました。

公益社団法人日本観光振興協会　
理事長

久
く ぼ

保 成
し げ と

人 氏

総括（閉会あいさつ）
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歓迎交流前夜祭 2 月 1 日（土）
SHIROYAMA HOTEL kagoshima 2F 「クリスタルガーデン」
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歓迎交流前夜祭 2 月 1 日（土）
SHIROYAMA HOTEL kagoshima 2F 「クリスタルガーデン」
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フォーラム（第１部） 2 月 2 日（日）
SHIROYAMA HOTEL kagoshima 4F 「エメラルド」
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昼食会・PRブース 2 月 2 日（日）
SHIROYAMA HOTEL kagoshima 10F 「ヴォルカン」・4F 「エメラルド」
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フォーラム（第２部） 2 月 2 日（日）
SHIROYAMA HOTEL kagoshima 4F 「エメラルド」
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フォーラム（第２部） 2 月 2 日（日）
SHIROYAMA HOTEL kagoshima 4F 「エメラルド」
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レセプション 2 月 2 日（日）
SHIROYAMA HOTEL kagoshima 4F 「エメラルド」
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レセプション 2 月 2 日（日）
SHIROYAMA HOTEL kagoshima 4F 「エメラルド」
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2019年（平成31年）４月号 4特集かごしま市民のひろば

平成31年度予算からピックアップ

尚古集成館 学芸員
山内 勇輝 さん

春日保育園
棈
あべ
松
まつ
 里佳 さん

中国・大連市での
第23回フォーラムの様子

2019年度開催予定の４市の首長
らによる共同記者会見の様子

尚古集成館にある北前船の模型

九州初のフォーラムを本市で開催
北前船寄港地フォーラムin鹿児島
【観光プロモーション課☎216-1344D216-1320】

保育士として働きませんか
関係機関等と連携した保育士確保
【保育幼稚園課☎216-1258D216-1284】

マークメイザンの取り組みを全国に発信
カゴシマクリエイティブライブ
2019＠シブヤ（仮称）
【産業創出課☎216-1319D216-1303】

　
保
育
士
と
し
て
働
き
始
め
て
１

年
。
初
め
は
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で

し
た
が
、
他
の
先
生
た
ち
の
サ

ポ
ー
ト
や
温
か
い
保
護
者
の
皆
さ

ん
、
何
よ
り
も
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
に
支
え
ら
れ
て
、
毎
日
楽
し
く

働
い
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
お
友
達
の
名
前

を
呼
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
自

分
の
気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
り
と
、
成
長
し
て
い
く

姿
を
見
る
の
が
一
番
の
喜
び
で

す
。
保
育
士
は
そ
の
瞬
間
に
立
ち

会
え
る
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ

と
思
い
ま
す
。

「地方にこそチャンスがあります」
　起業してから今の事務所を設立するまで鹿
児島市の施設「ソーホーかごしま」、「ソフ
トプラザかごしま（現・マークメイザン）」に
入居していました。他の起業者とも情報交換が
でき、さまざまな支援があるのが魅力です。
　創設時から、アプリケーションに関する企
画・デザイン・開発など制作に関わるさまざ
まな業務を行っています。東京にも営業・PR
の拠点となる支店を開設しました。今は通信
機器が発達し、どこにいても仕事ができるの
で、地方の方がチャンスはあると思います。

本
市
の
歴
史
・
文
化
を
生
か
し
て

交
流
を
行
い
ま
す

  

「
北
前
船
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、寄
港

地
な
ど
関
係
の
深
い
地
域
で
開
催
さ
れ

る
「
北
前
船
寄
港
地
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
。

来
年
２
月
、
九
州
初
と
な
る
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
本
市
で
開
催
し
ま
す
。

　
北
前
船
は
、
本
市
を
含
む
多
く
の
地

域
の
歴
史
や
文
化
に
影
響
を
与
え
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、
こ
の
つ
な
が
り
を
生
か
し
た
新
た

な
交
流
と
魅
力
発
信
を
行
い
ま
す
。

　
北
前
船
と
は
、
江
戸
時
代
か
ら

明
治
に
か
け
て
瀬
戸
内
海
や
日
本

海
の
各
地
の
港
で
商
品
を
購
入

し
、
よ
そ
の
港
で
売
買
し
て
利
益

を
上
げ
て
い
た
商
船
で
す
。

　
薩
摩
藩
は
寄
港
地
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
江
戸
後
期
、
藩

の
財
政
が
苦
し
い
時
期
に
、
北
前

船
の
運
ぶ
昆
布
を
富
山
の
薬
売
り

か
ら
入
手
し
、
琉
球
貿
易
を
通
し

て
清し

ん（
中
国
）へ
輸
出
し
て
い
ま
し

た
。
当
時
、
甲
状
腺
の
病
気
が
流

行
し
て
い
た
清
で
は
、
そ
の
予
防

に
良
い
と
さ
れ
た
昆
布
の
需
要
が

高
か
っ
た
の
で
す
。
こ
う
し
て
得

た
利
益
で
薩
摩
藩
は
財
政
を
立
て

直
し
、
明
治
維
新
に
つ
な
げ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

保
育
士
の
魅
力
を
発
信
し
ま
す

　
保
育
士
と
し
て
働
く
人
を
増
や
す
た

め
、
保
育
士
養
成
学
校
の
学
生
が
関
係

機
関
と
連
携
し
て
、
保
育
士
の
仕
事
の

魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

■
働
く
姿
を
見
に
行
こ
う

　
保
育
所
な
ど
を
訪
問
し
、
園
内
見
学

や
、
現
役
保
育
士
と
話
を
す
る
バ
ス
ツ

ア
ー
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

■
ど
ん
な
仕
事
か
聞
い
て
み
よ
う

　
就
職
相
談
会
な
ど
を
通
し
て
、
就
職

に
向
け
て
知
り
た
い
こ
と
を
聞
く
場
を

設
け
ま
す
。

東京都渋谷区でイベントを開催します
　クリエイティブ産業創出拠点「マーク
メイザン」の誕生を機に、本市のクリエ
イティブ産業への取り組みを全国へ情報
発信します。

■トークショー
　 　鹿児島市長と渋谷区長が著名なクリ
エイターを招いて、働き方や活躍の場

　についてトークセッションを行います。

■カゴシマ×シブヤデザイン展
　 　本市と渋谷区に縁のあるクリエイターの作品や、かごしまデザイ
ンアワード受賞作品などを展示します。

　本市では、起業したい人や起業して間もない事業者へさ
まざまな支援を行っています。
　起業後、本市の制度も活用しながら事業を拡大し、活躍
している（株）クエイル代表取締役の池田武

たけひさ
尚さんに話を聞

きました。

Acアクティビティtivity
「まち」の活気

Grグロースowth
「ひと」の成長

Enエナジーergy
「しごと」の勢い

「
昆
布
が
成
し
遂
げ
た
⁉
明
治
維
新
」

「
子
ど
も
た
ち
の
成
長
が
喜
び
」

２月にオープンした
マークメイザン

新時代を切り拓
ひら
く

Ｎ
ニ ュ ー
ＥＷ Ａ

エ イ ジ

ＧＥ

　北前船と本市の関
わりをぜひ知ってく
ださい！

とてもやりがい
のある仕事ですよ

■イレブン電車
◇期間　12月６日～28日の毎週金・土曜日
◇運行区間　１系統　鹿児島駅前発谷山行き
◇出発時刻　鹿児島駅前22時50分、天文館通23時

【交通局電車事業課☎257-2116D257-2119】
■イレブンバス
◇期間　12月６日～28日の毎週金・土曜日　
◇運行路線とダイヤ
•３番玉里・西紫原線　鹿児島中央駅発22時54分（北営業所前行き）
•15番東紫原線　市役所前発22時57分（西紫原中学校前行き）
•24番伊敷線　市役所前発22時55分（緑ケ丘団地行き）
•26番明和線（中央駅経由）　市役所前発22時56分（明和行き）
※いずれの路線も天文館の通過予定時刻は22時59分～23時01分

【交通局バス事業課☎257-2117D257-2134】

◇有効期間開始の２週間前から新規・継続の購入ができます
◇12月30日、来年１月４・５日は特に混雑が
　予想されます
◇乗車券発売所の営業時間など詳しくは
　交通局ホームページをご覧ください

【交通局内乗車券発売所☎257-2101】

忘年会の帰りはイレブン電車・バスのご利用を

定期券の購入はお早めに

◇年内の収集・連絡期限…12月13日（金）
◇家庭などで収集した降灰は指定の置き場に出してください
◇出し方や指定の置き場など詳しくは道路維持課☎216-1410か谷山建設
課☎269-8452、桜島･吉田･喜入･松元･郡山支所の各建設事務所へ

◇克灰袋は、環境衛生課や各支所、地域福祉館、市民サービ
スステーションで提供しています　
◇克灰袋がないときは、レジ袋を２枚重ねて使用してください

【環境衛生課☎216-1300D216-1292】

年内の宅地内降灰の収集 克
こく
灰
はい
袋
ぶくろ
の提供

交通局
ホームページ

◇年内最後の収集が終わってからご
み・資源物を出すと、ごみステー
ション付近に住む人に迷惑です。
収集日当日の、朝８時までに出し
てください
◇清掃工場へのごみ･資源物の持ち
込みは、今年は12月30日（月）ま
で、年明けは１月４日（土）からで
す　※年末は特に混み合います

年末年始のごみ・資源物の収集日

ごみの種類
もやせるごみが
月・木の地区

もやせるごみが
火・金の地区

年末（12月）年始（１月）年末(12月) 年始（１月）
もやせるごみ 30日（月） ６日（月） 27日（金） ４日（土）
古紙類（新聞・チラシ/段ボール/
紙箱・包装紙等/雑誌類/紙パック） 24日（火） ７日（火） 30日（月） ６日（月）
衣類 17日（火） ７日（火） 16日（月） ６日（月）
プラスチック容器類 27日（金） ４日（土） 26日（木） ９日（木）
缶・びん、ペットボトル 28日（土） 15日（水） 25日（水） ８日（水）
もやせないごみ 25日（水） 22日（水） 18日（水） 15日（水）
電球・蛍光灯、乾電池、スプレー缶類 10日（火） 14日（火） ９日（月） 13日（祝）
金属類 11日（水） ８日（水） 28日（土） ２月５日（水）
※スプレー缶類、金属類は今月の前半が年末最後の収集日になる地域がありま
すのでご注意ください

【サンサンコールかごしま☎808-3333】

今月号の「市民のひろば」と一緒
に来年の「ごみ出しカレンダー」
を配布しました。（お住まいの地域
で表紙の色が異なります）

2019年（令和元年）12月号 4暮らしのカレンダーかごしま市民のひろば

暮らしのカレンダー
【サンサンコールかごしま☎808-3333】

年末年始の市営施設などの休業・休館日
カレンダー内の“〇”は営業･開館日、“休”は休業･休館日

施設名など
12月 １月

28 29 30 31 １ ２ ３ ４ ５
土 日 月 火 祝 木 金 土 日

戸
籍
や
住
民
票

本庁・各支所の市民課か総務市民課 休 休 休 休 休 休 休 休 休
各市民サービスステーション
（鴨池☎250-7595、鹿児島中央駅☎285-5502） ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○

コンビニ交付（住民票の写し・印鑑登録証明書・税関係証明書）
※ セブン-イレブン、ファミリーマート、ローソン、
Ａコープ谷山店・いしき店・桜ケ丘店
※ 利用時間６時30分～23時（Ａコープは９時30分～19時)

○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○

※ 休み期間中の出生・死亡・婚姻などの届出…管財課☎216-1159（本庁本館１階）、
各支所の時間外窓口

※ 住民票の写しなどの申請受付ボックス…証明書は１月６日(月)以降に交付します
斎
場
北部斎場☎238-3636 〇 〇 〇 〇 休 〇 休 〇 〇
南部斎場☎260-4900 休 〇 〇 〇 休 〇 〇 〇 〇

し尿くみ取り（本庁、谷山・伊敷・吉野支所管内、東桜島地区）
※ 通常以外で年内に臨時にくみ取りを希望するときは、希望日の３日前
までにご連絡ください。12月27日(金)のくみ取りを希望するときは12
月24日(火)までに連絡してください（環境サービス財団☎268-8111）

休 休 休 休 休 休 休 休 休

交
通

コミュニティバス「あいばす」 〇 休 〇 休 休 休 休 〇 休
カゴシマシティビュー、サクラジマアイランドビュー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
交通局内乗車券発売所☎257-2101、交通局桜島営業所 ○ ○ ○ 休 休 休 休 ○ ○
市役所前乗車券発売所 ○ 休 ○ 休 休 休 休 ○ 休
谷山電停･イオン鹿児島鴨池店乗車券発売所 休 休 ○ 休 休 休 休 休 休

水
道お客様料金センター☎812-6171 ○ 休 ○ 休 休 休 休 ○ 休

健
康
・
福
祉
施
設

市立病院の外来診療☎230-7000 休 休 休 休 休 休 休 休 休
夜間急病センター☎214-3350 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
かごしま温泉健康プラザ☎252-8551 ○ ○ ○ 休 ○ ○ ○ ○ ○
さくらじま白浜温泉センター☎293-4126 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
地域福祉館(全41館) 〇 休 休 休 休 休 休 〇 〇
吉田福祉センター☎294-1825 〇 休 休 休 休 休 休 〇 〇
長寿あんしん相談センター (全19センター ) 休 休 休 休 休 休 休 休 休
高齢者福祉センター (全７館)、すこやかランド石坂
の里☎278-0373、喜入老人憩の家☎345-0170 ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○
心身障害者総合福祉センター (ゆうあい館)☎252-7900 〇 休 休 休 休 休 休 〇 〇
知的障害者福祉センター (ふれあい館)☎264-8711 〇 休 休 休 休 休 休 〇 〇
精神保健福祉交流センター (はーと・ぱーく) ☎214-3352 ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○
障害者基幹相談支援センター (相談センターサポート)☎226-1200 〇 休 休 休 休 休 休 〇 〇
障害者地域生活支援拠点☎813-7183　※地域生活の
体験の場は12/29 ～1/3休止 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ボランティアセンター☎221-6072 〇 休 休 休 休 休 休 〇 〇
福祉コミュニティセンター☎248-1200 〇 休 休 休 休 休 休 〇 〇
すこやか子育て交流館(りぼんかん)☎812-7740 ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○
親子つどいの広場（全４館） ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○
児童センター (全３館) ○ 休 休 休 休 休 休 ○ 休
結婚相談所（マリーサポートかごしま）☎252-1888 ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○

体
育
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設

鹿児島アリーナ☎285-2244 ○ 休 休 休 休 休 休 〇 〇
鴨池公園多目的屋内運動場（鴨池ドーム）☎250-0705、鴨池公園
野球場・広場・テニスコート☎253-6610、東開庭球場☎268-5572 ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○
鴨池公園水泳プール☎251-1288 ○ ○ 休 休 休 休 休 ○ ○
市民体育館☎261-5115 ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○

施設名など
12月 １月

28 29 30 31 １ ２ ３ ４ ５
土 日 月 火 祝 木 金 土 日

体
育
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設

吉田文化体育センター☎294-4477、桜島総合体育館
☎293-2967、喜入総合体育館・喜入武道館☎345-2383、
松元平野岡体育館（温泉施設は除く）☎278-5100、郡山
総合運動場・郡山体育館・早馬球技場・花尾運動場
☎298-8448　※いずれも周辺施設を含む

○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○

松元平野岡体育館（温泉施設）☎278-5100 ○ ○ 休 〇 ○ ○ ○ ○ ○
マリンピア喜入(八幡温泉保養館　※浴場は工事の
ため利用不可・多目的広場・室内温水プール)☎345-
1117、スパランド裸・楽・良☎245-7070

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

かごしま健康の森公園☎238-5588 〇 〇 休 休 休 休 〇 〇 〇
鹿児島ふれあいスポーツランド☎275-7107プール・ト
レーニング室、同室以外の有料公園施設　※12月26日
(木)～28日（土）は臨時休園

休 〇 休 休 休 休 〇 〇 〇

八重山公園☎298-4880 〇 〇 休 休 休 休 〇 〇 〇
上記以外の有料公園施設（公園緑化課☎216-1366） 〇 〇 休 休 休 休 〇 〇 〇
かんまちあの駐車場以外の有料施設☎225-4141 ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○
都市農業センター
☎238-2666

市民農園、レストハウス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
上記以外の施設 ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○

鴨池海づり公園☎252-1021、桜島海づり公園☎293-3937 休まず開園（1月1日～3日は、半額開放）○ ○

教
育
・
文
化
・
観
光
施
設

市民文化ホール☎257-8111、谷山サザンホール☎260-2033 休 休 休 休 休 休 休 休 ○
かごしま近代文学館・メルヘン館☎226-7771 ○ 休 休 休 休 ○ ○ ○ ○
かごしま文化情報センター (KCIC)☎248-8121 休 休 休 休 休 休 休 休 休
改新交流センター☎221-2330 〇 休 休 休 休 休 休 〇 〇
かごしま環境未来館☎806-6666 ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○
市立図書館☎250-8500 ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○
地域公民館(全14館） ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○
勤労青少年ホーム☎255-5771 休 休 休 休 休 休 休 休 ○
勤労女性センター☎255-7039 ○ 休 休 休 休 休 休 ○ 休
サンエールかごしま☎813-0850 ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○
市立少年自然の家☎244-0333 ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○
かごしま文化工芸村☎281-7175 ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○
市立科学館☎250-8511 ○ 休 休 休 休 ○ ○ ○ ○
市立美術館☎224-3400 ○ 休 休 休 休 ○ ○ ○ ○
ふるさと考古歴史館☎266-0696 ○ 休 休 休 休 ○ ○ ○ ○
旧鹿児島紡績所技師館（異人館）☎247-3401 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
旧島津氏玉里邸庭園☎222-2627 ○ 休 休 休 休 ○ ○ ○ ○
西郷南洲顕彰館☎247-1100 ○ 休 休 休 休 ○ ○ ○ ○
天まちサロン☎213-9574 ○ ○ ○ 休 休 ○ ○ ○ ○
マークメイザン（入居室及びシェアオフィスは除く）☎227-1214 ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○
ソーホーかごしま（入居室は除く）☎219-1750 ○ 休 休 休 休 休 休 ○ 休
勤労者交流センター☎285-0003 〇 休 休 休 休 休 休 〇 〇
平川動物公園☎261-2326 ○ 休 休 休 休 ○ ○ ○ ○
かごしま水族館☎226-2233 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
観光農業公園（グリーンファーム）☎345-3337 ○ 休 休 休 休 ○ ○ ○ ○
都市農村交流センターお茶の里☎295-0310 〇 〇 〇 休 休 休 休 〇 〇
維新ふるさと館☎239-7700、観光交流センター☎298-5111、
鹿児島中央駅総合観光案内所☎253-2500、桜島港フェリー
ターミナル観光案内所☎293-4333、桜島ビジターセンター
☎293-2443、レインボー桜島・桜島マグマ温泉☎293-2323

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

鹿児島まち歩き観光ステーション☎208-4701 ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○
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第
29
回
北
前
船
寄
港
地
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
鹿
児
島

明
治
維
新
の
力
・
北
前
船
で
広
が
る
交
流
の
輪

〜
令
和
の
新
た
な
輪
は
海
を
越
え
て
〜

　
本
市
を
含
む
多
く
の
地
域
の
歴
史
や
文
化
に
影
響
を
与
え
た
と
い
わ
れ

る「
北
前
船
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、寄
港
地
な
ど
関
係
の
深
い
地
域
で
開
催

さ
れ
る「
北
前
船
寄
港
地
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
九
州
で
初
め
て
開
催
し
ま
す
。

　
北
前
船
は
、
江
戸
か
ら
明
治
に
か
け
て
日

本
の
物
流
を
支
え
た
商
船
で
、
財
政
事
情
が

苦
し
か
っ
た
薩
摩
藩
は
、
北
前
船
が
北
海
道

な
ど
か
ら
調
達
し
た
昆
布
な
ど
を
入
手
し
、

琉
球
を
経
由
し
て
中
国
に
輸
出
す
る
な
ど
し

て
財
政
を
立
て
直
し
、
明
治
維
新
へ
つ
な
げ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

□Ⅰ
基
調
講
演
①

 

演     

題 

　
Ｄ
＆
Ｓ
列
車
で
九
州
を
元
気
に

 

講     

師 

　
青
柳
俊
彦
氏（
九
州
旅
客
鉄
道
㈱

代
表
取
締
役
社
長
）

□Ⅱ
基
調
講
演
②

 

演     

題 

　
な
ぜ
薩
摩
は
強
い
国
か

 

講     

師 

　
磯
田
道
史
氏（
歴
史
家
）

□Ⅲ
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

 

テ
ー
マ 

　
北
前
船
と
鹿
児
島

 

出
演
者 

　
原
口
泉
氏（
志
學
館
大
学
教
授
）、
德
永
和
喜
氏（
西
郷
南
洲

顕
彰
館
館
長
）、
福
田
賢
治
氏（
前
維
新
ふ
る
さ
と
館
特
別
顧
問
）、
松
尾

千
歳
氏（
尚
古
集
成
館
館
長
）、 

安
川
あ
か
ね
氏（
西
郷
隆
盛
研
究
家
）

□Ⅳ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

 

内     

容 

　
花
柳
糸い
と

之ゆ
き

氏
監
修
に
よ
る
舞
踊
、
鹿
児
島
実
業
高
校
男
子
新

体
操
部
に
よ
る
「
維
新dancin' 

鹿
児
島
市 

〜SEASO
N

２
〜
」

―
□Ⅰ
〜
□Ⅳ
共
通
―

 

日     

時 

　
来
年
２
月
２
日（
日
）10
時
30
分
〜
17
時
45
分

 

場     

所 

　
城
山
ホ
テ
ル
鹿
児
島
　
　 

料     

金 

　
無
料

 

申
し
込
み 

　
往
復
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
参
加
者
全
員
（
２
人

ま
で
）の
住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、年
齢
、電
話
番
号
を
１
月
15
日（
必

着
）ま
で
に
〒
892
‐
０
８
２
８
金
生
町
2-

14
㈱
日
本
旅
行
鹿
児
島
支
店

☎
224
・
８
３
１
５
D
226
・
８
４
５
６
メールkagoshim

a_krtsum
itate@

nta.co.jp

へ

A紺野美沙子講演会　◇託児あり
 演　題 　輝ける女性と子どもの笑顔のために
 講　師 　紺野美沙子氏（俳優・朗読座主宰）
 日　時 　１月19日（日）13時30分～16時15分

B地域ふれあいフォーラム
　「市民が主役！一歩ふみ出す地域づくり
　　　　　　　　　　　　　～学びとつながりを通して～」
　地域づくりに取り組んでいる人たちの実践発表をもとに、人づ
くり、つながりづくりの意義、地域づくりの展望などを考えます。
 日　時 　１月25日（土）10時～12時

CFAN!FUN!ステージ（申込不要）　◇託児あり
 内　容 　ダンス、マジックショー、英語落語、バンド演奏など
 日　時 　１月25日（土）13時30分～16時

Gワークショップ　◇託児あり（⑦以外）

D輝きオンステージ　◇託児あり
 内　容 　 市内で活動する団体の吹奏

楽、合唱、踊り、郷土芸能など
 日　時 　１月26日（日）13時～15時

Eサンエールシネマ（申込不要）　◇託児あり
「グリーンブック」（日本語吹替） 
 日　時 　１月23日（木）10時30分～12時45分
「マイ・ブックショップ」（日本語字幕） 
 日　時 　１月23日（木）13時30分～15時27分

F第43回公民館音楽祭（申込不要）
 内　容 　公民館自主学習グループによる演奏など
 日　時 　１月19日（日）９時20分～12時15分
 場　所 　中央公民館

 対　象 　①②③⑤～⑧⑩～⑲どなたでも、④男性、⑨ペア
―A～G共通―
 定　員 　A～D各400人（Aは超えたら抽選）、E各200人、F700

人、G表に記載（それぞれ超えたら抽選）
 料　金 　無料（②④は材料費実費負担あり）
 申し込み 　Gの③⑤～⑧⑩⑫～⑮は不要。A、Gは往復はがきか
ファクスで、B、Dははがきかファクスで、催し名、住所、氏名、
電話・ファクス番号、託児（６カ月～小学２年生）希望者は子ど
もの氏名、年齢を来年１月４日（必着）までに〒890-0054荒田一
丁目4-1サンエールかごしま☎813-0851・0852D813-0937へ
　◇サンエールかごしまや本庁、各支所などにある
　　リーフレットに付いている専用はがき、専用申
　　込フォームでも申し込み可
　◇託児は全て事前に申し込みが必要

サンエールフェスタ2020
来年１月19日（日）～26日（日）開催！
生涯学習の推進と男女共同参画社会の実現に向け、サンエールかごしまなどで開催します。

講座名 日　時 定員
①椅子に座って体幹トレーニング １月19日（日） 10時～12時 25人
②留学生と作るマレーシア料理 10時～13時 15人
③描いても、もらっても、
　楽しいうれしい、絵手紙体験

１月22日（水）

10時～12時 なし

④男の料理教室～中華に挑戦～ 10時～13時 12人
⑤鳴子をもってはじめての
　よさこい体験 14時～16時 なし

⑥アロマでココロとカラダの
　バランスを整えよう １月24日（金） 14時～17時 なし
⑦異文化交流・体験 18時～20時

⑧親子で楽しもう
　絵本の読み聞かせ

１月25日（土）

10時～10時
30分、14時
～14時30分

各35人
（当日
先着順）

⑨社交ダンスで体感
　～パートナーシップと
　コミュニケーション～

10時30分～
12時　

ペア
10組

⑩『おむすびぼうし』を作って
　みんなで踊ろう

10時30分～
13時　 なし

⑪一緒に作って、食べて、語ろう。
　「おひとりさま食堂」

10時30分～
13時30分 15人

⑫遊び世界への不思議なぼうけん

11時～15時 なし⑬わくわくマジック教室
⑭おひさまテーマパーク
⑮親子で折り紙・エコクラフト作り
⑯これからの子育てを考える
　～時代の変化とともに～ 14時～16時 20人

講座名 日　時 定員
⑰夢を実現する自分に変わる
　“セルフプロデュース” １月25日（土） 14時～16時 20人

⑱アートの中のLGBTQ 16時～18時 40人
⑲音楽でマインドストレッチ
　～ you人生の舞台で
　もっと輝いちゃいなよ～

１月26日（日） 10時～12時
30分 20人

紺野 美沙子 氏

専用申込フォーム

磯田 道史 氏 青柳 俊彦 氏

北前船模型（尚古集成館蔵）

北前船模型（尚古集成館蔵）
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 日　時 　２月２日（日）10時30分～
　　　　　17時45分　※昼食は各自
 場　所 　城山ホテル鹿児島
 参加料 　無料
 申し込み 　往復はがきかファクス、
メールで参加者全員（２人まで）の
住所、氏名（ふりがな）、年齢、電
話番号を１月15日（必着）までに
〒892-0828金生町2-14㈱日本旅行鹿児島支店☎224-8315
　D226-8456メールkagoshima_krtsumitate@nta.co.jpへ
　※参加者は抽選で決定

　
江
戸
時
代
後
期
、
５
０
０
万
両
と
い
う
多

額
の
借
金
を
抱
え
て
い
た
薩
摩
藩
。
そ
の
借

金
を
返
す
た
め
に
目
を
つ
け
た
の
が
北
前
船

で
し
た
。
当
時
、
甲
状
腺
の
病
気
が
流
行
し

て
い
た
清（
中
国
）で
は
、
そ
の
予
防
に
良
い

と
さ
れ
た
昆
布
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
薩
摩
藩
は
北
前
船
の
運
ぶ
昆
布
を
富
山

の
薬
売
り
か
ら
入
手
し
、
琉
球
貿
易
を
通
し

て
清
へ
輸
出
、
清
か
ら
は
漢
方
薬
や
生
糸
、

絹
製
品
な
ど
を
輸
入
し
、
莫ば
く
だ
い大

な
利
益
を
得

ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
財
政
を

立
て
直
し
た
薩
摩
藩

は
、
明
治
維
新
の
原

動
力
に
な
っ
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

原口 泉 氏

観光プロモーション課
有得 主任

青柳 俊彦 氏

磯田 道史 氏

北前船の模型は尚古集成
館で見ることができます

観光と歴史から考える

アトラクションで盛り上げます

　各企業による大島紬や鹿児島県産肉、さつまあげ、かるか
ん、焼酎、お茶などの特産品の販売や、全国の寄港地などの
物産、観光PRブースも多数出展します。

中国・大連市など
からも多くの関係
者が参加します

薩摩藩の活動源に
なった北前船につ
いて、私たちが意
見を交わします

皆さんのお越しを
お待ちしています

江戸時代から明治にかけて、日本の物流を支えた商船「北前船」。
実は鹿児島と深い関わりがあったことをご存じですか？

【観光プロモーション課☎216-1344D216-1320】

基調講演①
九州の観光に精通している青柳俊彦氏
（九州旅客鉄道㈱代表取締役社長）による
講演「Ｄ＆Ｓ列車で九州を元気に！」

基調講演②
大人気の歴史家である磯田道史氏による
講演「なぜ薩摩は強い国か」

■ 花柳糸
いと
之
ゆき
氏監修による、九州発祥の「ハイヤ節」が北前船に

よって、「佐渡おけさ」や「津軽アイヤ節」に変化したことなど
を再現した舞踊

■鹿児島実業高校男子新体操部による
  「維新dancin’鹿児島市～ season2～」

九
州
初
開
催

第
29
回
北
前
船
寄
港
地

　フ
ォ
ー
ラ
ム
in
鹿
児
島

鹿
児
島
と
北
前
船
の
関
わ
り

北前船がつないだ交流

北前船寄港地フォーラム
in鹿児島

  

「
北
前
船
」と
は
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
に

か
け
て
瀬
戸
内
海
や
日
本
海
の
各
地
の
港
で

海
産
物
な
ど
の
商
品
を
購
入
し
、
よ
そ
の
港

で
売
買
し
て
利
益
を
上
げ
て
い
た
商
船
で
す
。

　
本
市
を
含
む
多
く
の
地
域
の
歴
史
や
文
化

に
影
響
を
与
え
た
と
い
わ
れ
る「
北
前
船
」。

寄
港
地
な
ど
関
係
の
深
い
地
域
で
開
催
さ
れ

る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
本
市
で
も
開
催
し
、
鹿
児

島
と
北
前
船
の
歴
史
を
知
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

  「北前船と鹿児島」をテーマに、鹿児島を代表する歴史の専門家
によるパネルディスカッションを実施します。
 コーディネーター 
　原口泉氏（志學館大学教授）
 パネラー 
　德永和喜氏（西郷南洲顕彰館館長）
　福田賢治氏（前維新ふるさと館特別顧問）
　松尾千歳氏（尚古集成館館長）
　安川あかね氏（西郷隆盛研究家）

豪華な出演者が
一同に会します！ パネルディスカッション

2019 年（平成 31 年）4 月号

2019 年（令和元年）12 月号

2020 年（令和 2 年）1 月号

広報紙「かごしま市民のひろば」
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報道記録

南日本新聞 2019/12/08

南日本新聞 2019/12/17

南日本新聞 2019/12/20
　　　　　 2020/01/06

南日本新聞
2020/02/03

希
望
し
た
方
だ
け

掲
載
し
て
い
ま
す
。

※

日
付
は
届
け
出
日

　
︻
鹿
児
島
市
‖
読
者
ご
れ
じ
�
７
日
︼

淺
野
隆
一
︵
�
︶
唐
展
２
の
�
の
�

働
正
雄
︵
�
︶
平
川
町
５
４
１
９
の
�

大
重
隆
志
︵
�
︶
坂
元
町
１
１
９
８

川
路
へ
そ
子
︵
�
︶
犬
迫
町
８
８
９
６

　
︻
指
宿
市
‖
７
日
︼

新
村
体
治
︵
�
︶
西
寄
４
０
９
７

　
︻
南
九
州
市
‖
７
日
︼

倉
村
そ
ヤ
︵
�
︶
頴
娃
町
安
府
６
６
１
６
の
１

田
畑
に
や
︵
�
︶
頴
娃
町
御
領
６
３
６
８

　
︻
日
置
市
‖
７
日
︼

田
中
利
德
︵
�
︶
伊
集
院
町
妙
円
寺
１
の
�
の
７

　
︻
い
♡
き
串
木
野
市
‖
薩
摩
川
内
総
局
７
日
︼

平
石
五
干
︵
�
︶
生
福
６
７
２
１
の
２

　
︻
薩
摩
川
内
市
‖
７
日
︼

津
田
昌
可
︵
�
︶
中
郷
５
の
２
０
１

　
︻
湧
水
町
‖
７
日
︼

周
野
ち
へ
︵
�
︶
鶴
仮
１
１
９
８
の
１

　
︻
霧
島
市
‖
７
日
︼

小
田
働
ぎ
ず
︵
�
︶
霧
島
田
口
２
１
５
８

　
︻
鹿
屋
市
‖
７
日
︼

末
吉
春
子
︵
�
︶
串
良
町
上
小
働
５
１
７
８

立対り巡舎庁新海臨

﹂
消
解
で
げ
上
さ
か
﹁市
　

■
　﹂
題
問
上
災
防
﹁体
団
民
市

71
220

垂水小垂水小

現在の
垂水市役所

垂
水
高

垂
水
高

垂水港垂水港

垂水フェリー
ターミナル
垂水フェリー
ターミナル

新
庁
舎
建
設
予
定
地

本城川

垂水市新庁舎計画を巡る主な争点

市

市
民
団
体

浸水対策で土地
を90㌢かさ上げ。
水は12時間以内
に引く

想定外の災害が
全国で起きており
海沿いは不適

予定地の地盤を
改良し液状化を
防ぐ

浸水・液状化で庁
舎が孤立する

外部評価や公募
した意見を計画に
反映

予定地選びに市民
の意見が反映され
ていない

市議会が関連予
算２件を議決済み

市議会は予定地
を決めていない

移転先の防災面 計画決定プロセス

決
採
日
�
案
例
条
票
投
民
住

界世の本絵いしら愛
館
術
美
島
長

幕
開
展
ニ
�
オ
レ
・
オ
レ

♡広島떵鈴木外野手が結婚

　 ばゆ野球広島の主力選化の鈴木誠

也外野化땆�땇＝写真左＝と、新体操

で五布に出場

した経験を持

ち、ＮＨＫの

げポーそつュ

ーげなどに出演している畠山愛理さ

ん땆�땇＝同右＝が結婚したことが７

日、球団など◇ら発表された。判夏

」り交際が始。ったそうで、２人は

連名で「この先も一緒に過ごしてい

きたいという思いが募り、この」う

な運びとなり。した」と書面で報告

した。ともに東京都出身。鈴木外野

化は力強い打撃で����年。でのリー

グ３連覇に貢献した。新体操団体で

日少代表の主将も経験した畠山さん

は、団体総合で�年ゆれドれ五布７

位뙘�年リオだけャてイゆ五布８位뙙

引退後はげポーそうャげじーやほだ

やなどとして乳動している。

ぶ学船前北
と新維治山

市島児鹿、日２月２

　 江戸◇ら 　山治期に◇けて日少

海や瀬戸内海を結んだ商船「北前

船」の理解を周める「北前船寄港

地のォーもべｉｎ鹿児島」が来年

２月２日、鹿児島市の城山ホたや

鹿児島である。����年◇ら寄港地

を中心に毎年開◇れ、九州開催は

初めて。

　たーマは「山治維新の力・北前

船で広がる交流の布땏。鹿児島は

寄港地でないが、薩摩藩は北海道

産の昆布やアよビを入化し、琉球

経由で中国に輸出するなどゆ◇り

は周い。

　歴史家の磯田道史さんが「なぜ

薩摩は強い国◇」と題して講演。

なてやだィげいッぐョれ、観光庁

や中国・大連市の令係者に」る伊

調報告がある。

　 午前�時半～午後５時�分뙙無

料뙙昼食は各自뙙往復はがき뙘のァ

えげ뙘メーやに氏名뙘住所뙘年齢뙘電

話番号を山記し뙘日少旅行鹿児島

支店땆〒���―����뙘鹿児島市金生

町２の�땇に申し込む뙙１月�日必

着뙙同支店＝���땆���땇����뙘のァえ

げ同땆���땇����뙘メーやi_emshgk__

iprsskgr_rc@nr_.am.hn

水　垂

いラのルな絵本原画が並ぶ땎みんなのレオ떵レ

オーニ展땏 ＝７日뙘鹿児島市の長島美術館

　
垂
水
市
役
所
新
庁
舎
の
建
設
地
を
巡
り
�
計
画
に
反
対
す
る
市
民
団
体
と
市
の
意
見
が

対
立
し
て
い
る
뗇
海
沿
い
の
償
補
地
で
計
画
を
進
め
る
市
に
対
し
뗆
市
民
団
体
は
移
転
先
の

賛
否
を
問
う
住
民
投
票
否
例
制
定
の
直
接
請
求
に
踏
み
込
ん
だ
�
否
例
案
は
市
議
会
で
�

日
に
も
採
決
�
審
議
の
行
寄
が
注
目
さ
れ
る
�
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庁
舎
移
転
予
定
地
を
視
察

す
る
垂
水
市
議
会
総
務
文

教
委
員
会
の
市
議
ら
‖
６

月
�
同
市
錦
江
町
の
の
�

リ
�
駐
車
場
跡
地

　
﹁
早
く
建
て
替
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点

は
同
じ
�
問
題
は
そ
の
場

所
だ
뗓
�
市
民
団
体
﹁
市

庁
舎
建
設
に
令
す
る
住
民

投
票
否
例
制
定
を
求
め
る

会
﹂
の
�
橋
理
枝
子
代
表

は
語
気
を
強
め
る
�

　
現
在
の
庁
舎
︵
同
市
上

町
︶
が
建
て
ら
れ
た
の
は

１
９
５
８
뗊
昭
和
�
뗋
年
뗇

県
内
の
自
治
体
で
最
も
古

く
耐
震
伊
準
を
満
た
し
て

◆
ら
ず
�
老
朽
化
も
進
ん

で
い
る
�

　
新
庁
舎
の
検
討
委
員
会

が
庁
内
に
立
ち
上
が
�
た

の
は
２
０
１
１
年
度
だ

が
�
協
議
が
少
格
化
し
た

の
は
熊
少
地
震
後
の
�
年

度
�
国
が
耐
震
伊
準
を
満

た
さ
な
い
自
治
体
の
庁
舎

建
て
替
え
に
地
寄
債
を
充

て
ら
れ
る
」
う
に
し
て
◇

ら
だ
�
�
年
度
。
で
に
着

工
し
た
も
の
が
対
各
に
な

る
た
め
�
市
は
計
画
を
急

ぎ
�
償
補
を
３
い
所
の
市

有
地
に
絞
�
た
�

◆
◇
◆

　
�
年
３
月
末
�
市
は
伊

少
計
画
を
決
定
�
償
補
地

を
海
沿
い
の
﹁
錦
江
町
の

の
�
リ
�
駐
車
場
跡
地
が

最
適
﹂
と
し
た
�
伊
少
設

計
は
�
１
階
部
分
が
免
震

層
の
鉄
筋
が
れ
え
リ
�
ち

４
階
建
て
�
延
べ
床
面
積

は
約
５
９
０
０
平
寄
뗠
�

　
海
抜
２
・
２
뗠
の
土
地

を
さ
ら
に
�
뗟
◇
さ
上
げ

す
る
こ
と
で
�
津
波
や
河

川
の
氾
濫
で
も
浸
水
被
害

は
避
け
ら
れ
る
と
い
う
�

液
状
化
対
利
と
し
て
地
盤

も
改
良
�
뗒
想
定
さ
れ
る

最
大
の
災
害
を
踏
。
え
て

対
利
を
取
り
�
寺
災
上
の

問
題
は
解
口
さ
れ
る
뗓뗊企

画
政
利
課
︶

　
こ
れ
に
対
し
�
市
民
団

体
側
は
﹁
全
国
で
想
定
外

の
災
害
が
起
き
て
い
る
の

に
�
海
沿
い
に
建
設
す
る

の
は
市
民
感
情
に
反
す

る
�
寺
災
拠
点
の
機
能
も

果
た
せ
な
い
뗓と
訴
え
る
뗇

液
状
化
や
増
水
で
庁
舎
が

孤
立
し
�
職
員
が
迅
速
に

登
庁
で
き
な
く
な
る
事
態

も
考
え
ら
れ
る
と
い
う
�

　
県
の
調
査
で
は
�
償
補

地
周
辺
は
少
城
川
が
氾
濫

し
て
も
最
大
で
�
時
間
以

内
に
水
が
引
く
計
算
�
市

は
﹁
災
害
ね
�
え
時
に
職

員
が
必
ず
役
場
に
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
は
考
え

な
い
�
安
全
を
確
保
し
次

第
�
庁
舎
を
拠
点
に
乳
動

す
る
﹂
と
説
山
す
る
�

◆
◇
◆

　
州
者
の
意
見
は
計
画
決

定
過
程
で
も
対
立
す
る
�

　
﹁
透
山
性
と
公
平
性
を

確
保
し
進
め
て
き
た
﹂
と

主
張
す
る
市
�
伊
少
計
画

は
有
識
者
ら
で
つ
く
る
外

部
検
討
委
や
意
見
公
募
を

し
た
上
で
利
定
し
た
�
そ

の
後
開
い
た
住
民
説
山
会

に
は
�
３
回
で
計
４
２
２

人
の
市
民
が
参
加
し
た

︵
市
職
員
を
除
く
뗋�

　
市
議
会
に
は
�
年
３
月

に
伊
少
設
計
・
実
施
設
計

業
務
委
託
費
�
今
年
３
月

に
地
質
調
査
費
を
提
案
し

可
決
�
現
償
補
地
に
決
。

る
可
能
性
が
高
い
と
議
会

に
事
前
説
山
し
て
◆
り
�

市
民
の
代
表
の

뗈◆
墨
付

き
뗉
も
得
た
と
す
る
�

　
こ
れ
に
市
民
団
体
は

﹁
議
会
は
建
設
地
を
正
式

に
決
め
て
い
な
い
﹂
と
反

発
�
庁
舎
位
置
の
変
免
に

必
要
な
否
例
改
正
が
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
を
問
題
視

す
る
�
市
は
計
画
に
対
す

る
市
民
ア
れ
お
�
ち
の
実

施
要
求
も
拒
ん
だ
�
高
橋

代
表
は
﹁
民
意
の
軽
視
﹂

と
娠
判
す
る
�

　
尾
脇
雅
弥
市
長
は
﹁
住

民
投
票
は
不
要
﹂
と
の
意

見
を
付
け
て
　否
例
案
を

議
会
に
提
出
し
た
�
否
例

案
は
�
日
の
�
橋
代
表
の

意
見
陳
述
�
�
日
の
総
務

文
教
委
審
議
を
経
て
�
�

日
の
最
終
少
会
議
で
採
決

さ
れ
る
予
定
�

︵
片
野
裕
之
︶

人
権
作
文
が
れ

小
中
８
人
表
彰

鹿

児

島

市

　
全
国
中
学
生
人
権
作
文

が
れ
た
げ
ち
鹿
児
島
県
大

会
と
県
小
学
生
人
権
作
文

が
れ
た
げ
ち
の
表
彰
式
・

朗
読
発
表
会
が
７
日
�
鹿

児
島
市
勤
労
者
交
流
ご
れ

じ
�
で
あ
�
た
�
州
が
れ

た
げ
ち
の
最
優
秀
合
�
特

安
合
の
計
８
人
に
合
状
が

贈
ら
れ
た
�

　
作
品
は
名
害
を
持
つ
こ

と
で
つ
ら
い
思
い
を
し
た

自
身
の
体
験
や
�
外
国
人

親
子
と
の
出
会
い
を
題
材

に
偏
見
差
安
に
対
す
る
自

身
の
思
い
が
つ
づ
ら
れ

た
�
発
表
会
で
は
�
そ
れ

ぞ
れ
の
作
品
を
朗
読
し
�

﹁
違
い
を
受
け
入
れ
る
強

い
心
を
も
�
て
い
た
い
﹂

な
ど
と
訴
え
た
�

　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
姉
の
存
在

に
触
れ
�
あ
り
の
。
。
を

い
へ
れ
グ
ア
ウ
ち
で
き
る

社
会
を
願
う
吉
野
東
中
学

校
３
年
の
吉
元
希
美
香
さ

ん
‖
写
真
�
最
優
秀
合
を

受
け
﹁
少
し
で
も
多
く
の

人
に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
知
�
て

も
ら
え
る
」
う
�
自
分
も

積
極
的
に
発
信
し
て
い
き

た
い
﹂
と
話
し
た
�

︵
山
田
天
真
︶

え
さ
場
の
上
を
飛
び
交
う

ツ
ル
の
群
れ
‖
７
日
午
前

７
時
�
分
�
出
水
市
荘

　
◆
鹿
児
島
市
喜
入
な
ど

で
震
度
１
　
７
日
午
後
８

時
�
分
ご
〒
�
鹿
児
島
市

喜
入
と
指
宿
市
�
南
九
州

市
で
震
度
１
の
地
震
が
あ

�
た
뗇気
各
庁
に
」
る
と
뗆

震
源
地
は
鹿
児
島
湾
で
�

震
源
の
周
さ
は
ご
く
浅

い
�
地
震
の
規
模
は
マ
グ

つ
ず
�
�
ド
２
・
４
と
推

定
さ
れ
る
�

　
뗒
み
ん
な
の
レ
オ
떶
レ
オ

�
つ
展
뗓
뗊
長
島
美
術
館
뗆

南
日
少
新
聞
社
な
ど
主

催
뗋
が
７
日
뗆
鹿
児
島
市
の

長
島
美
術
館
で
始
。
�

た
뗇
来
年
１
月
�
日
。
で
뗇

　
レ
オ
・
レ
オ
�
つ
氏

︵
１
９
１
０
�
�
年
︶
は

オ
も
れ
す
出
身
の
不
少
作

家
�
グ
も
の
�
�
え
だ
く

イ
っ
�
�
小
学
校
の
教
科

書
に
掲
載
さ
れ
た
�
赤
い

き
�
う
だ
い
の
中
で
１
匹

だ
け
黒
い
魚
の
存
語
﹁
げ

イ
へ
�
﹂
な
ど
が
広
く
知

ら
れ
て
い
る
�

　
同
展
は
﹁
げ
イ
へ
�
﹂

﹁
の
レ
だ
リ
�
え
﹂
な
ど

の
不
少
の
働
画
を
は
じ

め
�
グ
も
の
�
�
え
だ
く

イ
っ
�
と
し
て
の
作
品
や

不
画
�
彫
刻
な
ど
約
２
０

０
点
を
展
示
�
親
子
連
れ

ら
は
�
愛
ら
し
い
動
存
た

ち
の
不
や
自
由
に
読
め
る

不
少
を
見
て
楽
し
ん
だ
�

　
武
中
学
校
１
年
で
美
術

部
の
叶
彬
良
さ
ん
は
﹁
ど

あ

き

ら

の
不
も
個
性
的
で
面
白

く
�
幼
い
頃
を
思
い
出
し

た
�
色
の
使
い
寄
を
参
考

に
し
た
い
﹂
と
話
し
た
�

　
期
間
中
無
休
�
一
般
千

円
�
高
大
生
７
０
０
円
�

小
中
生
５
０
０
円
�
�
月

�
�
�
日
午
後
２
時
◇
ら

不
少
の
読
み
聞
◇
せ
�
毎

週
日
曜
日
午
後
２
時
◇

ら
�
同
館
げ
じ
�
の
に
」

る
ガ
イ
ド
そ
ア
�
が
あ
る

뗊
１
月
�
日
除
く
뗋
�

뗊
中
村
直
人
뗋

南
日
美
展
巡
回
展

金
山
蔵
で
始
ま
る

い
♡
き
串
木
野

　
第
�
回
南
日
少
美
術
展

選
抜
巡
回
展
︵
南
日
少
新

聞
社
主
催
�
濵
田
酒
造
グ

や
�
ば
特
安
協
賛
︶
が
７

日
�
い
ち
き
串
木
野
市
の

薩
摩
金
山
蔵
で
始
。
�
た

‖
写
真
�
�
日
。
で
︵
火

曜
休
館
뗋
�
最
高
合
の
南

日
少
新
聞
社
合
に
輝
い
た

山
下
晴
道
さ
ん
뗊
�
뗋
の
平

面
を
は
じ
め
�
上
位
入
合

作
や
地
元
作
家
の
入
選
作

な
ど
個
性
豊
◇
な
�
点
を

展
示
し
て
い
る
�

　
夫
婦
で
来
場
し
た
同
市

安
府
の
吉
村
元
和
さ
ん

뗊
�
뗋
�
逸
子
さ
ん
뗊
�
뗋
は

﹁
ど
の
作
品
も
少
当
に
素

晴
ら
し
く
圧
倒
さ
れ
る
�

身
近
で
レ
ベ
や
の
高
い
作

品
を
鑑
合
で
き
て
う
れ
し

い
�
同
級
生
の
作
品
も
あ

�
た
﹂
と
熱
心
に
見
入
�

て
い
た
�

　
無
料
�
薩
摩
金
山
蔵
‖

０
９
９
６
︵
２
１
︶
２
１

１
０
�

︵
田
畑
沙
織
︶

匿
名
妊
婦
出
産

条
件
付
き
導
入

熊
本
・
慈
恵
病
院

　
慈
恵
病
院
뗊熊
少
市
뗋は

７
日
�
妊
婦
が
孤
立
し
た

状
況
で
出
産
が
迫
�
て
い

る
場
合
な
ど
に
限
り
�
匿

名
で
出
産
で
き
る
事
実
上

の
﹁
内
密
出
産
制
度
﹂
を

導
入
し
た
と
発
表
し
た
�

同
病
院
に
」
る
と
�
現
段

階
で
匿
名
妊
婦
を
受
け
入

れ
る
国
内
島
一
の
病
院
に

な
�
た
と
い
う
�

　
同
病
院
は
親
が
育
て
ら

れ
な
い
乳
幼
児
を
匿
名
で

も
受
け
入
れ
る
施
設
﹁
こ

う
の
と
り
の
ゆ
り
◇
ご
﹂

︵
赤
ち
�
ん
ポ
げ
ち
︶
を

運
営
し
て
◆
り
�
望
。
な

い
妊
娠
を
し
た
女
性
が
匿

名
で
出
産
で
き
る
環
境
整

備
を
進
め
る
�

　
導
入
し
た
制
度
は
�
病

院
の
新
生
児
相
談
室
長
に

身
元
を
山
◇
す
の
を
否
件

に
仮
名
で
の
出
産
を
認
め

る
�
出
産
し
た
子
ど
も
が

一
定
の
年
齢
に
達
し
て
希

望
す
れ
ば
�
病
院
の
新
生

児
相
談
室
で
親
の
情
報
を

閲
覧
で
き
る
」
う
に
す

る
�

　
熊
少
地
寄
密
務
局
は
こ

れ
。
で
に
�
内
密
出
産
が

뗒現
行
密
の
解
釈
で
可
能
뗓

と
の
見
解
を
示
し
て
い

る
�

と
れ
セ
れ
病
家
族
補
償

弁
護
団
説
山
会

鹿
屋
�
人
参
加

き
�
う
鹿
児
島
市

　
と
れ
ご
れ
病
元
患
者
家

族
に
最
大
１
８
０
局
円
を

補
償
す
る
密
律
が
施
行
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
�
家
族

訴
訟
弁
護
団
は
７
日
�
鹿

屋
市
で
説
山
会
を
開
い
た

‖
写
真
�
元
患
者
や
家
族

計
�
人
が
参
加
し
た
�

　
国
は
と
れ
ご
れ
病
隔
離

政
利
で
家
族
が
受
け
た
精

神
的
苦
痛
へ
の
補
償
と
し

て
�
元
患
者
の
親
子
や
配

偶
者
ら
に
１
８
０
局
円
�

き
�
う
だ
い
ら
に
１
３
０

局
円
を
支
給
す
る
�
申
請

が
必
要
で
�
家
族
と
証
山

す
る
資
料
の
確
認
や
外
部

有
識
者
に
」
る
認
定
審
査

会
の
審
査
を
経
て
厚
生
労

働
相
が
認
定
す
る
�

　
弁
護
団
に
」
る
と
�
申

請
に
必
要
な
資
料
に
令
す

る
相
談
な
ど
が
あ
�
た
�

﹁
周
囲
に
と
れ
ご
れ
病
と

の
令
わ
り
を
気
付
◇
れ
ず

に
申
請
で
き
る
◇
﹂
と
い

�
た
も
の
も
あ
�
た
�

　
家
族
訴
訟
働
告
の
�
代

女
性
は
﹁
き
�
う
だ
い
が

多
く
◆
り
�
自
分
だ
け
で

な
く
彼
ら
の
分
も
申
請
で

き
る
と
分
◇
�
て
ほ
�
と

し
た
﹂
と
話
し
た
�

　
説
山
会
は
８
日
午
後
�

鹿
児
島
市
で
も
あ
る
�
問

い
合
わ
せ
は
ち
く
し
密
律

事
務
所
︵
福
岡
︶
‖
０
９

０
︵
４
５
８
３
︶
６
２
０

７
�

︵
片
野
裕
之
︶

ツ
ル
４
回
目
調
査

１
万
５
４
５
３
羽

出

水

　
出
水
平
野
で
越
冬
す
る

そ
や
の
今
季
４
回
目
の
羽

数
調
査
が
７
日
早
朝
�
出

水
市
荘
の
荒
崎
休
遊
地
と

同
市
高
尾
野
の
東
干
拓
休

遊
地
で
あ
�
た
뗇
前
回
뗊�

月
�
日
︶
」
り
�
羽
少
な

い
１
局
５
４
５
３
羽
だ
�

た
�

　
荒
崎
で
鶴
荘
学
園
�
東

干
拓
で
高
尾
野
中
学
校
の

州
そ
や
え
も
は
部
員
が
�

県
そ
や
保
護
会
メ
れ
ど
�

と
ね
ぐ
ら
を
飛
び
立
つ
そ

や
を
数
え
た
�
内
訳
は
っ

ベ
ぞ
や
１
局
３
９
０
２

羽
�
マ
っ
ぞ
や
１
５
３
３

羽
�
い
っ
す
ぞ
や
７
羽
�

っ
ベ
え
ゆ
ぞ
や
６
羽
�
え

ゆ
ぞ
や
４
羽
�
ア
て
と
ぞ

や
１
羽
�
マ
っ
ぞ
や
が
前

回
調
査
」
り
大
き
く
増
え

た
�

　
高
尾
野
中
そ
や
え
も
は

副
部
長
の
山
之
口
楯
哉
さ

し
�
ん
や

ん
‖
３
年
‖
は
﹁
一
斉
に

飛
び
立
つ
な
ど
観
察
は
難

し
◇
�
た
が
�
落
ち
つ
い

て
い
ウ
れ
ち
で
き
た
﹂
と

話
し
た
�
次
回
調
査
は
�

日
�

︵
田
中
公
人
︶

島
児
鹿
ｎ
ｉ
ム
ラ
�
�
の
地
港
寄
船
前
北
回
�
第　

江
戸
か
ら
山
治
に
か
け
て
日
本
三
を
中
心
に
共

行
し
�
存
流
を
支
え
た
去
船
﹁
寿
前
船
﹂
と
鹿
児

島
の
令
わ
』
を
学
ぶ
の
�
�
も
べ
で
す
�

入
場
無
料
　

青柳俊彦氏磯田道史氏

　
◇
と
き
　
２
０
２
０
年
２
月
２
日
︵
日
︶
午
前
�

時
半
�
午
後
５
時
�
分

　
◇
と
こ
ろ
　
鹿
児
島
市
の
城
山
ホ
た
や
鹿
児
島

　
◇
内
容
　
▽
第
１
部
な
て
や
だ
�
げ
い
�
ぐ
�
れ

뗒
寿
前
船
と
鹿
児
島
뗓
な
て
リ
げ
ち
‖
働
口
泉
氏
뗊
志

學
館
大
学
教
授
뗋
�
德
永
和
喜

氏
뗊
西
郷
南
洲
顕
彰
館
館
長
뗋
뗆

福
田
賢
治
氏
︵
前
維
新
ふ
る
さ

と
館
特
安
顧
問
뗋
�
松
尾
千
歳

氏
︵
尚
古
集
員
館
館
長
뗋
�
安

川
あ
か
ね
氏
︵
西
郷
隆
盛
研
究

家
︶
▽
第
２
部
伊
調
具
演
①
具

師
‖
青
柳
俊
彦
氏
︵
九
州
旅
客

鉄
道
代
表
取
締
役
社
長
뗋
�
同

②
具
師
‖
磯
田
道
史
氏
︵
歴
史
家
︶
ほ
か

　
◇
申
し
込
み
　
申
込
者
全
員
の
住
所
�
氏
名
︵
ふ

』
が
な
뗋
�
年
帰
�
電
話
番
号
を
山
記
の
上
�
往
復

は
が
き
か
の
�
え
げ
�
メ
�
や
で
〒
８
９
２
｜
０
８

２
８
�
鹿
児
島
市
金
生
町
２
｜
�
�
日
本
旅
行
鹿
児

島
支
店
‖
の
�
え
げ
０
９
９
뗊
２
２
６
뗋
８
４
５
６
뗆

メ
�
やi

_
e
m
s
h
g
k
_
_
i
p
r
s
s
k
g
r
_
r
c
@
n
r
_.a

m
.
h
n

。
で
�
１
申
し
込
み
で
２
人
。
で
応
募
可
�

１
月
�
日
뗊
水
뗋
必
着
뗇
応
募
多
数
の
場
合
は
在
選
뗇

１
月
�
日
︵
金
︶
。
で
に
当
落
を
通
知
�

　
◇
問
い
合
わ
せ
　
日
本
旅
行
鹿
児
島
支
店
‖
０
９

９
︵
２
２
４
︶
８
３
１
５

主
催
　

﹁
第
�
回
北
前
船
寄
港
地
の
�
�
ラ
ム
ｉ
ｎ

鹿
児
島
﹂
実
行
委
員
会

　
鹿
児
島
市
뗆
南
日
本
放
送
뗆
鹿
児
島
県
町
村

　
会
뗆
津
曲
学
園
뗆
全
日
本
空
輸
鹿
児
島
支

　
店
뗆
Ｎ
Ｈ
Ｋ
鹿
児
島
放
送
局
뗆
鹿
児
島
観
光

　
が
ン
ベ
ン
シ
�
ン
協
会
�
�
�
�
�
�
�

遂
未
殺
自
童
児
え
訴
め
じ
い

委
教
市
関
下

る
め
認
備
不
応
対

◆２い国◇らプロ会士誕生

　 囲碁の日本会院は�日、外国籍特

安採用会士としてぷレーぐア国籍の

曽富元（ずャれのーいれ）さん땆�땇

＝写真右＝とイれドてぐア国籍のの

皇ちも・もの皇の・ぐドうさん땆�땇

＝同左＝がばゆ入』すると発表し

た。州国共に初のばゆ会士で、日本

会院に所

属する。

外国籍特

安採用会

士は、囲

碁の国際

的な普及

を目的に

設けられた制度。ばゆ養員機令に所

属する「院生」と院生健験者で、囲

碁先進国お」び地域（日本・中国・

韓国・寿朝鮮・台湾）㌔外の国籍を

有し、規定の員績を収めた者が採用

される。

◆西之島に新たな火口

　 三上保安庁は�日、東京・及笠働

諸島の西之島を上空から観測した結

果、新たな火口ができて、溶件が三

。で達していることを確太したと発

表した。三保と気各庁は、孝火活動

が活発な状態が続いているとして、

孝石や溶件流への側戒範囲を山頂か

ら半径�놊�㌔から�놊�㌔に拡大した。

付近を共行する船舶に注意を呼び掛

けている。

◆札幌がオウム対策団体加入

　 札幌市は�日、オウべ真理教令幌

施設のある自治体などでつくる「オ

ウべ真理教対利令係市倉町幌絡会」

（会長・近藤弥生東京都足立倉長）

に加入した。同市白石倉にはオウべ

真理教の後継団体「アレの」の国内

最大規模とされる拠点があ』、地元

住民や幌絡会が加入を要望してい

た。幌絡会は����年発足。足立倉や

長野県松本市などが加入し、札幌市

を含めると計�の市倉町で構員。信

者向けのごへっー開催などの情報を

共有するほか、国に規制強化を求め

ている。札幌市には白石倉と豊平倉

に計２施設あ』、これ。でも加入を

求める声が上がっていた。

◆即位と改元がつュース１位

　 「社会部長が選ぶ今年の十大つュ

ーげ」땆新聞之新聞社主催）の選考

会が�日뙘毎日뙘産健뙘日健뙘東京뙘

共同通信など在京新聞・通信８社の

社会部長らが出席して東京都内で開

かれ뙘１位に 땎天皇陛下が即位뙙딸令

和』に改元」を選んだ。２位㌔下は

次の通』。②京都アつメーぐョれ放

火、�人死察③東日本で台風大雨被

害、河川氾濫で死者相次ぐ④働発事

業巡』令電幹部の金品受領が発覚、

会長辞大⑤もグビーＷ杯日本大会、

日本史上初８強⑥とれごれ病家族訴

訟、国に賠償命令。補償法員立⑦高

帰運転化の事故やあお』運転相次

ぎ、対利進々⑧首相主催「桜を見る

会땏、私存化に批判孝出⑨沖縄・首

里城が焼失⑩各地で児童虐待死、改

正児童虐待防止法員立
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ＮＨＫ大河ドラマ
過去10年の平均視聴率

（関東地区、ビデオリサーチ調べ）
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放送年
龍馬伝

江 姫たちの戦国
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軍師官兵衛
花燃ゆ
真田丸

おんな城主直虎
西郷どん
いだてん

番組名
18.7%
17.7%
12.0%
14.6%
15.8%
12.0%
16.6%
12.8%
12.7%
8.2%

視聴率

％�놊�均平話全

率聴視んてだい

低最上史マラド河大

　
�
日
に
区
了
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
も
ぷ

﹁
い
だ
て
ん
﹂
뗊
総
合
た
レ
ビ
︶
の
全
�

回
の
期
間
平
均
視
聴
率
が
令
東
地
倉
で
８

・
２
％
�
令
西
地
倉
で
７
・
１
％
だ
�
た

こ
と
が
�
日
�
ビ
だ
オ
リ
ぎ
�
ず
の
調
べ

で
分
か
�
た
�

　
令
東
で
過
去
最
低
だ
�
た
２
０
１
５
年

﹁
花
燃
ゆ
﹂
と
�
年
の
﹁
平
清
盛
﹂
の
�

・
０
％
を
大
き
く
下
回
』
�
初
め
て
の
１

桁
台
を
記
録
し
た
�

　
最
区
回
の
平
均
視
聴
率
は
令
東
で
８
・

３
％
�
令
西
で
７
・
０
％
だ
�
た
�

　
１
９
１
２
年
に
日
本
が
五
輪
に
初
参
加

す
る
健
緯
か
ら
�
年
東
京
五
輪
。
で
を
描

い
た
が
�
時
代
を
行
き
来
す
る
な
ど
構
員

の
子
雑
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
�
令
東
で

の
視
聴
率
は
�
２
月
�
日
放
送
回
に
１
桁

に
な
』
�
�
月
�
日
の
回
に
は
大
河
ド
も

ぷ
で
記
録
が
残
る
�
年
㌔
内
で
最
低
の
３

・
７
％
と
な
�
た
�

害

名

ム
た
ス
シ

難
困
旧
復
タ
�
だ
　

体
治
自
�

16日 東京地裁が懲役６年の判決
12月11日 裁判員裁判初公判で起訴内容を認める
６月１日 長男を殺害。自ら110番

26日 長男が被告に暴行し「殺すぞ」と発言。
夫婦は自宅の２階で生活するように

19年５月25日 長男が実家に戻る
15年 長男がアスペルガー症候群と診断される
05年 チェコ大使に
02年 農水省を退官

2001年１月 農林水産事務次官に就任
93年ごろ 長男が大学進学を機に１人暮らし

87年４月 長男が有名私立中に入学。母親に暴力
を振るうように

75年３月 長男誕生
1967年 農林省（現農林水産省）に入省

熊沢被告を巡る経過（検察側の冒頭陳述などによる）

21
億
円
横
領
事
件
の
経
過

2016年
４月

大橋美枝子容疑者が学校法
人明浄学院の副理事長に

17年
６月 大橋容疑者が理事長に就任

７月 法人が明浄学院高の土地の
一部を不動産会社「ピアグ
レース」に30億円余りで売
却する契約を締結。その後、
大橋容疑者らは手付金21億
円を不動産会社「サン企画」
などを経由させて不動産会
社「ティー・ワイエフ」に
送金

18年
４月

大橋容疑者が大阪観光大の
運営資金１億円を暗号資産
（仮想通貨）への投資に流用か

19年
６月 大橋容疑者が理事長を辞職

10月 大阪地検特捜部が業務上横領
容疑で法人などを家宅捜索

12月
５日

特捜部が大橋容疑者ら５人
を逮捕
特捜部が東証１部上場の不
動産会社「プレサンスコー
ポレーション」社長の山岸
忍容疑者を逮捕

16日
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山
口
県
下
令
市
の
市
立

及
学
校
が
�
い
じ
め
の
被

害
を
訴
え
て
い
た
女
児
が

自
殺
を
考
え
て
い
る
と
把

握
し
な
が
ら
対
応
を
怠

』
�
女
児
が
自
殺
屋
遂
を

し
た
こ
と
が
�
日
�
市
教

育
委
員
会
へ
の
取
材
で
分

か
�
た
�
女
児
は
今
月
４

日
�
自
宅
で
っ
イ
の
を
首

の
近
く
に
当
て
て
自
殺
を

図
�
た
が
保
護
者
が
止

め
�
命
に
安
否
は
な
か
�

た
�

　
市
教
委
は
뗒重
大
事
案
뗓

と
太
定
し
て
学
校
に
対
応

を
指
示
す
る
と
と
も
に
�

﹁
市
教
委
や
学
校
側
が
き

ち
ん
と
対
応
を
す
れ
ば
防

げ
た
�
申
し
訳
な
い
﹂
と

が
メ
れ
ち
し
て
対
応
の
不

備
を
太
め
た
�
学
校
と
市

教
委
は
事
実
令
係
を
再
調

査
し
�
再
発
防
止
に
向
け

た
対
利
を
具
じ
る
�

　
市
教
委
に
」
る
と
�
女

児
は
�
月
�
日
�
教
室
内

で
追
い
か
け
�
こ
を
し
て

い
た
際
に
転
び
�
顔
や
脚

に
全
治
２
週
間
の
け
が
を

し
た
�
女
児
の
保
護
者
は

﹁
子
数
の
男
児
に
足
を
か

け
ら
れ
て
転
ん
だ
﹂
と
訴

え
た
が
뗆男
児
側
は
否
定
뗇

学
校
は
い
じ
め
の
中
で
一

番
程
度
の
軽
い
﹁
日
常
的

号
突
﹂
と
判
断
し
�
市
教

委
に
報
告
し
た
�

　
女
児
は
休
み
が
ち
に
な

』
�
登
校
し
た
�
月
�
日

に
同
じ
男
児
と
ち
も
は
や

に
な
�
た
�
女
児
は
﹁
千

ら
れ
た
뗓と
主
張
し
た
が
뗆

学
校
側
は
﹁
ぶ
つ
か
�
た

だ
け
﹂
と
判
断
�
学
校
側

は
こ
の
日
�
女
児
が
﹁
死

に
た
い
﹂
と
訴
え
て
い
る

こ
と
を
保
護
者
か
ら
聞
い

て
市
教
委
に
報
告
し
た

が
�
市
教
委
内
で
情
報
が

共
有
さ
れ
て
い
な
か
�

た
뗇保
護
者
は
�
月
�
日
뗆

側
察
に
被
害
届
を
出
し

た
�

　
そ
の
後
�
保
護
者
は
女

児
が
げ
ぷ
�
ち
の
�
れ
で

﹁
き
れ
い
な
死
に
方
﹂
を

検
索
し
た
形
跡
を
見
つ

け
뗆学
校
に
幌
絡
し
た
が
뗆

学
校
側
は
状
況
を
見
守
る

の
に
と
ど
め
た
뗇女
児
は
뗆

�
月
中
旬
㌔
内
は
欠
席
を

続
け
て
い
た
�

　
下
令
市
の
前
田
晋
太
郎

市
長
は
�
日
の
定
例
記
者

会
見
で
﹁
い
じ
め
が
起
こ

ら
な
い
」
う
に
�
児
童
の

安
心
安
全
を
第
一
に
考
え

て
努
め
て
い
き
た
い
﹂
と

述
べ
た
�

山
岸
　
忍
容
疑
者

뗊
ば
レ
ぎ
れ
げ
が
�
ぶ
レ

�
ぐ
�
れ
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
뗋

　
視
覚
名
害
者
の
就
労
を

保
護
す
る
た
め
�
あ
ん
摩

ぷ
�
ぎ
�
け
指
圧
師
の
資

格
に
令
す
る
法
律
が
健
常

者
向
け
養
員
施
設
の
新
設

を
規
制
し
て
い
る
こ
と
の

合
憲
性
が
争
わ
れ
た
訴
訟

の
判
決
で
�
東
京
地
裁
は

�
日
�
뗒
規
制
に
は
必
要

性
が
あ
る
﹂
と
し
て
合
憲

と
判
断
し
た
뗇
そ
の
上
で
뗆

新
設
を
太
め
な
か
�
た
国

の
処
分
を
取
』
口
す
」
う

求
め
た
大
阪
市
の
学
校
法

人
の
請
求
を
棄
却
し
た
�

　
学
校
法
人
﹁
平
員
医
療

学
園
뗓
側
が
仙
台
뗆
東
京
뗆

大
阪
の
各
地
裁
に
起
こ
し

た
３
件
の
訴
訟
で
初
の
判

決
�

　
古
田
孝
夫
裁
判
長
は
�

現
在
も
視
覚
名
害
者
の
就

業
率
は
低
く
�
ぷ
�
ぎ
�

け
令
係
の
仕
事
に
就
く
人

が
多
い
と
し
﹁
規
制
が
な

く
な
れ
ば
ぷ
�
ぎ
�
け
師

が
急
激
に
増
え
�
視
覚
名

害
者
の
業
務
を
圧
迫
す

る
뗓
と
指
摘
뗇
法
の
規
制
は

﹁
国
会
の
裁
量
の
範
囲
内

で
�
著
し
く
不
合
理
だ
と

は
言
え
な
い
뗓
と
述
べ
た
뗇

　
法
律
は
１
９
６
４
年
の

改
正
で
�
視
覚
名
害
者
の

生
計
が
著
し
く
困
難
に
な

ら
な
い
」
う
に
す
る
た

め
�
当
分
の
間
�
健
常
者

向
け
の
養
員
施
設
を
承
太

し
な
い
こ
と
が
で
き
る
と

し
て
い
る
�

　
学
園
側
は
﹁
視
覚
名
害

者
㌔
外
の
職
業
選
択
の
自

由
を
制
限
し
�
規
定
は
違

憲
だ
뗓
と
主
張
し
て
い
た
뗇

厚
生
労
働
省
は
判
決
後
に

﹁
お
お
々
ね
国
の
主
張
が

太
め
ら
れ
た
�
今
後
も
制

度
の
適
正
な
運
用
に
努
め

た
い
﹂
と
の
が
メ
れ
ち
を

出
し
た
�

　
判
決
に
」
る
と
�
学
園

は
２
０
１
５
年
９
月
�
横

浜
医
療
専
岸
学
校
に
ぷ
�

ぎ
�
け
師
な
ど
の
養
員
施

設
新
設
を
申
請
�
国
は
�

年
２
月
�
視
覚
名
害
者
の

有
資
格
者
を
保
護
す
る
規

定
を
根
拠
に
却
下
し
た
�

　
全
国
約
�
自
治
体
で
ぐ

げ
た
べ
名
害
が
発
生
し
た

問
題
で
�
運
営
元
の
日
本

電
子
計
算
뗊
東
京
뗋
は
�

日
�
�
自
治
体
で
だ
�
じ

の
一
部
が
口
え
�
復
旧
が

困
難
に
な
�
た
と
山
ら
か

に
し
た
�
職
員
の
メ
�
や

や
�
�
歳
㌔
上
の
後
期
高

帰
者
医
療
に
令
す
る
情
報

な
ど
が
含
。
れ
る
と
い

う
�
了
承
を
得
て
い
な
い

と
し
て
�
自
治
体
名
や
だ

�
じ
の
詳
出
は
公
表
し
て

い
な
い
�

　
東
京
都
内
で
記
者
会
見

し
た
同
社
に
」
る
と
�
自

治
体
の
情
報
を
預
か
る
だ

�
じ
ご
れ
じ
�
内
の
機
器

で
４
日
�
制
御
系
ソ
の
ち

の
不
具
合
が
起
き
�
大
規

模
名
害
に
発
展
�
�
自
治

体
に
令
し
て
は
�
ソ
の
ち

が
復
旧
し
た
後
も
�
一
部

の
だ
�
じ
が
見
つ
か
ら
な

か
�
た
�
自
治
体
側
に
ど

�
え
ア
�
ば
が
あ
れ
ば
復

旧
が
可
能
と
し
て
い
る
�

　
自
治
体
へ
の
取
材
に
」

る
と
�
神
奈
川
県
逗
子
市

は
１
万
人
㌔
上
い
る
後
期

高
帰
者
の
だ
�
じ
に
ア
え

ご
げ
で
き
な
く
な
』
�
保

険
料
の
奈
付
状
況
な
ど
が

確
太
で
き
な
い
�
保
存
し

て
い
た
ど
�
え
ア
�
ば
は

古
く
�
復
旧
作
業
が
難
共

す
る
恐
れ
が
あ
る
�

　
大
規
模
名
害
の
働
因
と

な
�
た
制
御
系
ソ
の
ち

は
�
安
の
企
業
が
開
発
�

㌔
前
か
ら
不
具
合
が
生
じ

て
い
た
が
�
開
発
企
業
側

が
影
響
は
軽
微
と
判
断

し
�
日
本
電
子
計
算
に
早

期
の
修
正
を
求
め
な
か
�

た
と
い
う
�

　
一
部
自
治
体
で
は
ホ
�

べ
び
�
け
が
開
け
な
く
な

�
た
』
�
税
務
令
係
の
化

続
き
が
で
き
な
く
な
�
た

』
す
る
影
響
が
続
い
て
い

る
�
山
田
英
司
社
長
は
会

見
で
﹁
一
日
も
早
い
復
旧

に
向
け
て
全
力
を
尽
く

す
�
自
治
体
へ
の
補
償
に

つ
い
て
も
真
摯
に
対
応
す

し

ん

し

る
﹂
と
述
べ
た
�

い
じ
め
訴
え
の

文
を
担
大
掲
示

栃
木
の
小
学
校

　
栃
木
県
日
光
市
の
及
学

校
で
�
６
年
生
の
男
子
児

童
が
い
じ
め
の
被
害
を
訴

え
た
文
可
を
�
担
大
の
男

性
教
諭
が
教
室
に
張
』
出

し
て
い
た
こ
と
が
�
日
�

市
教
育
委
員
会
へ
の
取
材

で
分
か
�
た
�
児
童
の
保

護
者
か
ら
今
年
３
月
に
市

教
委
に
相
談
が
あ
』
�
市

教
委
は
対
応
が
不
適
切
だ

�
た
と
し
て
�
口
頭
で
教

諭
と
校
長
を
注
意
し
た
�

　
市
教
委
に
」
る
と
�
い

じ
め
に
令
す
る
新
聞
記
事

へ
の
感
想
文
を
書
く
宿
題

で
�
男
児
が
自
分
の
い
じ

め
被
害
を
訴
え
た
�
こ
の

文
可
を
�
教
諭
が
が
メ
れ

ち
を
書
い
て
他
の
児
童
の

宿
題
と
一
緒
に
教
室
に
掲

示
し
た
�

　
教
諭
は
﹁
配
慮
が
足
』

な
か
�
た
﹂
と
話
し
て
い

る
と
い
い
�
市
　教
委
は

﹁
不
適
切
な
行
為
で
�
あ

�
て
は
な
ら
な
い
こ
と

だ
�
申
し
訳
な
い
﹂
と
し

て
い
る
�

　
公
判
証
言
な
ど
に
」
る

と
�
有
名
私
立
中
に
入
学

し
た
長
男
は
い
じ
め
に
遭

い
�
뗒
鬱
憤
を
晴
ら
す
た

う
�
ぷ
ん

め
﹂
母
親
に
暴
力
を
振
る

う
」
う
に
な
�
た
�
大
学

進
学
を
機
に
１
人
暮
ら
し

を
始
め
た
も
の
の
中
退
し

た
�
熊
沢
被
告
の
力
添
え

で
安
の
大
学
に
編
入
し
�

卒
業
後
は
職
に
就
い
た
が

数
年
で
退
職
�
部
屋
で
か

�
べ
を
し
て
過
ご
す
生
活

に
な
�
た
�

　
﹁
山
日
は
ご
み
捨
て
の

日
だ
」
﹂
뗒
健
元
的
な
生

活
を
送
』
。
し
�
う
뗓
�

熊
沢
被
告
が
長
男
に
そ
イ

�
じ
�
で
送
�
た
メ
�
ご

�
け
は
約
１
年
半
で
９
９

５
件
に
上
る
�

　
ご
み
の
片
付
け
に
毎

月
�
長
男
宅
を
訪
れ
�
生

活
費
は
全
て
負
担
�
就
職

が
う
。
く
い
か
な
か
�
た

長
男
に
新
た
な
興
届
を
持

た
せ
」
う
と
�
が
へ
�
え

ぷ
�
お
�
ち
へ
の
出
品
を

域
案
し
�
自
ら
売
』
子
も

務
め
た
�

　
事
件
１
週
間
前
の
５
月

�
日
�
長
男
は
ご
み
の
処

分
を
巡
�
て
近
隣
住
民
と

ち
も
は
や
に
な
』
�
実
家

に
戻
�
た
�
뗒
こ
の
家
に

長
く
い
て
も
い
い
の
？
뗓뗇

家
族
３
人
で
穏
や
か
に
過

ご
し
た
そ
の
日
�
長
男
に

聞
か
れ
た
母
親
は
﹁
い
つ

。
で
も
い
て
い
い
の
」
﹂

と
答
え
た
と
い
う
�

　
だ
が
翌
日
�
長
男
は
母

親
の
前
で
机
に
突
�
伏
し

뗒お
父
さ
ん
は
い
い
」
ね
뗆

何
で
も
劇
い
通
』
に
な
�

て
�
自
分
の
人
生
は
何
な

ん
だ
﹂
と
使
い
た
�
帰
宅

し
た
熊
沢
被
告
が
ご
み
の

処
分
を
口
に
す
る
と
激

高
뗇
髪
の
毛
を
引
�
張
』
뗆

頭
を
　何
度
も
ぎ
イ
ド
ふ

�
ド
な
ど
に
打
ち
付
け

た
�

　
﹁
殺
さ
れ
る
뗓
�
そ
れ

か
ら
数
日
間
�
夫
婦
は
２

階
に
こ
も
』
�
長
男
は
１

階
で
か
�
べ
を
し
て
過
ご

し
た
�

　
６
月
１
日
�
熊
沢
被
告

は
﹁
息
子
を
刺
し
殺
し
た

の
で
自
首
し
た
い
﹂
と
自

ら
１
１
０
番
し
た
�
法
廷

で
そ
の
音
声
が
再
生
さ
れ

た
約
５
分
間
�
目
を
つ
々

』
�
倍
し
げ
な
表
情
を
見

せ
た
�

国
際
線
じ
�
ミ
ナ
ル

３
月
�
日
名
称
変
更

羽
田
空
港
뗒
第
３
뗓
に

　
国
土
交
通
省
は
�
日
�

羽
田
空
港
の
国
際
線
じ
�

へ
っ
や
を
﹁
第
３
じ
�
へ

っ
や
﹂
に
名
称
変
更
す
る

の
は
来
年
３
月
�
日
と
発

表
し
た
�
羽
田
空
港
に
乗

』
入
れ
る
京
急
電
鉄
と
東

京
ほ
で
レ
�
や
も
同
日
に

合
わ
せ
て
�
駅
名
か
ら
国

際
線
を
外
し
�
第
３
じ
�

へ
っ
や
に
変
え
る
�

　
羽
田
で
は
３
月
�
日
か

ら
国
際
線
増
便
が
始
。

』
�
国
内
線
向
け
に
使
わ

れ
て
い
る
第
２
じ
�
へ
っ

や
で
も
国
際
線
が
発
着
す

る
」
う
に
な
る
�
同
省
は

今
年
２
月
�
利
用
者
の
混

乱
を
防
ぐ
た
め
�
名
称
を

改
め
る
と
山
ら
か
に
し
て

い
た
�

　
３
月
�
日
は
�
京
急
が

羽
田
㌔
外
の
駅
で
も
名
称

を
変
更
す
る
こ
と
な
ど
か

ら
決
定
�
京
急
の
国
内
線

じ
�
へ
っ
や
の
駅
は
﹁
羽

田
空
港
第
１
・
第
２
じ
�

へ
っ
や
駅
﹂
に
変
わ
る
�

　
大
阪
観
光
大
な
ど
を
運

営
す
る
学
校
法
人
山
浄
学

院
︵
大
阪
府
熊
取
町
︶
を

巡
る
�
億
円
横
領
事
件

で
�
大
阪
地
検
特
捜
部
は

�
日
�
業
務
上
横
領
の
疑

い
で
�
東
証
１
部
上
場
の

不
動
産
会
社
﹁
ば
レ
ぎ
れ

げ
が
�
ぶ
レ
�
ぐ
�
れ
﹂

︵
大
阪
市
中
央
倉
︶
社
長

の
山
岸
天
容
疑
者
뗊
�
뗋
‖

神
戸
市
東
壽
倉
‖
を
新
た

に
逮
客
し
た
�
事
件
の
逮

客
者
は
６
人
に
な
�
た
�

令
係
者
に
」
る
と
�
容
疑

を
否
太
し
て
い
る
�

　
令
係
者
に
」
る
と
�
山

浄
学
院
元
理
事
長
の
大
橋

美
枝
子
容
疑
者
뗊
�
뗋
が
法

人
健
営
を
取
握
す
る
た
め

に
調
達
し
た
約
�
億
円
の

資
金
源
が
山
岸
容
疑
者
だ

�
た
と
み
ら
れ
�
大
橋
容

疑
者
は
�
億
円
の
着
服
金

を
返
済
に
充
て
て
い
た
�

特
捜
部
は
山
岸
容
疑
者
も

横
領
の
化
口
を
太
識
し
て

い
た
と
判
断
し
�
逮
客
に

踏
み
切
�
た
も
」
う
だ
�

山
岸
容
疑
者
の
個
人
口
座

に
は
�
約
�
億
円
の
入
金

が
確
太
さ
れ
て
い
る
�

　
逮
客
容
疑
は
大
橋
容
疑

者
ら
５
人
と
共
謀
し
�
山

浄
学
院
が
２
０
１
７
年
７

月
ご
〒
뗆
山
浄
学
院
高
뗊
大

阪
市
阿
倍
野
倉
︶
の
土
地

の
一
部
を
�
億
円
余
』
で

不
動
産
会
社
﹁
ね
ア
グ
レ

�
げ
﹂
に
売
却
し
た
際
の

化
付
金
�
億
円
を
�
不
動

産
会
社
﹁
ぎ
れ
企
画
﹂
の

口
座
な
ど
を
健
由
さ
せ
�

不
動
産
会
社
﹁
た
�
�
・

よ
イ
エ
の
﹂
の
口
座
に
入

金
さ
せ
て
横
領
し
た
疑

い
�

　
令
係
者
に
」
る
と
�
山

岸
容
疑
者
は
こ
の
売
却
契

約
前
�
大
橋
容
疑
者
に
渡

る
と
太
識
し
な
が
ら
�
約

�
億
円
を
た
�
�
・
よ
イ

エ
の
に
送
金
し
て
い
た
と

さ
れ
る
�

　
特
捜
部
は
�
月
５
日
�

大
橋
容
疑
者
と
ば
レ
ぎ
れ

げ
社
の
元
務
行
役
員
及
林

佳
樹
容
疑
者
뗊
�
뗋
�
ね
ア

グ
レ
�
げ
元
社
長
で
た
�

�
・
よ
イ
エ
の
の
社
長
も

務
め
る
山
下
隆
志
容
疑
者

뗊
�
뗋
�
ぎ
れ
企
画
社
長
ら

５
人
を
逮
客
�
６
日
に
は

ば
レ
ぎ
れ
げ
社
を
家
宅
捜

索
し
�
押
収
し
た
資
料
の

分
析
を
進
め
て
い
た
�

１
局
７
千
人
分

顧
客
情
報
流
出

Ｊ

Ａ

横

浜

　
横
浜
農
業
協
同
営
合

뗊
Ｊ
Ａ
横
浜
뗋
は
�
日
�
個

人
や
法
人
の
顧
客
約
１
万

７
千
人
分
に
つ
い
て
名
前

や
電
話
番
号
�
取
引
先
支

店
名
な
ど
を
記
し
た
名
簿

が
誤
�
て
�
月
１
日
か
ら

約
２
い
月
半
に
わ
た
』
�

検
索
す
る
と
イ
れ
じ
�
て

�
ち
上
で
誰
で
も
見
ら
れ

る
状
態
に
な
�
て
い
た
と

発
表
し
た
�
流
出
に
」
る

悪
用
事
例
な
ど
は
把
握
し

て
い
な
い
と
し
て
い
る
�

　
Ｊ
Ａ
横
浜
に
」
る
と
�

名
簿
は
エ
え
ご
や
の
�
イ

や
�
貯
金
し
て
い
る
支
店

名
や
取
引
開
始
日
も
書
か

れ
て
い
た
�
記
載
の
あ
る

名
前
を
て
�
ち
の
検
索
エ

れ
け
れ
で
調
べ
る
と
�
名

簿
が
検
索
結
果
と
し
て
出

て
き
て
�
全
体
を
閲
覧
で

き
る
状
態
だ
�
た
�
営
合

の
ウ
�
は
ぎ
イ
ち
か
ら
は

見
ら
れ
な
か
�
た
�

　
Ｊ
Ａ
横
浜
の
職
員
が
安

の
資
料
を
ぎ
イ
ち
に
載
せ

」
う
と
し
た
際
�
誤
�
て

名
簿
も
ア
�
ば
ゆ
�
ド
し

て
し
。
�
た
の
が
働
因
�

第
三
者
か
ら
�
日
に
幌
絡

が
あ
』
�
判
山
し
た
�

おくやみ うぶ声

内案
みやくお
声ぶう電 　 　 話 　���땆���땇����

のァクス 　���땆���땇����

みなみネット＠鹿児島都市圏kagoshima  local  network

香里重徳・部道報　　
����떵�떵�땆月땇

根
大
島
桜
た
て
育
が
生
学
小

り
競
本
녏녏녓

で
場
市
果
青

덁
�
カ
�
サ
校
高
国
全
덀の
つ
と
ひ
う
も

校
学
援
支
別
特

等

高

島

児

鹿

場
出
り
ぶ
年
２

う狙Ｖ初　束結人�

競
り
終
了
後
�
育
て
た
桜
島
大
根
と
一
緒
に
記
念
撮

影
す
る
桜
峰
小
児
童

民族衣装を着て説山を聞く生徒ら

北
前
船
の
歴
史
史
介

写

真

スたーけでベトナムの曲を歌う参加者
外
国
人
留
学
生

郡
山
中
で
交
流

女
性
の
起
業
応
援

セ
へ
ナ
�
に
�
人

写
真

　
全
国
大
会
へ
向
け
�
意
気
込
む
鹿
児
島
高
等

特
別
支
援
学
校
の
生
徒

相
撲
と
豆
ま
き

뗒心
の
鬼
뗓退
治

鹿
児
島
養
護
学
校

写
真

実
習
生
ら
８００
人

뗈故
郷
뗉を
堪
能

１ 　３ 　 　 　地 　　 　域 　　 　総 　　 　合 　　 　２０２０年 ２月３日 　 　 　 月曜日 　 　 　� 　 　� 　 　� 　 　� 　 　� 　 　 　 　 　 　

　１３　
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新総合体育館を巡る動き

18．２．６

19．１．28

20．１．15
～31

６．７

７．30

６．10

９．10

９．13

10．10

11．21

11．25

11．28

12．13

2017年
６月12日

大規模スポーツ施設の在り方検討委員
会（検討委）が初会合
検討委がアリーナ型での早期整備を求
める提言書を提出
三反園知事が「鹿児島中央駅西口にあ
る県工業試験場跡地が最適地」と表明
鹿児島銀行の上村基宏頭取（当時）が
「敷地が狭く交通問題も大きい」と中
央駅西口での整備に疑問を呈す
三反園知事と森博幸鹿児島市長が会
談。「諸課題の解決を含め協議・検討
を進める」と合意
県バス協会が中央駅西口での整備に反
対の意見書提出
三反園知事が県議会で「新たに候補地
を選定する」と表明、中央駅西口での
整備を断念
県が新たな候補地に県庁東側と県農業
試験場跡地を検討すると表明
鹿児島市谷山地区の３団体が農試跡で
の整備を要望
屋内スポーツ競技団体が県庁東側での
建設を要望
鹿児島市の小野土地区画整理組合が所
有する山林への整備を要望
三反園知事が県議会で「県庁東側の土
地を新たな候補地としたい」と表明 
県議会企画観光建設委員会が県庁東側
への整備を要望する屋内スポーツ競技
団体からの陳情を「継続審査」に
県民の意見を聞くアンケート調査を
ホームページで実施

を
し
直
見
定
決
策
政鹿

児
島
大
学
の
平
井
一
臣
教
授

の
話

HOTLINE

�走迷ぜな画計館育体新の県

手
後
が
応
対

き
り
あ
所
場

会
開
日
�

会
議
月
３

目
注
に
果
結
ケ
ン
ア
民
県

題
課
居
住
の
で
ま
日
離

ど
め
間
週
２

は
在
滞
設
施

も
保
確
育
教
の
子

国帰炎肺型新

へ国全技の摩薩　し介海
ムもーォの船前北で市島児鹿

※内閣官房などによる

残りは
入院、
一部帰宅

政府が
用意した
４施設

第３便 (31日)
第２便 (30日)

チャーター機
帰国者の滞在先

１月
29日第１便

手
前
右
の
駐
車
場
が
新
総
合
体
育
館
の

新
た
な
候
補
地
と
な
�
た
県
庁
東
側
県

有
地
�
県
は
道
路
を
挟
ん
だ
左
側
の
自

動
車
展
示
場
の
民
有
地
も
取
得
し
�
整

備
す
る
方
針
を
示
す

北前船と薩摩の関わりについて語るなてルだィスいッション

　２１　

２ 　１ 　 　　社 　　 　　 　　 　会 　　　２０２０年 ２月３日 　 　 　 　月曜日 　 　 　� 　 　� 　 　� 　 　� 　 　� 　 ３놋１４９ ３놋４００ １３７ １５０

写
真

︵
１
面
参
照
︶

国
内
最
高
齢

が
ア
も
死
ぬ

兵
　
　
　
庫写

真

不
時
着
前
に

部
品
落
下
か

福
島
ヘ
リ
事
故

︵
�
面
に
関
連
記
事
︶

む生新維」み強の境辺「

し押後を光観で」流人「

①
演
講
調
基
　
■

②
演
講
調
基
　
■

いそだ・みちふみ

あおやぎ・としひこ

船
播
伝
の
化
文
・
流
物

る
が
広
術
技
で
由
経
港

に
機
契
の
流
交
な
た
新

﹁
北
前
船
と
鹿
児
島
﹂
を
た
�
マ
に
意
見
を
交
わ
し
た
パ
ネ

や
だ
�
ス
い
�
シ
�
ン

原
口

松
尾ま

つ
お
・
ち
と
し

や
す
か
わ
・
あ
か
ね

原
口

安
川

原
口

１ 　５ 　 　　特 　　 　　 　　 　集 　　　２ 　０ 　２ 　０ 　年 　 ２ 　月 　２ 　２ 　日 　　 　　 　　 　土 　曜 　日 　 　 　� 　 　� 　 　� 　 　� 　 　� 　 　 　 　 　 　

　１５　
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島
児
鹿
　
　

　
　

ム
ラ
�
�
フ
地
港
寄
船
前
北

ｎｉ

加
増
て
見
夢
　

金
千
獲
一

す
直
て
立
　

政
財
の
摩
薩

�
じ
�
て
�
だ
�
が

氏
泉
　
口
原

︶
授
教
学
大
館
學
志
︵

　
　
　
　
　
　
　

　
者
演
出
ン
�
シ
�
カ
ス
�
だ
ル
ネ
な
　
　
　

　
　
　
　
　

な
て
リ
げ
ち

　
福
田
　賢
治
氏
︵
維
新
ふ
る
さ
と
館
前
特
安
顧
問
︶

　

德
永
　和
喜
氏
︵
西
郷
南
洲
顕
彰
館
館
長
︶

　

松
尾
　千
歳
氏
︵
尚
古
集
員
館
館
長
︶

　

安
川
　あ
か
ね
氏
︵
西
郷
隆
盛
研
究
家
︶

　江戸から山治時代にかけて、日少海や瀬戸内海を結んだ商船・北前船について

理解を深める「北前船寄港地のォーもムｉｎ鹿児島」が２日、鹿児島市で開かれ

た뙙物流にとど。らず뙘さ。ざ。な文化を全国各地に広める 땎伝播 땆でんぱ땇船땏

の役割を担った北前船。薩摩は寄港地ではなかったものの、海路を利用して巨乗

の富や最新技術を得て、山治維新へ突き進んだ。専門家らがなてやだィげいッシ

ョれや具演を通して、땄海道〟の魅力を探った。

　
ふ
く
だ
・
け
ん
じ
　
１
９
４
２
年
�
鹿
児
島
市
生
。
れ
�
中
学
校
の
社
会
科
教
員
や
校
長

を
経
て
�
定
年
退
職
後
に
鹿
児
島
市
の
維
新
ふ
る
さ
と
館
館
長
を
務
め
る
�
２
０
１
２
年
か

ら
�
年
６
月
。
で
同
館
特
安
顧
問
�
著
書
に
﹁
維
新
を
歩
く
︵
１
뗋﹂
な
ど
�

　
と
く
な
が
・
か
ず
の
ぶ
　
１
９
５
１
年
�
中
種
子
町
生
。
れ
�
高
校
教
員
や
県
歴
史
資
料

セ
れ
じ
�
黎
山
館
の
学
芸
課
長
を
務
め
�
２
０
１
５
年
か
ら
現
職
�
放
送
大
学
鹿
児
島
会
場

非
常
勤
具
師
を
兼
務
�
著
書
に
﹁
薩
摩
藩
対
外
交
古
史
の
研
究
﹂
な
ど
�

　
原
口
　
日
少
の
物
流
を
支

え
た
北
前
船
と
は
�

　
福
田
　
北
前
船
は
江
戸
時

代
の
中
期
か
ら
山
治
�
︵
１

８
９
７
︶
年
代
に
か
け
て
�

日
少
海
側
の
西
回
り
航
路
を

盛
ん
に
巡
る
船
だ
�
た
�
そ

れ
以
内
は
鉄
道
を
は
じ
め
交

通
網
が
発
達
し
�
さ
ら
に
は

利
益
を
考
え
て
も
危
険
性
を

伴
う
船
だ
�
た
た
め
�
次
第

に
な
く
な
�
て
い
�
た
�

　
江
戸
時
代
に
東
北
地
寄
の

大
量
の
米
を
江
戸
へ
運
ぶ

際
�
陸
地
は
道
路
整
備
が
進

ん
で
お
ら
ず
�
船
を
利
用
す

る
し
か
な
か
�
た
�
そ
こ
で

太
平
洋
側
を
通
る
東
回
り
航

路
が
開
発
さ
れ
�
日
少
海
側

で
も
東
北
の
米
を
敦
賀
︵
福

井
県
︶
。
で
運
ん
で
陸
揚
げ

し
�
大
坂
に
運
ぶ
や
�
ち
が

で
き
た
�

　
た
だ
陸
上
で
積
み
替
え
る

作
業
は
化
間
が
か
か
る
�
琵

琶
湖
を
経
由
す
る
と
積
み
荷

が
崩
れ
た
ほ
か
�
日
数
も
か

か
�
た
�
そ
こ
で
敦
賀
で
は

陸
揚
げ
せ
ず
�
下
令
︵
山
口

県
︶
を
経
由
し
て
瀬
戸
内
海

を
進
々
航
路
が
開
発
さ
れ
�

松
前
︵
北
海
道
︶
か
ら
大
坂

に
至
る
北
前
船
の
航
路
が
整

備
さ
れ
た
�

　
北
前
船
は
米
を
運
ぶ
の
と

同
時
に
�
瀬
戸
内
海
で
は
塩

や
酒
�
雑
貨
類
を
積
ん
で
松

前
。
で
輸
送
し
た
�
松
前
へ

は
�
뗊
現
地
で
︶
作
る
こ
と

が
で
き
な
か
�
た
縄
や
々
し

ろ
も
運
ば
れ
た
�

　
北
前
船
の
重
要
な
点
は
�

単
に
品
物
を
運
ぶ
だ
け
で
な

く
�
各
寄
港
地
で
安
い
物
を

買
い
�
積
み
荷
が
高
く
売
れ

る
場
所
で
販
売
す
る
と
い
う

売
買
を
繰
り
返
し
な
が
ら
�

松
前
と
大
坂
間
を
行
き
来
し

て
い
た
こ
と
だ
�

　
船
の
運
航
は
当
初
�
近
江

商
人
が
担
�
て
い
た
が
�
一

獲
千
金
を
夢
見
て
多
く
の
者

が
持
つ
」
う
に
な
�
た
�
だ

が
�
船
の
﹁
板
子
一
枚
下
は

地
獄
﹂
と
言
わ
れ
る
」
う
に

遭
難
す
る
こ
と
も
多
く
�
命

を
か
け
て
業
務
に
携
わ
�

た
�
江
戸
の
後
期
に
は
千
石

船
や
弁
分
船
と
も
呼
ば
れ
�

１
隻
造
る
た
め
に
多
乗
の
費

用
が
か
か
�
た
が
�
１
回
の

航
海
で
多
く
の
富
を
も
た
ら

し
た
�
従
�
て
夢
を
見
さ
せ

る
船
で
も
あ
�
た
�

　
原
口
　
鹿
児
島
︵
薩
摩
︶

は
寄
港
地
で
は
な
か
�
た

が
�
北
前
船
と
の
令
係
は
深

く
�
藩
分
政
の
立
て
直
し
に

も
貢
献
し
た
�

　
德
永
　
江
戸
時
代
の
貿
易

の
窓
口
は
長
崎
と
」
く
い
わ

れ
る
が
�
実
際
は
長
崎
口
�

琉
球
口
�
対
馬
口
�
松
前
口

を
通
し
て
�
そ
れ
ぞ
れ
の
藩

が
︵
海
外
と
の
︶
交
易
を
許

さ
れ
て
い
た
�
そ
の
中
で
�

薩
摩
藩
は
琉
球
口
貿
易
で
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　江戸中期から山治時代にかけて、日少海や瀬戸内海を結んだ西回

り航路（北海道～大坂）を行き来していた商船。昆布や干鮑（ほし

あわび）など海産物を輸送するだけでなく、船自体が各寄港地で商

品の売り買いをしていた。山治に夢ると、北海道などでは交易に加

えて、倉庫業や北洋漁業に乗り出す北前船主もいた。現在、�道府

県に。たがる北前船令連の史跡・文化を。とめた「荒波を越えた男

たちの夢が紡いだ異空間～北前船寄港地・船主集落～」が日少遺産

に太定されている。땎北前船寄港地のォーもム」は����年から、寄

港地の交流や地域活性化を目指して뙘毎年子数回뙘全国各地で開催뙙

�年５月には中国の大連でも開かれた。九州初開催となった�年２

月の鹿児島大会で�回目を迎えた。
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取材・山田天真、江口淳司 　写真・佐伯直樹

力面編集・児玉裕子 　グものィッえげ・谷口博威
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ポスター 1,000 部作成、チラシ（市民向け）4,000 部作成

4F「エメラルド」

チラシ（関係者向け）

ポスター・チラシ

常設
スクリ

ーン

横看板＆ホテルジョーゼット

操作卓

司会+通訳

映像

＜日時＞２０２０年２月２日（日）

＜形式＞シアター形式　１０４０席　

＜ステージ＞W１３５００ 、D６０００、 H６００

＜常設プロジェクター・スクリーン＞

　１７０００ｌｍ・２５０インチ（16：9　W5500　H3100）

　　

第２９回
北前船寄港地フォーラム in 鹿児島

≪レイアウト≫

受付

受渡所

受渡所

受付受付
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ク
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北海道

馬場製菓 風月堂

山形屋ワゴン ラック

枕崎市

垂水市

鹿屋市

曽於市

薩摩川内市

串木野市

南さつま市

いちき

平川動物園水族館明石屋城山ホテル

冷蔵庫

月揚庵

屋久島町

協賛社
パネル

船模型

ＤＶＤ

休憩スペース

茶業振興会

大使
休憩所

パンフ

ゆるキャラ
控室

茶業振興会
作業場所

霧島市

指宿市

国体 コンベ 大島紬

ＡＮＡ

浜田市

相信

鹿銀

鶴岡市

富山市

協賛企業

※下線は物販なし

県内自治体

県外自治体

庁内 ・ その他
2300

1200

900450

1,200

机×２
椅子×６

予備椅子置場 予備椅子
置場

※フロントカウンター横に設置

PJ

会場レイアウト
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「第29回北前船寄港地フォーラム in 鹿児島」実行委員会会則

　（名称）
第 １ 条　本会は、「第２９回北前船寄港地フォーラムｉｎ鹿児島」実行委員会（以下「実行委員会」という。）と

称する。
　（目的）
第 ２ 条　実行委員会は、江戸時代から明治期にかけて活躍した「北前船」の寄港地等が連携し、広域にわたる地

域の活性化を図り交流を深めるため、北前船寄港地フォーラム（以下「フォーラム」という。）を鹿児
島市で開催することを目的とする。

　（事業）
第 ３ 条　実行委員会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。

　(1) フォーラムの開催に関すること。
　(2) その他前条の目的達成に必要な業務に関すること。

　（構成）
第 ４ 条　実行委員会は、別表に掲げる委員をもって構成する。

　（役員）
第 ５ 条　実行委員会には、次の各号に掲げる役員を置く。

　(1) 会長　　１名
　(2) 副会長　２名
　(3) 監事　　１名

　（役員の選任）
第 ６ 条　会長は、鹿児島市長とする。

２　副会長は株式会社南日本新聞社代表取締役社長及び株式会社南日本放送代表取締役会長とする。
３　監事は、公益財団法人鹿児島観光コンベンション協会事務局長とする。

　（役員の職務）
第 ７ 条　会長は、実行委員会を代表し、会務を総理する。

２　副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときはその職務を代行する。
３　監事は、実行委員会の事務及び会計を監査する。

　（役員の任期）
第 ８ 条　役員の任期は、実行委員会の解散の日までとする。

　（オブザーバー）
第 ９ 条　実行委員会にはオブザーバーを置くことができる。

２　オブザーバーは、必要に応じて会議に出席し、意見を述べることができる。
　（会議）
第１０条　会議は、必要に応じて会長が召集する。

２　会議は、会長が議長となり、次の事項について、審議、決定する。
　(1) 規約の改廃に関すること。
　(2) 事業計画及び予算に関すること。
　(3) 事業報告及び決算に関すること。
　(4) その他重要な事項に関すること。

３　実行委員会は委員の過半数で成立する。ただし、委員がやむを得ない理由により会議を欠席するときは、
当該委員を選出した団体から代理人を出席させることができる。

　（経費）
第１１条　実行委員会の経費は、負担金、協賛金及びその他の収入をもって充てる。

　（決算）
第１２条　実行委員会の会計報告は、フォーラム終了後、３ヶ月以内に監事の監査を受けて実行委員会の承認を得

るものとする。
　（解散）
第１３条　実行委員会は、事業の完了報告の承認をもって解散する。

　（余剰金及び欠損金）
第１４条　実行委員会が解散するときの収支決算において、余剰金及び欠損金が生じたときは、実行委員会で協議

のうえ処理する。
　（事務局）
第１５条　実行委員会の事務を処理するため、事務局を鹿児島市観光交流局観光交流部観光プロモーション課に置

く。
　（補足）
第１６条　この会則に定めるもののほか、実行委員会の運営に必要な事項は、会長が別に定める。

　　　付　則
　この会則は、令和元年６月２４日から施行する。
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第 29 回北前船寄港地フォーラム in 鹿児島

実行委員会名簿

■委員	 （所属五十音順、敬称略）

役職名 所　属 役　職 氏　名

会　長 鹿児島市 市　長 森 博幸

副会長 株式会社南日本新聞社 代表取締役社長 佐潟 隆一

副会長 株式会社南日本放送 代表取締役会長 中村 耕治

委　員 鹿児島県町村会 会　長
伊集院 幼※

（大和村村長）

委　員 学校法人津曲学園 理事長 津曲 貞利

委　員
全日本空輸株式会社
鹿児島支店

支店長 西 祐一郎

委　員 日本放送協会鹿児島放送局 局　長 竹添 賢一

監　事
公益財団法人
鹿児島観光コンベンション協会

事務局長 楢林 繁

※ 令和 2 年 2 月 25 日付で 森田俊彦 南大隅町長に交代 

■事務局

有村 隆生　　　　　　　　（鹿児島市観光交流局長）

成尾 彰　　　　　　　　　（鹿児島市観光交流部長）

奥 眞一　　　事務局長　　（鹿児島市観光プロモーション課長）

山室 真樹　　事務局次長　（鹿児島市観光プロモーション課推進係長）

有得 彩代子　事務局員　　（鹿児島市観光プロモーション課推進係主任）

飯田 慎也　　事務局員　　（鹿児島市観光プロモーション課推進係主任）

※ 運営業務を株式会社日本旅行鹿児島支店に委託
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第 29 回北前船寄港地フォーラム in 鹿児島　報告書

2020 年 3 月

編集発行
「第 29 回北前船寄港地フォーラム in 鹿児島」実行委員会
（鹿児島市観光プロモーション課内）

※ 無断転載・複製を固く禁じます。

 フォーラム開催にご協賛いただいた企業・団体
 

㈱鹿児島銀行、（公財）鹿児島市水族館公社、城山観光㈱、全日本空輸㈱、

日本ガス㈱、鹿児島相互信用金庫、㈱島津興業、㈱西部防災、㈱フタバ、 

㈱南日本総合サービス、㈱山形屋、九州旅客鉄道㈱、（公財）鹿児島市公園公社、 

（公財）鹿児島まちづくり土地区画整理協会、合名会社明石屋菓子店、 

南海食品㈱、日本航空㈱、（一社）鹿児島県建設業協会鹿児島支部、 

鹿児島県港湾漁港建設協会、㈱ＣＳＳ、㈱大広九州、㈱野崎美工舎、 

㈱風月堂、本場大島紬織物協同組合、㈲馬場製菓、いちき串木野市、 

指宿市、鹿屋市、霧島市、薩摩川内市、曽於市、垂水市、枕崎市、南さつま市、

屋久島町

 
ご協賛ありがとうございました。
また、県内外からフォーラムにご参加いただきました多くの皆様、開催にご協力
いただいた関係の皆様方に心から感謝申し上げます。
 

｢第 29 回北前船寄港地フォーラム in 鹿児島｣ 実行委員会




